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　天才とは何か？

　その疑ぎ問もんには、過か去こ、多くの人々が様々な解かい答とうを用意してきた。

　ここでひとつだけ引用しよう。

《天才とは精せい神しん疾しつ患かんの一種である》

　それはそれとして、ここにいる園その川かわさより（男）は、天才である。

「天才なんですか？」

「ええ、まぁ」

　さよりは平然と答えてのけた。当人が言っているのだから天才だ、ということでよろしくお願いしたい。

　ここは学校。

　正せい確かくには女子高。

　さらに正確には名門『聖バロウズ学園』の廊ろう下かである。

「天才なんですか？」との質しつ問もんをしたのは、この学園の教頭である。白しら髪が頭あたまでべっ甲こうの眼鏡めがねをかけた親切そうな老人だ。

　その隣となりを歩いているさよりは新しん任にん教きよう師しで、男で、若わかい。

　というか若すぎる。

　まだ十代なのである。

　いろいろと理にかなっていないところもあるが、天才なので教師になったというわけだ。そのあたり細かいことは気にしない方がいい。深く考えると身体に悪い。

　そんなわけで、さよりは天才で十代で新任教師である。

　いや、まだあった。

　おまけに美少年である。

　童顔で線が細い。女子更こう衣い室しつに入ったところで驚おどろかれたりもせず、かえって「可愛かわいい！」などと騒さわがれてしまいそうな風ふ情ぜいだ。

　しかしながら、その瞳ひとみには知ち性せいが感じられる。ただ、一歩間ま違ちがえるとあっち側の世界に行ってしまいそうな知性ではある。彼かれの瞳を注意して見れば、そこに五ご芒ぼう星せいくらい見えてもおかしくない。そういう印象である。

「先生の担たん任にんするクラスは、二年Ａ組です。成せい績せき別クラス編へん成せいなので、優ゆう秀しゆうな生徒が揃そろっています」

　教頭は言った。

「はぁ。しかし、その〝優秀な〟というのに含ふくむところがありはしませんか？」

　さよりがそう言って、教頭はびくりとした。

「は、はは……やはり天才にはかないませんな。ええ。もちろん、優秀ではあるのですが、問題がありまして」

「それで僕ぼくが呼よばれた、と。問題解かい決けつのために」

「はい。同年代なら、生徒達たちの気持ちもわかることがあるでしょう。それに……」

「天才ですし、とおっしゃりたいのでしょうが、僕は自分で天才という風に自じ己こ主しゆ張ちようしたことはないんですが」

「しかし、周囲はそう呼びますが」

「僕は他人よりも心しん配ぱい性しょうなだけなのです。それを天才と呼ぶなら、そうだと言えますが。僕は物事を悪い方に悪い方に考えてしまう性せい格かくでして、そこで異い常じように先読みの力が発達したのです」

「はぁ……先読み？」

　教頭は首をかしげた。

　さよりは困こまったように眉まゆを寄よせ、廊下の先を指さした。

「例えば、この廊下には今は何もありませんが……」

　そう言ってさよりは突とつ然ぜん、自らの下半身に手をやると、スーツのズボンから、ぽろりと〝細長くて黒くてぬめぬめした物体〟を取り出した。

「うわ、先生！　なんですか、その細長くて黒い物体は！　学校でそんな、破は廉れん恥ちですぞ！」

　教頭はうろたえた。破廉恥と言っても若わか者ものにはわからないであろうが、単たん純じゆんに言えばいやらしいということである。

「破廉恥なネタは新しん雑ざつ誌しでは控ひかえろと社長が……！」

「新雑誌とは何のことですか？　そんなことよりも、これはうなぎです」

　さよりは平然とした態たい度どで言った。

「うなぎ？　ああ、よかった。私わたしはてっきり……」

　そこで妙みような間が空く。

「てっきり、なんですか？」

「いやいやいやいや……それより、うなぎですか？　それはまたどうして？」

　さよりの握にぎっているのは、確たしかに黒々としたうなぎだった。亀かめに似にた頭部が粘ねん液えきで黒光りしており、太くて丸々とした筒つつ状じようの胴部が手の中でうねうねぬめぬめと動いている。

「少年とうなぎ。卑ひ猥わいなことには違ちがいありませんが」

「卑猥な目で見るからそう見えるのです。空くう腹ふく時にはおいしそうとしか見えません」

「そうでしょうか？」

「そうですとも。……さて、これを廊下に放します」

　さよりは、えいや、っとうなぎを廊下に投げる。

　うなぎはにゅるにゅると器用に身体をくねらせて廊下を前進しはじめた。

「よく生きていますな」

「うなぎは空腹時には陸上を移い動どうすることもあります。淡たん水すいでも海水でも生きられるので、池から川へ、川から海へと地上を経けい由ゆして行くのです」

「うなぎ豆まめ知ち識しきですな」

「ええ。ところでどうして僕がうなぎを放したか疑問に思いませんか？」

「それよりも、うなぎを持ち歩いていることのほうが不思議です」

「いつか使うときも来ると予よ測そくしていたからです。不思議なことは何もありません。それよりも、ここでうなぎを放すと、教頭先生が生徒たちから大変な人気になるとしたら、驚きませんか？」

「そ、それは驚きます。確かに。私は生徒達から慕したわれたかった！　もちろんやましい意味でなく！　それが老人の悲しさで、慕われるよりも避さけられるほうが多く……！」

　感かん情じようが一気に噴ふき出したのか、教頭はせき立てられるような早口になった。

「落ち着いてください。僕の予測通りなら、もう少しで遅ち刻こくした女生徒が廊下を走ってきます。生活指し導どうの先生が確かく認にんしていたから間ま違ちがいないでしょう」

「それが、どうして私の人気に……」

「うなぎは学校の池から逃にげ出したことにしておいてください。さて、このうなぎがうねる廊下を生徒がやってきたなら……」

　さて、ここでさよりの予想通り、ホームルームに遅刻した女生徒が走ってきた。

　彼かの女じよはさよりたちの姿すがたを認みとめるよりも早く、うなぎに対面することになった。

「やぁ、どうも」なんてうなぎが頬ほおを染そめたかどうかは、顔の色が黒すぎてわからないが、ともかく養よう殖しよくうなぎのほぼ百パーセントが雄おすであることは付記しておく（うなぎ豆知識２）。そして雄が女子高生に対たい峙じしたなら、それなりに照てれのようなものはあっただろう。

　しかし、そのうなぎの純じゆん情じようは当然のように遅刻少女には通じなかった。

「きゃあぁあぁぁぁあああ！」

　古い表ひよう現げんで言えば絹きぬを裂さくような悲鳴が廊下に響ひびき渡わたった。

　名門女子高校の生徒である。もちろん生うなぎは初体験である。黒々とした太いものはお嬢じよう様さまには刺し激げきが強すぎた。

「な、なに？」

「ジョニー・デップでも来日したの？」

「殺さつ人じん事じ件けん？」

　朝のホームルーム中の教室の扉とびらが次々に開いた。

　生徒達は興きよう味み津しん々しんの様子で飛び出してきたが、すぐにうなぎの姿を認め、やはり次々に悲鳴をあげはじめた。

　扉が開く順番で悲鳴があがるのだから、これではまるで輪唱だ。

「きゃああぁあぁあぁ！」

「ぁあぁあぁ！　きゃああぁあぁあぁ！」

「きゃああぁあぁあぁ！　ぁあぁあぁ！　きゃああぁあぁあぁ！」

「ぁあぁあぁ！　きゃああぁあぁあぁ！　ぁあぁあぁ！　きゃああぁあぁあぁ！」

（輪唱のイメージだけでも感じて頂いただければ幸いです）

　廊下はなんだかわけもわからぬパニックに包まれた。

　うなぎもこの悲鳴にどういうわけか大ハッスルとなり、高速で廊下をうねる。鎌かま首くびまでもたげ、倒たおれた遅刻少女にしゅるしゅると迫せまりはじめた。

　これでは遅刻少女が危あぶない！

　どうあぶないのかはあえて論ろんじないが、大変な危き険けんであるのは間違いない。

　恐きよう怖ふに歪ゆがむ遅刻少女の顔。

　そこに現あらわれたのが、もちろん我われらが教頭である。

　遅刻少女の足に今まさにからみつこうとしていたうなぎを、はっし！　と掴つかんだのだ！

　しかし、うなぎはぬめる。普ふ通つうならば、うなぎをしっかりと掴むことは不ふ可か能のうだ。

　それでも教頭の手はしっかりとうなぎを掴んでいた。

　なぜか。

　教頭は、うなぎを三本の指で挟はさんでいたのである。中指の爪つめ側をうなぎの腹はらに押おしつけ、人差し指と薬指の指し紋もん側をうなぎの背せに押しつける。こうするとうなぎは滑すべらずに捕まえられるのだ！　もちろん、これはさよりが授さずけたうなぎ豆知識の三番目である。

「はっはっは。もう大だい丈じよう夫ぶ。これは学校の池から逃にげたんだろうね。うなぎは魚だけど、地上を這はって進むこともあるんだよ」

　凄すさまじい棒ぼう読よみの台詞せりふだったが、効こう果かは抜ばつ群ぐんだった。

「ありがとう教頭先生！」

「かっこいい教頭先生！」

「あたしたちの希望！」

「人類の英えい雄ゆう！」

「平和の化身！」

　女子高生が言ったとは思えない言葉も混まじっているが、まぁ、それだけの効果はあったということだ。

「じゃあ、このうなぎは先生が食べてしまおう」

「まぁ、教頭先生ったら食いしん坊ぼうさん」

「あはははは」

「うふふふふ」

　教頭にとって歓かん喜きの数分間が過すぎた。

　各教室の担任がホームルームの再さい開かいを告げて生徒達が教室に戻もどっても、教頭は夢ゆめ見みるような表ひよう情じようのままでいた。

「さて、どうでした教頭先生」

　さよりが聞く。

　教頭は無言でうなずいたが、その表情には満足感がうかがえる。

「先読みとはこういうものです。計算し、それに必要なことであれば常じよう識しきを無む視ししてでも準じゆん備びを怠おこたらない。僕はおかげで勉学で成功し、タンジールに留りゆう学がくをして現げん地ちの大学で学ぶことができました。そして実生活でも情報が入る限かぎりはトラブルを避けて生きてきました。ただ、ここはトラブルの巣そう窟くつ。僕でもうまくやっていけるかどうか」

　表情に憂うれいを浮うかべ、さよりは小さく首を振ふった。

「この学園がトラブルの巣窟と知りながら、どうしてこの学校へ？」

「倫りん理りと正せい義ぎのためです」

「倫理と正義？」

「僕の予測では、この学園のトラブルがいずれ日本を……いや、世界を破は滅めつさせるはずです。先ほどのように、うなぎが教頭先生を人気者にしたかのごとく、ごく小さなトラブルが世界に混こん乱らんをもたらすのです」

　荒こう唐とう無む稽けいな言葉だったが、教頭にはわずかなりと信じざるをえないところがあったわけで、真しん剣けんにさよりの顔を見返してしまう。

「そ、それほどのものがここに……？」

「そうです。第一、この騒さわぎでもＡ組の扉だけ開いていないじゃありませんか」

　さよりは前方を指さした。

　確かに、先ほどまでのうなぎ騒ぎに少しも動じなかったクラスがあった。それはこの年とし頃ごろの女の子の集まっている教室における反はん応のうとしては奇き妙みようだった。まして、新任のさよりがこれから行こうというクラスである。つまり、教師は中にいない。騒がない方が異常なのである。

　そう思うと、Ａ組の扉の中から漆しつ黒こくのオーラが噴き出てきそうな雰ふん囲い気きに見えてくる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか？」

「わかりません。事前に集めた生徒の情報でも、数人ほど謎なぞの生徒がいます。それが、このＡ組に集中している」

「確かに問題生徒ですが、謎の、とは……？」

「僕が調べたところ不ふ可か解かいな事実があるのです……。では僕は行きます。教頭先生はここで」

　さよりがうなずくと、教頭は逃げるようにその場を離はなれた。うなぎを持って。

「さて」

　さよりは扉に手をかけた。

　天才といえど、先がわからずに行動しなければならないことがある。

　今がその時だった。

　それでもさよりにとっては、想定している範はん囲いを拡ひろげておく、程てい度どで問題ないはずだった。

　生徒から仕し掛かけられるいたずらも、あらゆるものを想定して頭の中でシミュレーションしてある。

　その年頃の女の子が道を踏ふみ外したときの行動パターンも把は握あくしている。

　犯はん罪ざい。あるいはひきこもり。

　どれも専せん門もん書しよを読み、カウンセラーからアドバイスを得ている。手に負えなければ助けてくれる機関にもわたりをつけた。

「さて……」

　さよりは扉を開けた。

　そして目を疑うたがった。

　飛とび込こんできたのは、青々とした水。

　教室のほぼすべてが水で満ちていた。

　つまり教室のほぼすべてがプールになっていたわけである。まさにリゾートホテルかクアハウスか、そういう雰囲気。

　さよりは一歩下がって扉を閉めた。落ち着いて確認する。確かにここは教室だった。『２−Ａ』と表ひよう示じがある。さらに言えば、ここは五階で、廊下の窓まどからは街が見下ろせる。

　さよりは、再さい度ど、扉を開けた。

　やはりプールがあった。

　色とりどりの水着の少女達が二十人ほど戯たわむれている。ビーチボールなんぞを投げ合って嬌きよう声せいをあげている。これはまさに夏真っ盛さかりの常じょう磐ばんハワイアンセンターといった風情。

　教室の扉が異い次じ元げんにつながったか、幻げん覚かくを見せるデンジャールームかとさよりは疑ったが、どうもそういうわけではないらしい。その証しよう拠こには、壁かべには学級通信やら表ひよう彰しよう状じようやらが貼はってある。教室がプールに改かい造ぞうされているというわけだ。

「こ、これは……」

　さすがにさよりが呆ぼう然ぜんとしていると、机つくえを並ならべたプールサイドに置いたデッキチェアに座すわっていた少女が「カカカカカ！」と悪あく魔ま超ちよう人じんのごとき笑い声をあげはじめた。

　ストレートの長い髪かみ。ややきつい目つき。だがすれ違ちがう誰だれしもが振ふり向むかずにいられない顔立ち。

　体つきは女子高生離ばなれしている。まるで外国人女じよ優ゆうのようだ。平たく言えば巨きよ乳にゆう。

　水着は白いビキニ。

　彼女はパッションドリンクを手にして優ゆう雅がに胸むねを揺ゆらして立ち上がった。

　そして、不ふ敵てきにさよりを指さして曰いわく。

「カカカカカ！　新しん任にんの教師か……この教室は、我われ々われ水泳部が占せん拠きよした！」

　これは問題生徒どころではない。

　まさに天てん災さい生徒。

　天才と天災。これがはじめての対面であった。

「君は……学級委員の……？」

「そう。２−Ａ学級委員、そして水泳部部長、有あり藤とうかじか！」

　かじかは再ふたたび「カカカカカ！」と笑う。

　美少女であるが、つり上がった口の両りよう端たんは見事な三角形を描えがいており、その表情はまさに悪魔である。

「これをやったのは、有藤君ということか」

「その通りだ。特注の超ちよう大おお型がたビニールプールに湯ゆ沸わかし器をつけて温水プールを実じつ現げんした。クラスのみんなも喜んでくれている」

　かじかが２−Ａこと常磐ハワイアン教室を見回した。水みず着ぎ姿すがたの女生徒たちがそれに応おうじて歓かん声せいをあげた。

　想定外すぎる事じ態たいに、さすがのさよりも額ひたいから汗あせを流す。

「しかし、授じゆ業ぎようが……」

　その言葉に即そく座ざにかじかが割って入った。

「耐たい水すいノートと耐水ペンを人数分用意してある。授業に支し障しようはない」

　かじかは手に持ったノートとペンを突つき出した。

「む……」

　さよりはかじかの準備の良い減へらず口にうめいた。

　と、そこに泳いでいた女生徒の一人ひとりがさよりに近づいてきた。

　お嬢じよう様さま然とした雰囲気で、顔立ちは上品なのだが、髪はぶっきらぼうにまとめただけの、いわゆるオタクっぽいスタイル。その彼女が、落ち着いた声でかじかの非ひ礼れいを詫わびた。

「いや、まったく申もうし訳わけないですわ。こんなことになってしまって。このクラスでは誰だれもかじかのことを注意できませんの」

　それはそうだろう、とさよりは思う。これだけ無茶苦茶をやると注意する以前にどうしていいかわからないだろう。だが、かじかはそれに怒おこるでもなく、カカカと高笑いする。

「私は常つねに正しいからな！」

「そういうことじゃありませんわよ」

　ぴしゃり、とお嬢じよう様さまは言う。さよりに向き直って、

「あ、申もうし遅おくれましたわ。わたくし高たか沢ざわすずみと申します」

　と頭を下げた。

「君が有藤君に意見できるということは、やはり君も天才？」

「そうですわ。それに同じ水泳部ですし」

　すずみはこともなげに言った。

「なるほど……」
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　さよりは腕うで組ぐみをした。

　どうやら、このクラスには〝天才〟が集められているらしい。

　天才というのは個こ々こに独どく特とくの能のう力りよくを持ち、一人でも核かく弾だん頭とう一個こ分の威い力りよくがあると言われている。自分が予測していた世界の危き機きは、あるいはこのプールから開始されるのかもしれない、と、さよりは思った。

「プールを片かたづけるんだ」

　さよりはきっぱりと言った。

　その女おんな顔がおから迫はく力りよくはないが、それでも意い志しを曲げない強さは声からも感じられる。一部の女生徒たちはひるんだが、それでもかじかはカカカと笑う。

「カカカ、授業は受けると言っている」

「先生、申し訳ないですけれど、大人おとなの先生でも駄だ目めだったのですから、やっぱり先生くらいの年ねん齢れいではいかに天才とはいえ……」

　すずみが気を遣つかってそう言ってくれるが、さよりはすずみを押おしのけ、かじかと対峙した。

「水着で授業は受けさせないぞ」

　かじかは一歩もひるまず、その豊ゆたかな胸を誇こ示じするかのように突き出した。

「カカカ！　水着を差別するとは感心しないな！」

「屁へ理り屈くつを言うな！　水着を着て授業を受けることに学校への反はん抗こう以上の意味があるのか？」

　さよりの質問にかじかは不ふ敵てきに微笑ほほえむ。

　そして決然と言い放った。

「水着を着て授業を受けることは、すべての人類の発はつ展てんに寄き与よする！」

「人類の発展に！」

　その発言にさよりは驚きよう愕がくした。

　一方、横にいたすずみは頭を抱かかえた。

「またはじまりましたわ……部長は飛ひ躍やくした思考をするのが得意ですの」

　そして、すずみはかじかがどのような考えでそんなことを言っているのか解かい説せつをはじめた。

　かじかの思考を順じゆん序じよ立てて強引に書き記せばこうなるらしい。




・プールで授業をする

　↓

・水に強い人間だけ成績を上げることができる

　↓

・出世するのは水に強い人間のみ

　↓

・ところで近い将しよう来らい地球温おん暖だん化によって極の氷が溶とけ出して都市が水すい没ぼつしはじめる

　↓

・水没都市でも生活できる優秀な指し導どう者しやにより人類はさらなる発展を遂とげる




「……と、こういうわけですの。わたくしは『〝わたるが死んじゃう！〟思考法』と呼ばせてもらっておりますけれど、不思議と彼女の先読みが外れたことはありませんので、彼女が先読みの天才ということなんではないかと思っておりますの」

『〝わたるが死んじゃう！〟思考法』の意味がわからない人はわからないままにしておいた方が良いとここでは言っておく。

　ともあれ、まさにプールで授業をすることが流行することこそが人類の発展に繋つながる。そうかじかは考えているのだ。

　同じ種類の天才！

　さよりは驚愕した。

　しかし、天才というのは一人にひとつの能力しか発はつ現げんしないはずであり、同じ種類の天才が存そん在ざいするはずはない。そして、さよりは、かじかとは異ことなる未来を読み取っていた。

「待て！　その考えは間違いだ！　人類を滅ほろぼすぞ！」

　さよりは叫さけんだ。

　かじかは顔をしかめた。そして女子高生らしくない台詞を吐はく。

「間違いだと？　この私が間違いを？　あんたが噂うわさ通りの天才だろうと私の計画をくじかせることはできんぞ！」

　彼かれらは何か確かく信しんがあるらしく、そのやりとりはまさに鬼き気き迫るものがある。

　しかし、それは端はたから見れば電波大戦である。

「ちょ、ちょっと、なんか妙なことになっちゃいませんこと？」

　すずみが戸と惑まどいの声をあげる。それはそうだ。教室にプールを造る造らないに人類の存そん亡ぼうがかかっているなど誰が理り解かいできよう。

「いや、間違いだ！　人類が水すい棲せい生物から進化したという説を知らないのか!?」

　さよりは言った。

　そこから続くさよりの思考の流れを書き記すとこうなる。




・プールで授業をする

　↓

・夏場のその快かい適てきさに日本中でプール授業を行うようになる

　↓

・ところで水棲生物から人類は進化した

　↓

・多くの者に遺い伝でん子しに組み込こまれた太古の記き憶おくが甦よみがえってくる

　↓

・人類は水棲生物に退たい化かする




「いや、どっちもにわかには信じがたいんですけれども」

　すずみが半ば呆あきれたように肩かたを落としながら突つっ込こむが、さよりとかじかは激はげしく視し線せんをレーザーのごとくにぶつかり合わせている。

「君は先読みの天才ではない。何かの能力を誤ご解かいしているんだ」

　さよりはそう指し摘てきするが、かじかはその綺き麗れいな顔にプールの水でなく汗の玉を浮かべ、激しくそれを否ひ定ていした。

「あ、あんたの説が正しいという保ほ証しようもない……！　それに、私の予測は常つねに当たってきた！」

「だから別の能力がそのような結果を招まねいたかもしれないということだ。ともかく、プールを教室からどけるんだ。さもないと大変なことになるぞ！」

　さよりは畳たたみかけた。

　しかし、かじかもそれで退ひくような性格ではない。

「な、ならば私が正しいか、あんたが正しいか勝負だ！　プールをかけて！」

　かじかが、びしっ、とさよりの顔面に人差し指を突つきつける。

「つまり、先読みの勝負ということか？」

　さよりも退かない。

「そうだ。勝負は先読みが最も必要な競きよう技ぎで行うのでどうだ？」

「最も先読みが必要な競技？」

「そう……それは、とおりゃんせ！」

「そうか、やはり、とおりゃんせ」

　さよりは納なつ得とくしたようにうなずいているが、脇わきで見ていたすずみにはさっぱりわからない。

「とおりゃんせって、あのとおりゃんせですの？」

「その通り。あれこそ最も先読みが必要なのだ。遊んでみればわかるが、打ち合わせをしていたところで、怪あやしまれずに特定の人物を捕つかまえるのはまず不可能！」

　かじかが断だん言げんする。

　さよりもこれにうなずいた。

「輪になって回る時点で、速度を一定に保たもつことは極きよく端たんに難むずかしくなるんだ。例えばアクセルを一定に固定した車を連ねて輪を作った場合でも、小石を乗のり越こえなければいけない程度の速度が変化する要よう因いんがあっただけで、やがて渋じゆう滞たいにも似た状じよう態たいに陥おちいり、列は乱みだれ、速度を細かく変化させなければならない状態に陥るんだよ。だから、この遊びで捕まる者が誰かは神のみぞ知るということだね。イカサマを仕し込こむことはまず不可能」

「なんか、とおりゃんせが大変なものに思えてきましたわ……」

　すずみは呆れ半分、畏い敬けい半分という態度で首を振った。

「では、勝負の方法は、２−Ａの皆みなにとおりゃんせをやってもらい、誰が捕まるかを事前に予測して紙に書いておく。それでいいな？」

　かじかは聞いた。

　さよりはうなずく。

♪とぉりゃんせ、とぉりゃんせ♪

　かくして勝負ははじまった。

　水着の女生徒たちが輪になってぐるぐると回りはじめた。歌って回るとやはり盛もり上がってくるのか、年頃の女の子の楽しそうな嬌声が歌に混まじる。

　さよりとかじか、そしてすずみはプールサイドからこれを見ている。

　すずみは見み届とどけ人の役目である。

　さよりとかじかは、それぞれが捕まると予想した生徒の名前を書いたカードを透とう明めいなボックスに入れて手の届とどかないところ──壁に埋うめ込こまれたスピーカーの上──に置いていた。最後にこのカードは捕まった生徒が開けて確認することになっている。

「昔の番組、『オールスター、ドキッ女だらけの水泳大会！』を見ているような気分ですわね」

　すずみがぼやく。

「良くそんなのを知っているな。お前はオタクだからなぁ」

　カカカ、とかじかは笑う。

「余よ計けいなお世話ですわ」

　すずみは指摘されて気分を害した様子だ。

「カカカ、さて、そんなことはいい。私にかなわないことを証しよう明めいしてやる」

　かじかはデッキチェアに座り、形の良い足を組むと、さよりの方を見た。

　さよりは目のやり場に困った感じで赤くした顔をそむける。

「僕の予想は外れないよ」

「カカカ、だが怖おじ気づいたように見えるが」

「僕は女の子には弱いんだ」

　さよりは肩をすくめた。

「カカカ、その女に弱いのがよく私に抵てい抗こうしたものだな。私に恐おそれをなさなかったのはあんたがはじめてだけどな」

　かじかは面白そうに言い、プールに向かってあごをしゃくった。

「あんたはあれをどう予測した？」

　とおりゃんせの歌は三回繰くり返すことになっていた。今、その歌は二回目。女生徒たちのセクシー水泳大会はいよいよ佳か境きように入りつつある。

「プールの底を蹴けって歩く速度と、歌の長さ。それらを計算して前後数人までは絞しぼり込こめる。そう考えるのが普ふ通つうだろうね」

「ああ、普通はそう考える。で、あんたもそうしたわけだ？」

「まさか。速度の予測は難しい。ほら、今だって……」

　さよりはプールを指さした。

「渦うずができている。それに身を任まかせて流されて遊んでいる子もいるくらいだ」

　確かにプールには中央に鳴なる門と海かい峡きようのごとく渦うず潮しおが発生していた。同じ所を回っているのだから、水が渦を巻まくのは当然といえば当然である。足を浮うかせても身体が流れに乗って前に進んでいくくらいだ。そのため、女生徒の回転速度はどんどんあがっている。

「だから速度の予測はまず無理。正直、僕は途と方ほうに暮くれたよ」

「カカカ、それじゃ、カンでやったってわけかい？」

「違ちがうよ。でも、手の内を明かすわけにはいかないな。僕は君を超こえた予測をしているのだからね。さて、君の予測方法を聞こうか」

　かじかはカカカ、と笑うと女生徒たちを見回した。

「私の予測は人間関係を中心にしたものだ。とおりゃんせはアーチを作るのが人間。ということは、捕まえるのにも人間関係による遠えん慮りよがあるわけだ。クラスでもノリが悪い奴やつや、ゲームとはいえ後を引きそうな奴には手を出しにくい」

　かじかはにやりとした。生徒間の人間関係はさすがにさよりにはわかりにくい。

「勝算があっての勝負というわけだ」

　さよりは困ったように言った。

「カカカ、こちらに勝負の方法をゆだねた時点で負けが決まっているだろうに。だが……」

　かじかは腕うでを組んだ。その腕に押おし上あげられた豊かな胸がぷるん、と揺ゆれる。

「……どうしてその勝負に乗ったんだ、あんたが。予測はできていただろうに」

「だから、まだ先があるのさ。君の予測も最後までは言っていない。続きはこうだ。輪を作っている生徒の中にも機き敏びんなのもトロいのもいる。捕まるのはトロいのの後ろにいる者。そして、その中でもすぐにあきらめてしまう性格の者だ」

　さよりが言った。

「う」

　かじかが息を呑のむ。

「速度のことをいえば、歌が終わるタイミングなどアーチを作る者の間で調整は可か能のう。存ぞん外がい、このゲームは恣し意い的なものだよ。輪の中にいる生徒で、面めん倒どう見みが良く、自己犠ぎ牲せいの精神があり、生徒間で誰からも嫌きらわれていないポジション。そんな生徒が捕まるわけだ」

　さよりはそう分ぶん析せきした。

　かじかもそう考えていただけに、その表情が硬こう直ちよくする。

「それじゃあ、あんたも同じ予測を……」

「いや。僕が持っている情報では人間関係までは……」

　さよりは首を振った。

「そうか。ならば、私の勝ちだろうな」

　かじかはゆったりとデッキチェアに腰こし掛かけた。

　一方、さよりは緊きん張ちようした顔を水面に向けた。

　確かに、彼女の言葉通りなら決着はついたようなものだ。

　とおりゃんせはその最後が近づいていた。

　歌声と嬌声はより派は手でなものになっている。

　アーチの下をくぐる女生徒たちの速度はいまやかなりのものだ。

♪行きはよいよい、帰りは怖こわい

　渦も驚くほどの速度で回転している。プールの中央の水面は透明な円えん錐すいを押しつけたかのような状態にへこんでいる。中央などはプールの底が見えている。

　アーチを作る二人ふたりの女じよ生徒も立っているのがやっとという様子だ。苦しげに足を踏ふん張ばりながら最後のフレーズをゆっくりと歌う。

♪怖いながらも、とおりゃんせ……。

　焦あせった顔の女生徒たちが次々とアーチを抜ぬけていく。

「私の勝ちだ」

　かじかが自信ありげに言った。

　と、さよりが首を横に振った。

「君はいくつかの要よう素そを見落としている」

「要素？」

「この学園のある場所が昔は神社だったということ。そして、とおりゃんせの遊びの意味だ」

「何を言っている？　遊びは遊びだろう？」

「いや。とおりゃんせの歌か詞しの不気味さ。そして多数から一人を選ぶという行こう為い。しかもその選定が偶ぐう然ぜんを装よそおいつつも人間関係によって決定されるということが何を意味するかといえば、これは村落などの共同体において、神への生いけ贄にえを選ぶという行為ではないか」

　さよりは真剣な顔で言う。

「はぁ？　ちょっと話が飛びすぎちゃいませんこと？」

　それまで会話について行けずに黙だまっていたすずみが、ここまで話が飛んでしまっては黙っていられないと突つっ込こみを入れる。

「生け贄なんて関係ないじゃありませんか。遊びは遊びですわよ」

「その通り。遊びは遊びだ。だけど、場所と状じよう況きようが悪い。かつて封ふう印いんされた神社。そして、勝負がかかっている。君も生徒達も少々真剣に〝儀ぎ式しき〟を行いすぎている。見てみたまえよ、彼女らの顔を。君が何を書いたか知らぬから、君の予想を外した責せき任にんをとりたくはないと必死で捕まらぬようにしているじゃないか！」

　さよりの指摘は正しかった。

　女生徒たちの嬌声は悲鳴にも似てきていた。

「……た、確かにみんな真剣にとおりゃんせをしていますわ！」

　すずみは驚きよう愕がくした。まさに捕まった者が死ぬ、そんな雰囲気の中でとおりゃんせが行われているのだ。

「だ、だが……それで結果が変わるわけでもあるまい」

　かじかがそう言った通り、やがてとおりゃんせは終わろうとしていた。

♪とぉぉぉおりぃぃぃぃぃゃぁぁぁぁぁぁぁんぅぅぅぅぅぅせぇぇぇぇぇぇぇぇ

　歌を終えるまいと奇妙に引ひき延のばした歌声もさすがに限げん界かいが近づく。

　アーチ役の二人の生徒が掴んだ腕を降おろそうとした。

　捕まらんとしているのは、まさにかじかが予想していた生徒だった。

　かじかが「よしっ」と手を握ろうとしたその瞬しゆん間かん──。

　ぐぅううぅううぅぅぅぅ！

　この世のものとも思えぬ声が響ひびいてきた。

　うめき声である。

　化け物。

　そうとしか形けい容ようできぬ声。

「な、何？」

「何ですの？」

　かじかもすずみもその声にあたりを見回す。これはまったく予測できていなかったことだ。

「きゃああああぁぁぁあああぁああ！」

　突然、プールの生徒たちの歌声が悲鳴に変わった。

　その悲鳴の中心に渦があった。

　プールの中央の水が渦うず巻まいていたのは先ほどからだが、その渦は明らかに先ほどまでの渦とは違っていた。

　その渦の中に穴あながぽっかりと空いていた。

「なんですって！」

　すずみが驚愕の叫さけび声ごえをあげた。

　プールの底に宇う宙ちゆうがあったからだ。

　渦の中央に人が一人ひとり通れるほどの穴が空いており、その向こうに無む限げんの空間が拡ひろがっているのだ！

「た、助けて！」

　悲鳴があがった。

　とおりゃんせで捕まった女生徒である。渦に流されてもがいている。

「ど、どうして……!?」

　当とう惑わくしたのは他の生徒である。捕まった生徒以外は、プールの流水の影えい響きようをまったくうけておらず、その場に立ったままでいられたからだ。輪を作っている生徒だけは静かな水面に身体を浸ひたしている。捕まった生徒だけが渦に巻まき込こまれているのだ。

「や、やぁああ……いやぁあああ！」

　捕まった生徒は回転しながら中心の宇宙へと吸すい込こまれつつある。

「まさか、生け贄が決定したってことか……？」

　かじかが、がば、と立ち上がって叫ぶ。

　さよりがうなずいた。

「そういうことだ。この状況が太古の存在を呼よび覚さました。神は儀式によって水のある場所に出しゆつ現げんする！」

「いや、そんなわけのわからないことが……」

　まだしも常じよう識しき人じんのすずみが現げん状じようを認められずに声をあげるが、さよりはプール中央を指さした。

「ほら、そこに！」

　さよりが叫んだ瞬間、中央の虚きよ無むともいえる宇宙から、ぬぅ、と腕が突き出された。

　人間のそれではない。

　腕が人の胴どう体たいほどもある。皮ひ膚ふが青い。それは奇妙に節くれ立っており、いくつも血管が浮うき出でている。

「きゃあぁあああああああ！」

　生け贄の生徒が絶ぜつ叫きようした。他の生徒はその不気味さと恐怖に声を上げることすらできない。

「こ、これをあたしが引き起こしてしまったというのか？」

　かじかは呆然としつつつぶやいた。

「止めても聞きはしなかったろう？」

　さよりは言った。

　かじかが唇くちびるを噛かんだ。

「しまった……あんなものを呼んでしまうなんて……あんたは最初からわかっていたのか？」

「ああ」

　さよりはうなずいた。

「いや、ちょっと待ってくださいまし！　予測してたんならやめさせなさいな！」

　すずみが怒ど鳴なるが、さよりもかじかも聞いてはいなかった。

「あの神は僕の知っている限りでは『まぐわんぷ様』という名前で、呼よび出だした後には、一人の生け贄を必要とするという」

　さよりがつぶやくように言った。

「そんなホラー映えい画がの博士はかせみたいなこと言ってるんじゃありませんことよ！　それにどうして知ってるんですの！」

　すずみが常じよう識しき的てきなことを叫ぶが、やはりさよりもかじかも聞いていない。

　かじかは真剣な表情になった。

「まぐわんぷ様に必要な生け贄は一人なんだな？」

　そう聞いた。

　さよりはうなずく。

　すると、いきなりかじかは跳とんだ。

　プールサイドからプールの中央に向かって白い水着の身体が弧こを描いて飛んでいく。

　生け贄にされようとしていた女生徒を超えて、輪の中心近くに着水する。

　と、生け贄の女生徒の身体がいきなりその場に静止した。渦がそこから消えたのだ。

「い……委員長！」

　それが何を意味するのかに気づいた女生徒たちが叫ぶ。

　かじかだけが渦に飲まれていた。

　すでにかじかは覚かく悟ごを決めた表情でいる。

「みんな、すまなかった。怖い思いをさせて……」

「委員長！」

「ここで私が犠牲になれば、みんなは……」

　かじかは覚悟して目を閉とじた。

「ああ、実はそんなにまでクラスに責せき任にん感かんを持っておられたなんて！　これまでの態度からは微み塵じんもそんなことは……！」

　すずみは驚いて叫ぶ。

　その時、まぐわんぷ様のクレーンのような腕が伸のびてきて、その巨きよ大だいな手がかじかの足を、がっし、と握った。

　かじかは穴に向かって吸い込まれていく。

「委員長！」

「かじか！」

　クラスの皆みなもすずみも絶叫する。

　しかし、かじかの姿は穴に消え……。

「掴まれ！」

　と、瞬間、かじかの手を握った者がある。

　さよりだった。

「な……どうして！」

　かじかは目を開けた。間近にさよりの顔があった。いつのまにかスーツ姿のままでプールに入っていたのだ。

「予測していて対たい処しよを考えない奴がいるわけないだろ」

　さよりはウィンクをしてみせた。

「それに、君は僕の生徒だ」

「え……！」

　そう言われたかじかは、微かすかに頬を染めた。その勝ち気な顔に似に合あわぬ表情である。

「君がクラスに責任感を持っていたことも僕にはわかっていた」

　さよりは言い、かじかに向かって微笑んだ。

「おそらく、君はカリスマの天才だ。その先読みと思われていたことも、無む意い識しきのうちに君の周囲の人間が君に協力していたから宣せん言げん通りに実現していたんだろう」

「カリスマの……」

　かじかは衝しよう撃げきを受けた表情でつぶやく。

「そ、それはいいですから、なんとかしませんと！」

　プールサイドからすずみが叫ぶ。

　確かにかじかの身体はいまも中央の穴に引ひき寄よせられていく。

　まぐわんぷ様の力は怖おそろしいほどで、かじかの手を握っているさよりごと渦の中央に引ひき込こもうとしていた。

「ば、馬ば鹿か！　このままだとあんたまで……！」

「いや、大丈夫……」

　さよりは凄まじい力で身体ごと引きずられていくのを感じつつ、なんとかかじかの手を片かた手てで掴み、開いた方の手をポケットに突っ込んだ。

　そして、取り出した黒くて細長いものを穴に投なげ込こんだのである。

「あっ！」

　次の瞬間、さよりの手がかじかから離れた。

「きゃあああ！」

「いやぁあああああ！」

　さより以外のその場の全員が思わず目を閉じた。

　次に訪おとずれたのは静せい寂じやくだった。

　悲鳴も、激しい物音もない。

　ちゃぷちゃぷと水音のみが響いている。

　皆、おそるおそる目を開けた。

　そこに広がっている光景は、以前のままのプールであった。水面は穏おだやかに波打っている。先ほどまでの事件などなかったかのように。

　プールサイドにはすずみ、プールの外周には生徒達。そして、中央ではかじかとさよりが抱だき合あっていた。

　いや、抱き合って、はいない。かじかが一方的にさよりを抱だきしめているのだった。

「お、おい、こら、離はなせ」

　さよりが身をよじった。かじかはその胸をさよりの顔に押おし当てるような形になっていた。

「離はなさない」

　かじかは嬉うれしそうだ。

「こら、さっきまでとずいぶん態度が……」

「気に入ったからだ！　私の上を行く男にはじめて会った！」

「わ、わかったから離せ。教師と生徒なんだぞ」

「そんなこと私は気にしないぞ」

「しろよ」

「しない！」

　かじかは断言した。が、やや落ち着いたのか、不意に不思議そうな顔になり、自らの胸に挟んでいるさよりに聞いた。

「そういえば、何をしたからまぐわんぷ様は消えたんだ？」

「うなぎを投げたんだ。まぐわんぷ様はうなぎを握って帰って行った」

　さよりは身をよじりながら答える。

「予測……していたのか？」

「うなぎを持っているのは教師のたしなみという奴だからね……だから離れてくれないか？」

　さよりはもがくが、かじかがこれを押おさえつけた。

　大おお柄がらなかじかは、さよりの身体をあっさりプールに沈しずめてしまい、その顔にさらにぐりぐりと柔やわらかい胸を押し当てる。

「さらに聞くが、あのカードには何と書いた？」

　さよりは答えようとしたが、口を開くとかじかの胸が口に吸すい付ついてくる。なんとか顔をそむけて、赤い顔を水面に浮かべながらうめく。

「お、おい……まだ勝負にこだわってるのか？」

「いや、そうじゃないが。何と書いた？」

「う……だから、放はなせって。書いたのは有藤かじか、だ」

「やっぱり予測していたってわけか」

　かじかはつぶやいた。そして、さよりの顔を上からのぞき込こんだ。

　その表情に奇妙な熱気があった。上気して、目が潤うるんでいる。元より整った顔立ちだけに、その顔は奇妙な色気があり、一方で整いすぎているだけに男に恐怖を呼よび起おこすものでもある。

「ちょ……おい……」

　さよりはたじろいだ。

「あんたは本物だ……」

「こ、こら、なんだ、おい……」

　さよりは手をばたつかせたが、やはり腕わん力りよくではかじかの方が上らしい。

「私は自分が欲ほしいと思ったものを逃のがしたことがない……！」

　かじかの言葉にさよりは嫌いやな予感がする。

「ま、まさか……」

「お前、私のものになれ！」

「うわ、おい！」

「照れることはない。愛している。共に生きよう！」

「だから教師と生徒だぞ！」

「そんなこと気にしないことだ。さぁ、誓ちかいのキスを！」

「よせ、やめろ！　生徒が見ている！」

「照れるな。私は気にしない。それより、私の計画に必要な人材なのだ、お前は！」

「待て、やめろ！　第一、僕は君に好かれる理由がない！」

「カカカカカ！　恋れん愛あいのことになると先が読めないらしいな！　それはなおさら良い！」

「放せ、それに勝ったんだからプールを片づけろ。それが先だ」

「大丈夫。約束は守る。それより私の計画に協力することを約束してくれたら放す」

「だから、計画ってのは何だ？」

「私の計画は、私の水泳部が世界を支し配はいするようになること！　そのために私は人望、金、戦せん闘とう力……すべてを手に入れたい！　そして、そのためにまずはこの学園の水泳部を世界最強の戦闘集しゆう団だんとして完成したものにしないといけないと予測した！」

「な、何……！　水泳部を最強にするだと……！　それは……確かに世界を手に入れることに直結する！」

　何がどう繋がるのかは割かつ愛あいするが、どうもそういうことで二人の意見は一いつ致ちしたらしい。

「ま、待て、それは、あまり良いことでは……」

「そう反対しないでくれ。お前があたしと愛し合えば問題はない。二人で世界を手に入れよう！」

　かじかは、しっかりとさよりを抱きしめた。

「よ、よせ……！　やめろ！　僕は抵抗するぞ！」

「またまた照れちゃって。可愛いなぁもう！」

「なんだ、その男女の役やく割わりが逆ぎやく転てんしたような言葉は！　僕は世界征せい服ふくに反対しているのであって……って、こら、どこを触さわってる！　やめろ！」

「ほら、男女の仲には相あい性しようって大事だろ……あ、意外に太くてぬるぬる……」

「だから、それはうなぎだ！」

「何なん匹びき持ってるんだ、お前は！」

「教師はうなぎを何匹も持ってるものなんだ！　あ！　それよりいきなりだけど、このタイトルの意味がわかったぞ！　君の目的は、水泳部を最強の戦闘集団として完成させることだったな！」

「だから？」

「戦闘型水泳部完成型……すなわち、略りやくして『せんすいかん』！　そういうことだったんだな！」

　さよりは言い切った。

　彼の言葉が正しくなかったことはこれまでなく、そして、今回の言葉も正しかった。
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　しかしながら、そのことは誰にも感かん銘めいを与あたえなかった。

「それで？」

　かじかは聞き返した。

「い、いや……それだけだ」

「そうか。言いたいことを言ったなら愛し合おう！」

　かじかはさよりを水中に押おし倒たおした。

「い、いやー！　やめてー！」

　甲かん高だかい声をさよりはあげた。

「不ふ純じゅん異い性せい交遊は禁きん止しですわよ！　汚けがらわしい！」

　プールサイドからすずみの声が飛んだが、もちろんかじかはそんなこと聞いてはいなかった。

　さて、これから水泳部はどうなるのか？　そしてさよりとかじかの恋こいの運命は？　そもそも正せい常じような形でストーリーが進むのか？　様々な期待とその数倍の落らく胆たんをはらみつつ次回を待て！
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『聖せいバロウズ学園』２−Ａ所しよ属ぞく、水泳部副部長の高たか沢ざわすずみの一日はメイドが運んでくる朝食からはじまる。

　寝ねているのは王族が使っているかのような天てん蓋がい付きのベッド。

　部へ屋やは二十畳じようほどの広さがある。

　メイドがロココ調の窓まどにかけられたカーテンを開けると、そこから差さし込こむ朝日がすずみの顔を照らし、穏おだやかな目覚めを促うながす。

「おはよう」

　すずみが目覚めの挨あい拶さつをすると、メイドはトレイをベッド脇わきに移い動どうし、洗せん顔がん用の蒸むしタオルをすずみに手て渡わたすと、朝食の支し度たくをスムーズに行う。

　紅こう茶ちやとトーストに卵たまごの食事を済すませると、登校の支度をするまでの三十分間、すずみはメイドを下がらせ、部屋で一人きりになる。

　先ほど、「すずみの一日はメイドが運んでくる朝食からはじまる」と書いたが、それは厳げん密みつには事実ではない。

　すずみはメイドが立ち去った瞬しゆん間かん、パジャマ姿すがたのままパソコンデスクに滑すべり込こむと、ＰＣを起動、同時に天てん井じようからぶら下がったリアプロジェクション式の１００型モニターと、それに接せつ続ぞくされたＨＤレコーダーのスイッチも入れる。ＨＤレコーダーは、ＰＣのコントロールソフトと連動しており、ＰＣから録画再さい生せいをコントロールできる。

「録画失敗は……ありませんわ。野球延えん長ちようがありましたけど、うまくいきましたわね」

　すずみは、深夜アニメのＯＰからＥＤまでが録画されているかを確かく認にんしてほくそ笑んだ。ＰＣの２テラバイトＨＤに前後のＣＭをカットしたデータを転送し、その待ち時間にメールを確認。さらにホームページで新作アニメの放ほう映えいデータをチェック。スケジューラーを開き、あらかじめ入力しておいたマンガ雑ざつ誌しの発売日を確認する。

　それらの作業を三十分で済すますと、何食わぬ顔でメイドを呼よびつけ、着き替がえのための制せい服ふくを用意させた。




　そう、すずみはオタクである。

　そう言うと身も蓋ふたもないのだが、事実なのだから仕方がない。

　顔立ちはかなり整っており、お嬢じよう様さま然としている。育ちの良さは隠かくしようもない。

　しかし、いわゆるオタク的性せい格かくから身だしなみの手入れはいい加か減げんで、髪かみは後ろでまとめただけ。おまけに化け粧しようっ気はなく、野や暮ぼったい眼鏡めがねをかけている。メイドたちは反対しているが、本人は自身のライフスタイルの問題だと、外見を改かい善ぜんしようとはしていない。

　そこまで強ごう情じようなのにも理由がある。すずみは、女子オタクの中でも極まった存そん在ざいとされる、『腐ふ女じよ子し』だったのである。

　──腐女子。

　あらゆるオタクの中でも最強とされる。情じよう報ほう収しゆう集しゆう力、購こう買ばい力、妄もう想そう力、そのすべてにおいて秀ひいで、さらにはマンガ、小説、コスプレ衣い装しよう制せい作さくなど創そう作さく関連もできなくてはならないなど、腐女子と呼よばれるためのハードルは恐おそろしく高い。

　そのため、すずみの一日はカンペキにスケジューリングされている。運転手付きの車での通学中は、五時～七時のアニメをａｖｉファイルに変へん換かんしたものを携帯に転送してチェック。さらに途と中ちゆうで週しゆう刊かんマンガ誌しを購こう入にゆう。授じゆ業ぎようの合間にマンガを読み飛ばすと、放課後には水泳部にあるＰＣを使って情報収集とアニメ鑑かん賞しようである（水泳部は水泳をするための部活だと思うのだが、もちろんこの『せんすいかん（戦せん闘とう型水泳部完成型）』においては、そのような凡ぼん庸ようなことはないのである）。

　今、すずみがはまっているアニメは、『セッター・クラッシュ・ストーリー炎ファイヤー爆ばく正しよう伝でん』。おもちゃとタイアップした子こ供ども向けのアニメである。セッター・クラッシュという対戦型のおもちゃで戦う少年たちが、やがて世界を救う戦いに巻まき込こまれていくというものだ。こういう番組のお約束である〝そのおもちゃの世界大会が存在する〟とか〝伝説のセッター・クラッシュが存在する〟等などを踏とう襲しゆうしており、それだけなら、まさに通つう常じようの子供向けアニメであるのだが、この作品の違ちがうところは、さりげなく腐女子に向けたメッセージが随ずい所しよに織おり込こまれているところであった。
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　出てくる少年たちは、美少年ばかり。子供向けに一人ひとりはいるはずのデブキャラすら登場しない。いわゆるハカセキャラとて、眼鏡を外すと美少女と見まごう美形という設せつ定ていがあり、素す顔がおを知らない主人公が間ま違ちがってデートを申もうし込こんでしまうというエピソードまである。

　ベースとなるのは、セッター・クラッシュを世界を支し配はいするための道具としか考えない大金持ちで冷れい酷こくなライバルが、主人公の熱意によってセッター・クラッシュの楽しさに目覚めていくというストーリーなのだが、その描びよう写しやがさらに凄すさまじい。

　まず、戦闘の衝しよう撃げきがキャラクターに伝わるために、いちいちもだえるという設定。

　さらに、雁かり崎ざき高たか志し、紀き藤とう朱あかと思わせぶりな名前。

　とどめが、大人おとなのおもちゃとしか思えないセッター・クラッシュの形けい状じようである。円えん筒とう形けいで先せん端たんが太いおもちゃがフィールドの中でぶつかり合いながらレースを繰くり広ひろげるのである。後ろから激げき突とつされ、先せん端たん部ぶをすっぽりと後部に埋うめ込こまれると一発で負けになるというルールまである。

　現げん在ざい、第一クールの中ちゆう盤ばんと、まだまだ人気に火がつくまでは至いたっていないが、腐女子としてのすずみのカンが、「この作品は来くる！」と告げていた。

　今日きようも今日とて、水泳部のＰＣで取とり込こんだ画が像ぞうを元に、すずみはデッサンを繰くり返かえしている。

「おー、今日もやってるな、セックス」

　すずみの後ろを通りかかった有あり藤とうかじかが声をかける。

「セックスと略りやくさないでくださいましな！」

　すずみは抗こう議ぎするが、セッター・クラッシュ・ストーリーは、略せばセックスとなる道理だ。これも制作者の意図的なものだろう。

「しかし、セックスとテレビを見ている子供だって略してるぞ。カカカ」

　かじかが悪あく魔ま超ちよう人じんのような笑い声をあげる。かじかは水泳部の部長にして２−Ａの委員長、そしてなによりカリスマの天才である。絶ぜつ世せいの美少女だが、笑い顔と性格はやっぱり悪魔超人のそれだ。

「そんなにセックスセックス言って！　まったく汚けがらわしいったら」

「しかし、お前なんか男同士がセックスしているマンガとか小説とか山ほど持ってるじゃないか」

「あれは、愛！」

　すずみは突とつ如じよとして金切り声をあげた。

「男女のセックスは、生せい殖しよく行こう為い！　子供を産むためのもの！　男同士のものは、そうじゃない純じゆん粋すいな愛ですわ！」

　そのすずみの迫はく力りよくに、さすがのかじかも気け圧おされた。

「わ、わかった。なんとなくお前が正しい気がしてきた」

「わかればよろしいのですわ。あなたも男女の獣欲に負けた生殖行為なんかでなく、純粋な愛を追究なさい」

　すずみは満足げに言った。

「……しかし、あれだね、このキャラクター、さよりちゃんに似にてるね」

　かじかがすずみの描かいているキャラを見て、何気なく言った。

　例の眼鏡のハカセ君キャラである。名前は矢や追おい受じゆ太た郎ろう。

「そうかしら？」

　すずみはそう答えたが、顔を思おもい浮うかべてみると確たしかに似ているような気がする。

　園その川かわさよりは２−Ａの担たん任にんで、最近やってきた新しん任にん教きよう師しだ。生徒とほとんど同じくらいの年ねん齢れいなのだが教師である。彼かれは天才なのだ。

　部活の時間が終わり、かじかと別れて一人校庭を歩いていると、先ほど言われたことがやはり気になってくる。受太郎は、すずみのお気に入りのキャラなのである。

「似てます……わよね」

　そうなると、一気にさよりのことが気になってくるすずみである。

「い、いけませんわ！　三次元の男など捨すてたわたくし！　二次元の理想の愛に生きると誓ちかったではありませんか！」

　ぶるぶると首を振ふって、迎むかえの車を携けい帯たいで呼ぶすずみであった。




○




　翌よく日じつは休日だったが、すずみにはちょっとした用事があった。仕事のようなものだ。家いえ柄がらのせい、というか金持ちも楽じゃないというか、要するに家族の主しゆ催さいするパーティーに出席しなければならないのである。

　金持ちしか集まらないパーティーであり、示じ威い行為の一種であるから、子供という立場のすずみにとってはまさに〝お仕事〟。退たい屈くつなことこの上ない。まして、着き飾かざらなければならないのだから、ちょっとした拷ごう問もんだ。

　背せ中なかの大きく開いたイブニングドレスに、ルビーで統とう一いつしたアクセサリーを身につける。髪はアップにして、眼鏡を外してコンタクトを入れる。「これで形だけはお嬢様の完成だ」と、すずみはいささか自じ嘲ちようぎみに笑っているが、他人から見れば、自分が思っているよりも綺き麗れいに映うつっていることには気づいてはいない。

　その日も退屈なパーティーが続く。ホスト役の両親とて本心としては退屈なのだから、すずみが退屈に思うのは仕方のないことだ。豪ごう勢せいな食事も、テレビでよく見る有名人も、慣なれてしまえばどうということはない。

　唯ゆい一いつの救いは、同年代の女子の友とも達だちが多いことで、今日も父親の付つき添そいで来た五人ばかりの友人と固まって談笑している。ただ、そこでの話は常つねに誰だれかに聞かれており、どうしても形式ばった話にしかならない。それに、ちょっかいをかけてくる男たちは多く、その相手もしなくてはならない。あくまでも理想的なお嬢様として振ふる舞まわなくてはいけないわけだ。

　当あたり障さわりのない会話をしながら、友人たちと時折、目配せをするすずみである。いつもパーティーが夜遅おそくなると、すずみの家に泊とまっていくことになっており、そのタイミングを計っていたのである。

「それでは、皆みな様さま、わたくしたちはこれで失礼して」

　すずみの合図で、少女たち六人組は、静々とパーティー会場を引き揚げていく。周囲の大人たちも、それを微笑ほほえましく見送る。

「まぁ子供たちだけの時間があってもいいでしょう」

「パーティーはやはり気き詰づまりでしょうし」

「ざっくばらんな内輪の話もしたいでしょうからね」

「案外、お菓か子しでも食べながら、男の品定めをしているかもしれませんな。いや、下品で失礼。ははは……」

　大人たちはそんな会話を交わしていたが、まさか彼かの女じよらの実じつ態たいが、想そう像ぞうを絶ぜつするものだったとは夢ゆめにも思わなかったのだった。

　すずみの部屋に集合した六人は、部屋の戸と締じまりを確認するや、すぱっ、と一気にパーティードレスを脱ぬぎ捨すてた。

　ドレスを取とり払はらったお嬢様たちは、実に驚おどろくべき姿すがたに変へん貌ぼうを遂とげた。

　ある者は、伸のびたタンクトップに短たんパン。

　ある者は、ジャージ。

　そして、またある者は、部へ屋や着ぎなのにゴスロリ。

　まさにオタク女子の正せい装そうである。

　そう、これこそが『黒バラ会』。金持ちの息女だけが集まった同人サークルなのである。

　会員はすずみを入れて六人。誰もが筋すじ金がね入りのオタクである。

「いやー、疲つかれましたわ」

　全員、思い思いの格かつ好こうでくつろぎはじめる。すずみの部屋のどこに何があるかを熟じゆく知ちしているのだ。テーブルに置いた菓子は、パーティーの高いお菓子でなく、駄だ菓が子しである。

「やっぱり、お菓子は身体に悪いスナックですわよねぇ……ホント、毎度のパーティーも楽じゃありませんわ」

「こちらはチェックしなければいけない新作があるんですのに」

「そうそう、秋の新番で一軍はどれですの？」

「秋はジャンプ系けいの二本は別べつ格かくでしょう？　それは当然として……」

「って、ジャンプ系に『武ぶ装そう錬れん金きん』忘わすれてますわよ？」

「ああ、蝶ちよう様を忘れるなんて！　もちろんそれも一軍。ともかく、いよいよ幕ばく末まつモノが始まるから、これが影かげの一軍と言いたかったんですのよ！」

「幕末モノ……？　ありましたっけ？」

「甘あまいですわね。それでも黒バラ会の一員？　放送はギャオ限げん定ていでしてよ！」

「ネットＴＶ！　盲もう点てんでしたわ……」

「キャラが萌もえましてよぉ……ほら、このノートの壁かべ紙がみ」

「ああ、これは来ますわねぇ……チェックしないといけませんわ。あ、でもギャオからローカルにデータ保ほ存ぞんできまして？」

「解かい像ぞう度どは期待できませんけれど、ぶっこぬけるフリーソフトがありますわ。お望みならＲで焼いて、郵ゆう送そうさせていただきますけど？」

「それなら今、ここのＰＣに入ってますから差し上げますわ。Ｒは古い五十枚まい入りですから、使い捨てみたいなものです」

「ありがとうございます。ところで……」

　ひょい、とここで話がすずみに振られてくる。

「はい？」

「やっぱり冬コミは『セッター・クラッシュ・ストーリー』？」

　よくぞ聞いてくれました、とすずみは手を叩たたく。

「もちろんですわ！　わたくしはあれなら何ページでも描けましてよ！」

　意気込むすずみである。

「赤×受太郎の正せい統とう派はで行きますわ！」

「それなら、わたくし高志×赤で原げん稿こう入れてよろしい？」

「リバじゃなければ全ぜんＯＫですわ！」

　そう言いながら、ビデオの準じゆん備びをするすずみである。

「名シーンだけリミックスしたものを作りましたのよ！」

　すずみがスイッチを入れると、オープニングテーマとともに、上半身裸はだかの少年たちが乱らん舞ぶする映えい像ぞうが大型モニターに現あらわれる。

「これは五話の因いん果が地平に飛ばされるシーン！」

「ストーリーにはあまり意味がないシーンなので、狙ねらいが露ろ骨こつすぎというあれですわ！」

「あまり名シーンとは言えないので、オープニングにしましたの」

「それはいい判はん断だんですわ」

「ここからが大変なのですわ」

「ああ、オープニングが終わったかと思えば、いきなり初しよっぱなから〝告白〟シーン！」

　画面にはぼろぼろになった主役の紀藤朱と、それを冷ややかに見下ろすライバルの雁崎高志の姿が映うつし出だされている。




《言ったはずだ……セッター・クラッシュは真しん剣けん勝負だと……命を失うこともあり得る。それにキサマのような甘い考えで挑いどむことが、このセッター・クラッシュを愚ぐ弄ろうすることだとなぜわからん！》

《……哀かなしいな》

《何だと？》

《セッター・クラッシュは勝負じゃない！　人と人とを繋つなぐ絆きずなだ！　愛なんだ！　そっちこそなぜそれがわからない！》

《小者が一いち人にん前まえに説教を！　まだわからないか！　それならば終わらせてやる！　貫つらぬけ、俺おれの『インジャスティス・ケイオス』！》

《この分からず屋！　こっちもまだ倒たおれちゃいないんだ！　弾はじけろ、俺の『コーラル・モンスター』！》

《くうぅうう！　なぜこんなにも激はげしいんだ！　一度終わったはずなのに！》

《わからないのか、高志！　こんなにも激しく突つき立たてられるのは、俺が……俺が、お前との絆を感じているからだ！》

《絆……？》

《そうだ、絆とは、つまり愛だ！　殺し合うんじゃない。愛すればこそ、俺とお前は強く輝かがやくんだ！》




「いやー、ここ萌えますわよねー」

「ホントですわ。この後、高志がデレるんですものねぇ……。あ、次のシーンは、受太郎の誘さそい受け！」

　スナックを食べながらキャーキャー騒さわぐお嬢様たちである。

　そして、画面は次のシーンへ。




《（朱くん、僕ぼくが矢追受太郎だって気づいていないんだ。面白おもしろいなぁ。ちょっと悪戯いたずらしちゃえ）あ、ぼく……いや、あたし、ちょっと足をくじいちゃって。駅まで行きたいんですけど、よろしければ、おぶってもらえませんか？》

《え、ええと……おぶって？　そ、そんな！　あなたみたいな綺麗な女の人を？》

《そんな……綺麗だなんて……。（面白ーい。もうちょっとからかっちゃお）。あなたも素す敵てきですよ》

《あははっは……さ、さぁ、お嬢さん、俺……いや、ぼ、僕の背中に……》




「子供は笑いながら見ていたんでしょうけれど、ここらあたりはわたくしたちの業界的にはご褒ほう美びですわよねぇ」

「いろいろと妄想できますものねぇ。それにしても疑ぎ問もんなのは、この後でおんぶされたシーンで、股こ間かんの盛もり上がりに気づかないことですわよねぇ……」

「やっぱり、背中にアレが当たるのかしら？」

　ふと言ったすずみの一言に、ぴくり、と反はん応のうした者が一人あった。

「あら、もしかしてすずみさん、本物をさわったことがおありにならない？」

　そう言ったのは、河こう埜のあげはである。マンガよりは小説を得意とするゴスロリ好きの同人書きだ。

「え、えーと……」

　一いつ瞬しゆん、言葉につまるすずみである。

　すると、なにやら優ゆう越えつ感を感じたのか、あげはが、にぃ、と口くちの端はをゆがめた。

「二次元に操みさおを立てても、わたくしたちはいずれ家の事じ情じようで結けつ婚こんすることにはなるのですから、三次元のアレを知っておいても損そんはないですわよ。創作の役にも立ちますしね。ほら、よくいるでしょう？　なぜか亀き頭とうが逆さかさまについているおち○ぽをお描きになる腐女子が」

「わ、わたくしはそんな間ま違ちがいはしませんもの」

「無む修しゆう正せいがネットで手に入る時代ですものねぇ。本物を見たくない、なんて人でない限かぎりはそりゃあ間違えませんわ。でも、感かん触しよくまではわかりませんものねぇ……」

「か、感触……」

　さすがにすずみは、どきり、とする。

　確かに、感触は知らない。

　平へい常じよう時じに背中に当たっていたとしたら、気づかないほどに柔やわらかいのかもしれない。

　友人たちの前だが、すずみは悶もん々もんとしてしまう。

「で、でもアレの感触なんて、きっと個こ人じん差さがあるものじゃあ……」

　誤ご魔ま化かすようにすずみは言うが、その反応は、さらにすずみを悶々とさせるものだった。

「そうですわねぇ。確かに個人差はありますわよ。驚くほどに。皮をかぶっていたり、玉だけ大きかったりとか……でも、大たい抵ていは顔を見たら、どんなものを持っているかはわかりますわ」

　この時点で男ならば、あげはが知ったかぶりをしていることもわかるのだが、すずみにとってはそうではない。

「か、顔でわかるんですの？」

「そうですわ。だから、もしあるキャラクターに似た人がいれば、その人のお○んぽを調べれば、そのキャラクターのおち○ぽもわかるというわけですの！」

「な……そうでしたの……！」

「同どう人じん誌しにもリアリティは必要ですもの。そのキャラクターらしくないおち○ぽを描いてしまっては同人作家失しつ格かくですわよ」
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　説教するようにあげはは言った。

　すずみは内心でがっくりと落おち込こんでしまう。

（まさか、そんなに男の人のアレに差があるなんて……！）

　それから、友人たちは泊まっていって翌よく朝あさに帰ったが、すずみはずっとおち○ぽのことが気になり続けていたのだった。




○




（ま、まずい……まずいですわ）

　睡すい眠みん不足の赤い目ですずみは朝を迎むかえた。

　同人誌のストーリーを考えていたのだが、やはり〝背中にアレは当たるのか？〟がわからないと、ストーリーが組み立てられないのである。

「どんな感触なのかしら……？　硬かたい？　だって、ほら、〝当たってる〟とかマンガでは言いますし……」

　朝っぱらからボソボソと口に出しているすずみである。

　日課のビデオチェックを終え、学校に行き、席に着いてからもぼんやりとしていたすずみであるが、朝のホームルームが始まった瞬間、いきなり頭がすっきりとする。

　ホームルームの教きよう壇だんには、当然、担任教師が立っているわけだ。

　そして、その担任は、園川さよりである。

「な、生、矢追受太郎！」

　つい声に出してしまうすずみだった。

「何だ、高沢君？」

　さよりは不思議そうな顔をするが、すずみはぶるぶると首を横に振った。

「いえ、なんでもありませんわ！」

　しかし、その瞬間、どんな考えがすずみの脳のう裏りにべったりと貼はりついたかは想像の通りである。

（キャラクターに似てる人のアレを見れば……そのキャラクターのアレが……）

　すずみの視し線せんは、さよりの身体の中心のまっすぐ下に注がれている。教壇に立っているのだから当然下半身は隠れているが、その教壇の真ん中あたりを穴あなが開かんばかりに見つめているのである。

「……何だ？　高沢君？」

「なんでもありませんわ！」

　あくまでそう主しゆ張ちようするすずみである。

　ところで、さよりは先読みの天才である。その先読みは、自分が置かれている状じよう況きようさえ理り解かいできていれば、ほとんど予知能のう力りよく者ともいえるほどだ。すずみもその点では気が気ではない。自分がさよりに〝何か〟をしようとすれば……。さよりはそれを事前に察知するだろう。

　ホームルーム後、休きゆう憩けい時間の度にすずみはさよりをつけ回しはじめた。

　いや、つけ回しはじめたというのは事実なのだが、すずみからしてみれば、ついつい気になってさよりのことをじっと見てしまう、というだけのことである。

　しかし、どうにも都合が悪いことがあった。水泳部部長の有藤かじかは、出会って以来、さよりにべったりと貼りついており、今回ばかりは邪じや魔まなことこの上ない。

（こ、これではチャンスが……チャンスがありませんわ）

　休憩時間だけではダメだ。なんとか授業中に抜ぬけ出だして、さよりと二人きりになるチャンスが必要だった。

　すずみは、昼休みに職しよく員いん室しつに行き、壁かべにかけてあるホワイトボードで、さよりの授業のローテーションを調べた。午後一の授業はない。つまり、その時間、さよりは職員室か、その次の授業が行われる化学の準備室にいるわけだ。

　そして、午後一番目の授業中、すずみは意を決して手を挙げたのだった。

「ちょっとお手て洗あらいに行ってもよろしいでしょうか？」

　女子校であるので、恥はずかしがることもない。さぼる口実に使われることもあるが、普ふ段だん、真ま面じ目めなすずみであったから、問題なくその時間の教師はそれを許ゆるした。

　自由になったすずみは、急いでさよりを探さがしに走った。

「い、急いで探さないと怪あやしまれますわ……」

　急いだ甲か斐いがあったというべきか、急いでも急がなくてもさほど差はなかったというべきか、真っ先に行った化学準備室で、さよりの姿は見つかった。幸いなことに一人だ。

「あ、あの、先生！」

　すずみは呼びかけた。

　書類を整理していたさよりは、顔を上げて驚いた表ひよう情じようになる。

「高沢君、授業中だろう？　何か急ぎの用事かい？」

　すずみはそう言われて、う、と言葉に詰つまった。

　改めて見てみると、さよりは美少年である。

　そして、すずみは、あまり生々しさを感じさせない二次元的な外見の男には、非ひ常じように弱い。これまでさよりを意い識しきしてこずに済んでいた訳わけは、まさにさよりが視し界かいに入っていなかったからに他ほかならない。

　が、一度意識しはじめると、もう後は気になって仕方がない。まして、今回の来らい訪ほう目的は、さよりのおち○ぽなのである。

「え、えーと、実は相談がありまして……」

　しどろもどろになりながらすずみは言う。準備室にあった丸椅い子すを引ひっ張ぱってきて、さよりのデスクの脇に置いて座すわる。

「授業中に？」

「は、はい……授業中でなければならなかったと申しますか……二人ふたりだけで話がしたかったと申しますか……」

「どうしたんだい？」

「え、えーと……」

　さすがにどうすべきか考えてすらいなかったすずみである。まさに衝しよう動どうのままに行動したに過すぎない。

「少し変だぞ。何か深しん刻こくなことでもあったのかい？」

　心底から心配したようにさよりは身を乗り出してきた。

　すずみの顔が一気に赤くなる。

（あああ、いけませんわ！　近くで見ると、ますます受太郎に似ていますもの！　だけど、もしかしたら、この考えも、わたくしがついている嘘うそも、先生に見み抜ぬかれているのかもしれませんわ！）

　そんな心配もあいまって、すずみの心しん臓ぞうは早はや鐘がねを打ったようになるが、それを見たさよりの反応は、凡ぼん人じんのそれであった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　身体の具合でも悪いの？」

「え、ええ……いや、大丈夫ですわ！」

　すずみは、ぶんぶんと首を振った。

（そういえば……）

　と、すずみは考える。

　これまで数々の事じ態たいにおいて、異い常じようなほどの先読みの才さい能のうを発はつ揮きしたさよりであるが、かじかの心しん情じようだけは先読みできたことはなかった。

（もしかしたら、恋れん愛あいとか、性せい的てきなことだけは先読みできないのかもしれませんわ！）

　ぐびり、とすずみは唾つばを飲のみ込こんだ。

（それなら、もしかして、大だい胆たんに行動しても大丈夫かも……）

「それで、相談というのは？」

「え、えっと……そ、そうですわ！　先生、お、お……先生の、お……お……」

「お？」

「おち……お、おおおお、おち……おち……」

「僕のおち？」

「せ、先生の、越お智ちさんに対する評ひよう価かのことですが……」

「ああ、クラスの越智さん。成せい績せきのことなら悪くないし、素そ行こうのことなら、少なくとも僕が見ている限りで悪くないと思うし……それが、どうかしたの？」

「いえ、特に問題ないならよろしいのです。そのことは本題ではなくて……」

「？」

「わ、わたくしのことを助けてくださいませんか？」

　すずみは真に迫せまった態たい度どで言った。

「助ける？」

「そ、そうなんですわ。両親から結婚させられそうになっていて、わたくしはまだ早いと思っているんですけれど、秘ひ密みつ裏りに話を進めてしまって……越智さんの親しん戚せきだとか聞いていたんですけど、確かく証しようはなくて……」

　口からすらすらと出で任まかせが出てくるすずみである。

　その信しん憑ぴよう性せいと迫はく真しん性せいは、すずみ本人も驚くほどだった。

　実は、高沢すずみは、実は演えん技ぎの天才だったのである。その才能に気づいたのがこの瞬間であったと言って良い。さよりのアレを触さわりたいがために覚かく醒せいした能力なのだ。

「つまり、僕が担任としてご両親を説得すればいいんだね」

「はい。誰にも秘ひ密みつでお願いします」

　ひとしきり説明を終えたすずみの言葉に、さよりは大きくうなずいた。

「大丈夫。放課後にご自じ宅たくに伺うかがうよ」

（や、やりましたわ！　これで自宅に連れ込んでしまえば……）

　内心でほくそ笑むすずみであった。




○




「に、似てますわ、確かに！」

　その日の放課後がやってきて、いよいよさよりがすずみの自宅を訪たずねてきた時。

　すずみの部屋で玄げん関かんが映し出されたモニターを見ながら息を呑のんでいるのは、河埜あげはであった。

　もちろん、先日の言葉があったから、すずみはあげはを呼びつけていたのである。

「ほら、似てますでしょう？　ということはアレも……」

　思わせぶりに言うすずみである。

「まさか、それを確たしかめるために教師を呼びましたの？」

　驚くあげはに、すずみは、こっくりとうなずいて答えた。

「そ、それはちょっと危き険けんじゃありませんこと？」

「今になって尻しり込ごみをされても困こまりますわ。あなたの方が経けい験けん豊ほう富ふである以上はアドバイスをいただかないと！」

　そう言うすずみの眼鏡は不気味にぎらついている。どこで間違ったのかわからないが、すずみのリミッターが何かの拍子で外れてしまったものらしい。

「そ、そうね。わたくしの方が経験豊富ですものね、ほほほ……」

　笑って誤魔化すあげはである。

　そして、急きゆう遽きよ立てられた作戦は、ごく簡かん単たんなものだった。すずみの部屋から応おう接せつ間まをモニターしておくので、そこからあげはがすずみに対して無線で指し示じを出す、というものだ。

「わたくしの両親は留る守すですし、使用人にも暇ひまを出しましたから、思おもう存ぞん分ぶんやってくださいませね！」

　力強くすずみは言った。

　あげははうなずくしかなかった。

　すずみの目には、もはやおち○ぽしか映っていない。恋愛感かん情じようというのとも違うし、性せい欲よくだけでもない不ふ可か思し議ぎな世界がすずみの目の中には広がっているのだった。

「すいません、両親はまだ帰っておりませんので、もう少々お持ちくださいませ」

　応おう接せつ間まにさよりを通し、すずみは自らお茶を出しながら言った。

　中世の貴き族ぞくが使っているような応接セットに通されたさよりは、居い心地ごこちが悪そうにしている。

「時間はとってあるから大丈夫」

「それは安心しましたわ。その間、少しお話を……」

　そう言いながらさよりの正面に座ったすずみは、隠しカメラに向けて合図を送った。

　応接間を見下ろす視し点てんでモニターしていたあげはが、すずみの耳に入れた小型イヤホンに向けて答えを返す。

「見えていますわ。それじゃあ、適てき当とうに話をつないでくださいな」

　モニター越ごしに見ているあげはも、実のところ困こん惑わくしている。あげはとて男だん性せい経験はない。〝どうすれば男はアレを見せてくれるのか？〟なんてわかるはずもない。

　すずみが世間話をしている間、あげはは必死に脳のうを働かせているが、うまい答えは出てこない。やがて、すずみがしびれを切らして合図を送り始めてきた。

「ええ、うちの両親ったら、古こ美び術じゆつに目が無くて……何度も騙だまされてるんですのよ」

　などと言いながら、カメラに向けて指を回し続ける。

「わ、わかってますわ！　え、ええと、隣となりに座ってくださいな」

　あげはの指示で、すずみは腰こしを上げる。

「先生……隣に座ってもよろしい？」

「え？　ん……まぁ、別にいいけど」

　すずみがソファを移うつり、さよりの隣に座ると、あげはは次の指示を出す。

「そうしたら、相手の太ふと股ももに手を置いて、体重をかけつつ上に手を持って行ってくださいな！」

　いきなり直ちよく接せつ的な指示であるが、あげはもよくわかっていないのだから、仕方がない。が、すずみもあげはの指示を守る他はない。顔を真まっ赤かにしながら、えいや、とさよりの太股に手を置こうとする。

　が……。

　ひょい、とさよりは身をかわした。

　当然といえば当然だ。

「ど、どうしたの……？」

　笑え顔がおを引きつらせながらさよりは聞く。

「ほ、ほほ……問題ありませんわ」

　すずみは誤魔化しつつあげはの次の指示を促す。

「つ、次は、倒れ込むフリをして股間にアタック！」

　が、いきなりネタ切れのような指示を出すあげはである。

　すずみは、それを忠ちゆう実じつに実行するが、もちろんさよりはそれをかわす。

「ちょ、ちょっと、高沢君！　何か変だよ、君！」

「だ、大丈夫ですわ……」

　誤魔化すがもはや誤魔化し切れていないような状況である。

　それからも、あげはの指示は迷めい走そうした。

「え、えーと……先生を背せ負おって！　背負うんですわ！」

「とう！」

「うわ！　だから、変だってば！　やめなさい、高沢君！」

「股間にアイアンクロー！」

「鉄の爪つめ！」

「な、なんで襲おそってくるんだ！」

「け、蹴けりを入れるんですわ！　それで喜ぶ男も多いし、気き絶ぜつすれば一石二鳥……！」

「そんなはずがありませんわ！」

　ここに至り、ついにすずみが切れた。

　カメラに向かって怒いかりの目を向け、あげはをなじりはじめる。

「あなた嘘ばっかり言って！　ホントは知らないんですのね！」

「……そ、そうですわよ！　悪いんですの！　だ、だけど協力してるんですから、あなたも頑がん張ばって受太郎さんのおち○ぽを剥むいてくれてもいいじゃありませんか！　わたくしたち仲間が一いつ緒しよにステップアップできるチャンスですわ！」

　逆ぎやくギレするあげはである。

　端はたから見ていたら、すずみが奇きっ怪かいな一人ひとり芝しば居いをはじめたとしか思えない状況だが、さよりはさすがに事情を察した。

「誰かが指示を出していたんだな。でも脅おどされているわけじゃなさそうだし、どうしてこんなことを？」

　さよりが聞くと、すずみはもう観念するしかない、とあきらめた。そして、さよりに真実を話す決意を固めた。

　もっとも、その決意を固めると、今度は恥ずかしさが先に立つ。

　顔をさらに真っ赤にし、うつむきながらすずみはさよりに向かって叫さけんだ。

「せ、先生！　お……おちん○ん見せてくださいませな！」

「……は？」

　さすがにこれは予よ測そくできていなかったため、完全に硬こう直ちよくするさよりである。

「先生！　わたくしを助けると思って！」

　いきなり床ゆかに膝ひざを突くすずみである。

　と、そこに居いても立っても居られなくなったあげはも飛とび込こんできた。

「わたくしもお願いします！　お慈じ悲ひを！　おち○ぽを！」

「な……。な……？　な……！」

　さすがの天才といえど、この状況は理解できていなかった。さよりはただ困惑するばかりである。

　しかし、すずみが半ば泣きながら事情を説明すると、ようやくさよりも事態が飲のみ込こめてきた。

「先生！　わたくしを立りつ派ぱな同人作家にするためだと思って！　リアリティが必要なんですのよ同人誌にも！」

「リアリティって……アニメだし……」

「日本のアニメは世界に通用するリアリティを持っているんですわ！　そして、高い文ぶん学がく性せいも！　わたくしが愛を表ひよう現げんするためのリアリティのためには、どうしても先生のおちん○んが必要なんですの！」

　どうにも頭がどうにかなりそうな理り屈くつだが、実じつ際さい、すずみもあげはも本気であった。本気であるだけに、言葉の中身を気にしなければ、なかなか教師冥みよう利りに尽つきる状況である。

「先生を頼たより、その力を必要とする生徒」

　美しい光景だ。

　コトがやおいマンガの参考にするために陰いん部ぶを見せろ見せない、という騒そう動どうでないならば。

「み、見せてくださいまし！」

「むしろ触らせてくださいまし！」

「デッサンも！」

「写真も！　いや、動画もお願いいたしますわ！」

「動かしたりしてくださると、さらに参考になりますわ！」

「勃たたせて！」

「いっそ出して！」

　じりじりとさよりに迫る二人である。

「お、落ち着こうよ、二人とも……」

　二人が飛びかかってくるようなことがあっても、先読みの天才であるさよりなら、身をかわすことは簡単だ。ただ、すずみ、あげはの真剣さと、さすがに生徒を傷きずつけるのはどうか、という躊ちゆう躇ちよがさよりの行動の歯切れを悪くしていた。

　さらに、すずみの演技の才能も遺い憾かんなく発揮されはじめていた。すずみが懇こん願がんすると、ついつい「助けてやろうかな」という気になってしまうのである。

「ふふふふふふふふふふふ」

「うふふふふふふふふふふ」

　気がつくと、さよりは二人に両りよう腕うでを掴つかまれていた。

「わ！」

「さぁ、わたくしたちの学習に」

「つきあってくださいませな！」

　すずみとあげはの震ふるえる手が、段だん々だんとさよりの股間に伸びていく。

「うわぁああああ！」

　さよりは絶ぜつ叫きようする。

　二人の手が、ズボンのボタンを外し、チャックを下ろしたその時──。

「とう！」

　いきなりすずみとあげはを蹴り飛ばした影があった。

「カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ」

　悪魔超人笑いを二行にもわたってかますことができる者は、小説業界にもそう多くはない。

　さよりを救い出して高笑いをしているのは、もちろん有藤かじかであった。

「私わたしのさよりちゃんをいじめるやつは許さないぞ！」

　かじかは腰に手を当てて宣せん言げんした。

「ちょ……どこから入ってきたんですの！　家は最新式のセキュリティシステムで守られているのに！」

　蹴倒されたところからようやく顔をあげたすずみの問いに、かじかは高笑いとともに答える。

「理屈は不要！　さよりちゃんあるところに私は現れる！」

「そ、そんな理屈を考えるのが面めん倒どうくさくなったようなことをよくもぬけぬけとおっしゃれるわね！」

　すずみは抗議するが、かじかは少しも動じずに言い返す。

「キサマこそ、さよりちゃんを泣かせるような真似まねをして！」

「これは研究ですわ！　正当な研究！　それに協力していただいていたのよ！」

「研究？　何の？」

「同人誌のですわ！　キャラクターのおちん○んを正せい確かくに描くためには、それに似た人物のお○んちんの実物を見る必要があるんですの！」

　すずみは訴うつたえた。

「なんだと！　だからといって私の許きよ可か無くそんなことはさせんぞ！」

　かじかは怒ど鳴なる。

　さよりは、ほっと胸むねをなで下ろし、ズボンの外れたボタンをかけ直す。

「ほら、僕も怒おこってはいないから、馬ば鹿かなことをしていないでちゃんと……」

「私の許可があれば問題ないが」

「は？」

　思わず声をあげてしまうさよりである。

　しかし、かじかは当然のことのようにこう言い切ったのだ。

「そんなことなら、私とさよりちゃんが今ここでめくるめく愛の形を見せてやる！　剥いたり勃てたり出したりすればいいわけだな！」

　かじかは真っ先にさよりにのしかかった。

「そうじゃない！」

　さよりは身をかわす。かじかは応接室に置かれた大きな壺つぼの口に頭から突っ込んでしまう。

「うおわ！」

　壺の口に首を突っ込んだまま立ち上がり、首から先が壺と化したかじかはふらふらと応接室を歩き回る。

「暗い！　暗い！　さよりちゃん、どこ！」

「……あれが有名なあなたのサークルの部長さんですの？」

　壺人間かじかを眺ながめて、あげはが呆あきれた声をあげる。すずみもこれにはさすがに頭を下げた。

「面目ありませんわ。馬鹿な上にベタなギャグで……」

「いや、しかし、この間に再ふたたび〝お勉強〟ができるではありませんか！」

　あげはとすずみは、再びさよりに向き直る。

「だから落ち着けって言ってるのに！」

　さよりは逃にげ出だすが、かじかの時のように乱らん暴ぼうにはできないという心がやはり働くのか、あっさりとすずみに捕つかまってしまう。

「うわ！」

「さぁ、もう観念してくださいませ。うふふふふふふふ」

「ああ、これでわたくしたち〝卒業〟ですわ！」

　すずみとあげはは、ちょっとイッちゃった目でさよりを組くみ伏ふせた。

「お、二人ともいいぞ」

　そこに壺を頭から外したかじかが加わる。

　というか、むしろかじかが中心となって仕切っている。

「さ、両手を押おさえておいてくれよ。私が見せてやるからな……」

　ぺろり、と舌したなめずりをしたかじかがさよりにのしかかる。

　さよりの身体がびくんと震え、「ちょ、ちょっと……」と小さな声を出すだけになってしまう。

　かじかはその手をさよりのズボンのチャックにかけると、じらすようにカチャカチャいわせた後、一気に引き下ろした。

「さぁ、いただきまーす」

　そして、かじかはそのチャックの間から手を突っ込……。

「いやーっ！」

　その瞬間、どん、とかじかを突き飛ばしたのはすずみである。

「な、何をするすずみ！」

「や、やっぱりいけませんわ、こんなこと！」

「はじめたのはお前だろが！」

「そ、それはわかってますけれど……」

　言いよどむすずみである。

　と、突き飛ばされたかじかが、ははーん、と得心したような表情になる。

「そうか！　お前もさよりちゃんに惚ほれたな！　自分が手を出すのが良くて、私が手を出すのが悪いとはそういうことだろう！」

「ば……馬鹿なことをおっしゃいますな！」

　すずみは激しく首を振って否ひ定ていした。

　しかし、その顔は耳まで真っ赤になっている。

「カカカ、その顔では説得力はないぞ。だが、最後にさよりちゃんと結ばれるのは私だ！　だが、私とお前の仲だ。私とさよりちゃんのあんなことやこんなことを覘のぞくことは許してやろう！」

「だから、そうじゃないと言ってますのに！」

「カカカ、照れるな照れるな。あれはお前のお気に入りのキャラクターだったし、それに似ているさよりちゃんを好きになるのも当然」

「だから、わたくしは二次元にしか興きよう味みがありませんのよ！」

「いやいや、人間それだけでは生きていけないもの！」

「ちょっと、すずみにそこのあなた！　先生が逃にげますわよ！」

　あげはの指し摘てきで、言い争あらそっていたかじかとすずみが視線をさよりにロックオンする。

「む、ここは一時休戦するか」

「一時、じゃありませんわよ！　だから、今後ともずっとそういうことをしてはいけませんと言うのに！」

「カカカ、素す直なおになれ！　素直になると、男の裸ら体たいなどさわり放題だぞ！」

「あんたも実は触ったことないでしょうに！」

　かじかとすずみは言い争いをしながら、逃げるさよりを追いかけていく。

　そして、すずみは（確かに素直になれば、もうちょっといろいろなことがうまく行くようになるのかもしれない）なんて思うけれども、それを実行するように頑張るのはもう少し後のことで、それからしばらくはさよりの股間を執しつ拗ように狙ねらい続ける厄やつ介かいな生徒になってしまうのだった。

　しかし、どちらにせよ、さよりにとっては頭ず痛つうのタネが増ふえたというだけのことではあるのだが。
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　テケテケ。

　上半身だけの姿すがたをした女であり、手と肘ひじを使って身体を浮うかせ、テケテケと凄すさまじいスピードで移い動どうするというのが名前の由来。

　上半身と下半身を切せつ断だんする事じ故こにあって死んだ女の悪あく霊りようだという。

　電柱や塀へいの上に潜ひそみ、深夜の通行人に無差別に襲おそいかかる。逃にげてもテケテケの移動速度は人間が走るのと同どう程てい度どかそれよりも速い。

　うまく逃げられても、帰き宅たくした部へ屋やでベッドに転がると天てん井じように貼はりついている、逃にげ込こんだトイレを上から覗のぞいている、などしつこく追いかけてくる。

（金かな澤ざわ文ぶん庫こ刊かん『近きん現げん代だい特とく殊しゆ妖よう怪かい図ず鑑かん』より）






　夕ゆう刻こくの私し鉄てつ駅ホーム。

　日はかなり傾かたむいている。

　繁はん華か街がいからは遠い駅であり、急行も止まらない。五メートルおきに二、三人ほど立っている乗客の誰だれもが生なまあくびを浮うかべてしまうような油ゆ断だんしきった時間が流れている。

《一番ホーム、急行列車が通つう過かいたします》

　アナウンスが告げた。

　と、その瞬しゆん間かん、ホームの端はしで一人ひとりの少女がふらついた。

　白線ぎりぎりの位置に立っていたのだが、貧ひん血けつでも起こしたのか、線路の側に数歩踏ふみだし、膝ひざを着くような格かつ好こうでホームに倒たおれ込こむ。

　しかし、少女が手をさしのべた先に、ホームは無かった。

　転がるように少女は線路に落下してしまう。

「きゃああああ！」

　悲鳴をあげたのは少女でなく、それに気づいたホームの人々だった。

「非ひ常じようボタンを！」

　誰かが叫さけんだ。ホームには非常停止ボタンがある。その近くにいたサラリーマン風の男がボタンを何度も何度も激はげしく押おした。

《緊きん急きゆう停止します！　線路に入らないでください！　線路に入らないでください！》

　怒ど鳴なるようなアナウンスが響ひびき渡わたった。

　その声をかき消すほど大きく、甲かん高だかい音が遠くから迫せまってくる。ブレーキ音である。

　急行列車がホームに滑すべり込こんできた。ホームから見ればかなり減げん速そくしているように見える。だが、すぐさま停止できるほどには速度が落ちていないことは、日々列車に乗っている者の目には明らかだ。

　少女はホームの終しゆう端たんに横たわっている。意い識しきを回かい復ふくした様子はない。

「だ、ダメなのか！」

「ちょっと、止まってよ！」

　ホームの乗客たちは声をあげるが、急行列車の速度は明らかに少女の前で止まることが出で来きぬものだということはもはや誰の目にも明らかだった。

　ブレーキに手をかけている急行列車の運転手も、ホームの乗客たちも、〝その瞬間〟を見てしまわぬように目をそらした。

　その時である。

　階かい段だんからホームに下りてきた髪かみの長い少女が駆かけだしたのは。

「え？」

　その思わぬ行動に、線路から目をそらしていた人々も驚おどろきの声をあげる。

　──まさか。

　そのまさか、だった。

　髪の長い少女は、線路に向かって、ぽーん、と跳とんだのである。

　助けるにしても、間に合わない。

　──いや、もし自分が助からない気なら、あるいは……まさか。

　再ふたたび、そのまさか、だった。

　髪の長い少女は、倒れた少女を抱かかえ上げ、どん、と隣となりの線路に突つき飛とばしたのだ。

　そして、最初にホームに落ちた少女は救われた。

　だが……。

　列車は止まらずに突つき進すすみ、凄まじい勢いきおいで髪の長い少女にぶちあたった。

　人間が列車に轢ひかれるとき、水を入れた風船が地面にぶち当たったような音がするという。

　まさに、その、ぱしゃん、という音が響ひびいた。

　列車が髪の長い少女の身体を線路に突つき倒たおし、その車輪に彼かの女じよの胴どう体たいを巻まき込こんだのである。血をたっぷりと含ふくんだ内ない臓ぞうが車輪とレールの圧あつ力りよくで皮ひ膚ふを破やぶって飛び出し、噴ふん水すいのようにホームに飛び散った。

「うわぁあああああ！」

「ぎゃああああ！」

「ひぃいいい！」

　血を浴びた人々の悲鳴が響く。

　急行列車はようやく止まった。

　先頭車両の近くに髪の長い少女の上半身が転がっている。

　下半身は赤い液えき体たいと肉の混こん合ごう物になってぶちまけられてしまっている。

　悲鳴とざわめきはやまず、ただ駆かけつけてきた駅員数人だけが髪の長い少女の死体をホームから見下ろしていた。

「ちょ……どうすればいいんです？」

「そこの駅員が処しよ理りすることになってるんだよ……バケツと……ブルーシート。死体隠かくすから」

　駅員たちは抑おさえた声でそう交わし合った。

　と。

　駅員の一人が視し界かいの隅すみに何か動く者をとらえた。最初にホームに落ちた少女を助け起こしていた駅員である。

　その駅員は、ぞわり、と背はい筋きんに毛が逆さか立だつのを感じた。

　視界の隅に入ってきたのが、うごめく指だったからだ。

　肌はだ色いろのぷっくりとした芋いも虫むしのような指がずるずると這はって視界の右みぎ端はしに割わり込こんでくる。

　駅員は首を動かせなくなっていた。

　逃げなくては、と頭では思うが、身体はうごめくものをはっきりと見ようと努めているかのようだった。

　指、手、腕うで……。

　順番に視界に入ってくる。

　そして、長い髪を持った頭……。

　彼女がどのようにして死んだのか、駅員もよく把は握あくしている。

　そう、彼女は胴体をまっぷたつにされて……。

「よいしょ」

　重いものを持ち上げるような声。

　駅員は見た。

　髪の長い少女が、切断された上半身を自らの手で持ち上げたのを。

　腕を下について、その間でブランコのように上半身が揺ゆれている。

「ひ……ひぃいい！」

　駅員は悲鳴をあげた。

　ホームの人々も、他の駅員も、助けられた少女も、その場にいた全員が、その腕だけで立ち上がった上半身を見ていた。

「うぎゃああああ！」

「ひゃああああ！」

「お、お化けぇえええ！」

　悲鳴がホームを埋うめ尽つくす。

　上半身だけの少女は、腕でぺたぺたと線路を歩き、血で固まりはじめた髪の間から、血ち塗まみれの顔でホームを見上げ、人々のパニックを認にん識しきすると、一言。

「そんなに見ないでくれます？」

　ホームはさらに悲鳴にまみれ、中には恐きよう怖ふに気き絶ぜつする者までいた。

　その混こん乱らんの中、上半身だけの髪の長い少女は、腕だけでテケテケと歩いて（？）姿を消した。
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「知ってる？　昨日きのう、テケテケ出たんだって」

「ああ、聞いた。友とも達だちのお兄にいさんが見たって」

「列車に轢かれて、その後、上半身だけなのに、手で身体を起こして、〝見ないでぇえ！〟って叫さけんだんだって」

　朝の通学路。固まって歩く女生徒の一人が、見ないでぇえ！　の部分を絶ぜつ叫きよう調にして周囲を驚おどろかしている。

　その横を、『聖せいバロウズ学園』２−Ａ初はつ芝しばこちは恥はずかしそうに通り過すぎた。

　長い黒くろ髪かみ。

　顔立ちは整っているが、その髪を前に垂たらしていて、顔の半分は隠かくれている。

　その顔は、昨日のテケテケである。

　誰も顔など覚えていないだろうが、できれば昨日ホームにいた人々とは会いたくない、とこちは思った。

　さて、昨日のテケテケがこうして平然と朝の町を歩いているのには理由がある。昨日死んだのはドッペルゲンガーだとか、彼女は意識体を飛ばせるのだとか、コピーロボットであるとか、合理的な理由があるわけではない。

　初芝こちは天才なのである。

　不死の天才。

　死なないのである。

　どういうわけか。

　作者が理由を考えるのが面めん倒どうであるとか、そういうことではない。

　天才なのであるから死なないのだ。

　しかし、天才には天才なりの悩なやみがある。

「死なないんですけど、どうしたらいいですか？」

　こちは、その日の昼休みに担たん任にんの園その川かわさよりに聞いた。

　同年代の美少年であるこれまた天才教きよう師しのさよりであれば、悩みをわかってくれるはずだった。

「死にたいの？」

「いえ、死にたくはないですけれど」

「じゃあ、別にいいんじゃない？」

「いや、キモいって思われるのが嫌いやなんです」

「それは人間の根こん源げん的てきな問題だからね。不死の人間は人類のあこがれでもある。古代中国の皇こう帝ていも不死を求めたのだから。そういうあこがれの気持ちが他人に畏い敬けいの気持ちを抱いだかせるんだ。だから、その裏うら返がえしとして、キモいと……」

「いえ、そうでなく」

　こちは、さよりの言葉を遮さえぎった。

「そうでなく？」

「どちらかといえば、キモいでなく、グロいと言われるん……です」

「グロい……そりゃあ、しょうがないなぁ」

　さよりは困こまり果はてたように言った。

「しょうがない、ですか？」

「だって、君……内臓さらすじゃない」

「内臓がグロくない世の中にならないでしょうか？」

「無理だなぁ」

「そうですよね」

「でも、すごい内臓疾しつ患かん持ちで、君と同じ才さい能のうの持ち主がいたら、その人の方がさらにグロいだろうから、君もそれに比くらべればグロくないわけだよ」

　なぐさめるようにさよりは言った。

「先生」

「なんだ？」

「なぐさめになっていません」

「初芝君」

「はい？」

「すまない」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです……」

　そう言って立ち去りかけたこちを、用よう件けんを思い出したさよりが呼よび止とめた。

「あ、そうだ。近々、家庭訪ほう問もんがあるから、親おや御ごさんの都合の良い日を聞いておいてくれないか？」

「はぁ……」
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　そんなグロ少女といえど、こちも年とし頃ごろの女の子である。今、彼女には気になる男の子がいた。

　電車でいつも一いつ緒しよになる他校の少年である。

　日々、通学の度に熱い視し線せんを送ってみたりする。

「なんか超ちよう能のう力りよくに目覚めちゃったりして、この思いが伝わったりするといいのに」

　こちは、そんな女の子らしいことを思っていたりするのであるが、もちろん少年が通学の度に背筋に悪寒を感じたり、通りすがりの霊れい能のう者しやからは「あの子呪のろわれてるわ！」と言われ、夜中に髪の長い女に後ろから首を絞しめられる夢ゆめにうなされていたりするのは、すべてこちのせいなのであり、彼女の思いはある意味届とどいてはいるのだが、それはこちのうかがい知らぬことであり、彼女を責せめるわけにもいかない。

　さて、少年の名は柏原ひのき。このひのき少年、今日きようはさすがに連日の怪かい異いに困こまり果はてて、友人に相談にやってきたのであった。

　問題は、この友人というのが園川さよりだったことだ。
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「園川ならわかると思ってさぁ」

　深しん刻こくな顔でファミレスのドリンクバーのグラスを指で回しながら、ひのきは言った。目立たない顔立ちだが、どことなく幸さち薄うすいというか、幽ゆう霊れいに好かれそうな顔立ちである。

「僕ぼくにだってわからないことはあるさ。でも、力になれるように頑がん張ばるよ」

　真しん摯しに答えるさよりである。

「それが、最近、俺おれ、呪のろわれてるみたいなんだ」

「呪いなんてあり得ないよ」

「でも、毎まい晩ばん、首を絞められる夢を見るんだ。それで朝起きると、首に痕あとがついていたりするんだぜ」

　ひのきは、ぶるり、と身体を震ふるわせた。

　そして、シャツの襟えりを開けて、首についた赤黒い痕を見せる。

「けっこうはっきりついてるね」

　さよりも驚おどろいて言う。

「ああ。それに、腹はらも」

　ひのきがシャツをめくりあげると腹に斜ななめに赤黒い線がはしっている。

「どうしてこんな痕が？」

「女に後ろから抱だきつかれたとき、後ろから足を組まれるんだよ。ちょうどおぶさるみたいに。俺、怖こわくってさぁ……」

　ひのきは顔を青くしている。

「それは深刻だね。でも、人間には思いこみの力というものがあるんだ。自分が火傷やけどをしたと思いこむと、何もしていなくても身体に火ぶくれができたりする。呪いというのも似にたようなものでね。ある原始的な呪じゆ術じゆつを信じている部族では、呪じゆ術じゆつ師しに呪われた、と思っただけで、健康な若わか者ものが衰すい弱じやくしてしまったんだけど、ある研究者がその若者に〝尿にようが青くなったら呪いが解とけた証しよう拠こだ〟と告げて、抗こう生せい物ぶつ質しつを飲ませたんだ。もちろん、自然に尿が青くなることなんてないわけだから、尿が青くなったことをその若者は、呪術だと思いこんだわけだ。そうしたら、若者は健康を取とり戻もどしたって話でね」

　さよりは冷静に告げた。

「そ、そう言われると、気のせいなんじゃないかって、そんな風に思えてきた」

「だから、呪われてると思いこむ原げん因いんがあるはずなんだよ。それを取とり除のぞけば、きっと前の生活に戻もどれるさ」

「で、でも、心当たりはないなぁ」

「だったら、明日あしたは休日だろ？　僕は用事があるけれど、それ以外は一緒にいてあげるよ。僕なら原因を探さがせるかもしれないからね」

　さよりはそうひのきに笑いかけた。

　ひのきは安心したように息を吐はき出だす。

「園川はしっかりしてるなぁ。頼たよりになるよ。怖いものなんてないんじゃないか？」

「いや、僕だって怖いものはあるけれど、目の前で起こることは、どんなに不思議なことであっても受け入れるようにすれば、少なくとも迷めい信しんみたいなものには怯おびえなくて済すむようになるよ」
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　翌よく日じつ、さよりはひのきと街を出歩き、その呪いの原因を調べて回ったが、さよりにもその原因はわからなかった。

　そうこうしているうちにさよりにはその〝用件〟の時間が来きてしまった。

「ごめん、用事があるんだ。もし待っていてくれるなら、一時間くらいで済むよ」

　時計とけいを見ながらさよりは言った。

「それじゃあ、ゲーセンか何かで待ってるよ。携けい帯たいに連れん絡らくを入れてくれ……」

　そう言いかけたひのきだったが、その言葉は遮られた。

「あ、あの……」

　さよりを呼び止めた少女があったからだ。

　その少女はこちだった。

「あ、初芝くん」

「あ……迎むかえに来たんです」

　こちは顔を伏ふせながら言った。

　まさか、あこがれの人がさよりと歩いているなんて思いもしなかったからだ。

「え？　園川の生徒さん？」

　ひのきは聞いた。さよりが飛び級の天才教師だということは彼かれも知っている。

「ああ、これから家庭訪問で、迎えに来てもらったんだ。用件というのはそれだよ」

「そうか、じゃあ……。それにしても、うらやましいな。こんな可愛かわいい子の家に行けるなんて」

　ひのきは軽口を叩たたく。

「ははは、やめてくれよ。仕事なんだ。初芝君も困こまっているじゃないか」

　さよりは笑うが、ひのきの言葉はさよりが思っている以上にこちの心を動かしていた。

　──可愛い……可愛い……可愛い……！

　ゴゴゴゴ、と音がしそうな熱い視線を、伏せた顔に落ちかかった長い髪の間からひのきに向けるこちである。

　ところでその目玉はどう見ても『貞さだ子こ』だったわけだが、ひのきはその視線に気づかず、ただ悪寒を感じたのみだった。

「そ、園川、悪寒が……」

「ん？　どうした？」

「いや……なんでもない」

「そ……その……」

　いきなり、意を決したようにこちが口を開いた。

「せ……先生のお友達なら、一緒に来ていただいてもいいですけれど」

　こちは顔をさらに赤らめてうつむく。もっとも、元の顔色が悪いので、風ふ呂ろ桶おけの水にインクを数すう滴てき垂らした程てい度どの赤らみではあったが。

「いや、それは困るよ。学校の仕事なんだし」

　さよりが言うが、悪寒を感じていたことで不安だったひのきは一人になりたくなかったらしい。

「いや、そこまで堅いことを言わなくてもいいんじゃないか？」

「そ、そうですよ、先生」

　ひのきとこちが同意してしまったので、さよりとしても妙みようなことになった、と思いつつも、うなずかざるを得なかった。

「彼女の個こ人じん的てきな話もあるから、柏原は離はなれて座すわっていてくれよ。あ、こいつは、柏原ひのき」

　そう紹しよう介かいされたこちは、声を少しうわずらせた。
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「は……初芝こちです」

　そして、三人は初芝家に家庭訪問に行くことになってしまったのだった。
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「ここです」

　こちに案内されてやってきたのは閑かん静せいな住じゆう宅たく地ち。建て売りが多く、個こ性せいのない家々が並ならび、角ごとに見えるどの通りも同じような風景である。慣なれない者なら迷まよってしまうこと請うけ合あいだ。まるで迷めい路ろのごとき街路を行くと、眼がん前ぜんに一目で「こちの家だ」とわかる建物が現あらわれた。

　あくまで清せい潔けつな二階建てである。違い和わ感かんは〝清潔すぎる〟、あるいは〝普ふ通つうすぎる〟ことにあった。それでいて〝人間の匂においがしない〟のであるから、これはまったく幽霊が住んでいる家だとしか思えない。

　しかし、そう感じたからといって、ひのきもこちの手前、そう指し摘てきするわけにはいかない。

「さぁ、入ってください」

　こちが玄げん関かん前の小さな門を開けた。音が少しもしないことに、ひのきは首をひねった。

「母かあさん、先生がいらっしゃいました」

　玄関を開けてこちが言った。なぜか玄関を開け切らず、隙すき間まから中を覗のぞき込こむようにしている。

　と、その半開きになった扉とびらから、マニキュアを塗ぬった手だけが出てきた。

「あら、先生ですね。それでは中にお入りください」

　こちの母は顔を見せなかった。

　すぐにその手が引ひっ込こんでしまう。

「さ、中へ」

　こちが今度は完全に扉を開けた。

　そこに母の姿はなかった。

　玄関脇わきに階段がある。正面には廊ろう下か。その奥おくにある扉に内側から手がかかっていて、やはり手だけが扉の端にひっかかるような状じよう態たいで見えている。

「あちらがリビングです」

　こちが玄関でさよりとひのきの靴くつを揃そろえる。

　さよりとひのきは廊下を扉の方に進むが、そこを開けてリビングに入ってみると、やはり母の姿はない。

「あら、お若わかい先生だとはうかがっていましたけれど、お二人ふたりも？」

　母の声は、リビングに面したキッチンから聞こえてきていた。キッチンはカウンターとその上の収しゆう納のう棚だなでリビングと区切られており、その間から右みぎ腕うでだけが見えている。その手がカウンター据すえ付つけの水道をひねり、ヤカンに水を入れている。

「な、なんでお母かあさんの顔、見えないのかな？」

　小声でひのきがさよりに聞く。

　一方、さよりは冷静だった。

「別に顔が見えない位置にいるだけじゃないか」

「いや、だけど……普ふ通つうは顔を……」

「失礼だろ。君はあがりこんでいる身なんだし」

　そう言われてはひのきも黙だまるしかない。

「今、お茶をいれますね。ああ、ところで、そちらの方は先生ではないのかしら？」

「母さん、こちらは先生のお友達で、そこで会ったから、わたしがわがままを言って招まねいてしまったの」

「そういうわけ」

「すいません。家庭訪問のはずなんですが、どうも押おし切きられてしまって」

　さよりが困ったように笑うと、母は、手を動かして答えた。

「そうですか。この子も寂さびしがりやだから、人が多いほうがいいんですよ。困ったもので」

「やめてよ、母さん」

　こちは照れ笑いを浮かべた。

「では、すいませんが、お母さんとお話を……」

　さよりが言った。

「ええ、じゃあ、そちらの方は、そうね、こちちゃんのお部屋でお話でもしていてくださいな。この子、変な本だけは持っているから、退たい屈くつはしないはずですからね」

「は……はい」

　こちは上ずった声で言い、キッチンに入ると、母のいれた紅こう茶ちやをトレイに載のせて出てきた。

「じゃあ、柏原さんはこちらに」

　こちは、ひのきを促うながすと、リビングをさらに奥に入っていく。

　ひのきは、少し戸と惑まどったが、さよりがうなずくのでこちに続いていく。途と中ちゆう、なんとかキッチンを覗こうとしたが、不自然にならぬように覗のぞき込こめないのであきらめた。
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　ひのきはこちの部屋ですすめられたクッションに座ったが、年頃の女の子と期せずして部屋で二人きりというのはやはり気き詰づまりだ。

　なんというか、沈ちん黙もくが重い。

　しかし、こちの方が緊きん張ちようは上だった。

「かかかかかかかっか、柏原さんは……」

　真まっ青さおな顔で歯をカタカタいわせながら、こちはやっとのことで口をひらいた。

「はい？」

「か、柏原さんは……フレディとジェイソンどっちが勝ったと思う？」

「い、いや……そういきなり言われても……」

「そそそそそそそ、そうね……」

　全身を震わせながら、こちはカクカクと首が折れたみたいにうなずく。

「ちょ、ちょ……大丈夫なの？」

　こちの様子があまりに不自然だったので、ひのきはこちの肩かたに手をかけた。

「ひゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　こちはすさまじい声をあげた。

　もちろんこれは普通の女の子らしい反はん応のうではあるのだが、その反応の仕方が彼女の場合問題であった。

　まず目が完全に光を失っている。まるで電波に操あやつられているかのようだ。

　声もまさにハウリングを起こしたスピーカーから流れる音声そのもの。

　表ひよう情じようはまさに〝死んで〟いる。

　恋こいする女の子の萌もえる反応のはずが電波を受信した死体。

「ちょ、ちょっと、どうしたの？」

　ひのきは何もわからずに怯える。

　と、その瞬間だった。

　ぱん！　ぱん！

　いきなりこちの部屋の窓まどガラスが破は裂れつするように割われた。

「な、何もないのに！」

　ひのきの背せ中なかに悪寒が走る。恐怖の瞬間が今やってきたのだと骨こつ髄ずいにしみこんでくる冷たいものが告げていた。

　ラップ音が響き渡り、ベッドの脇にあったぬいぐるみがふわりと宙ちゆうに浮ういて部屋の真ん中でぐるぐると回転をはじめ、壁かべに掛かけてあった肖像画の目から血が流れ出し、棚の家族写真からは聖せいなる灰はい（ビヴーティ）があふれだし、テレビのスイッチが勝手に入り井い戸どの白黒映えい像ぞうを映うつし出だした。

「ぎゃ、ぎゃあああ！」

　ひのきは思わずこちにすがりついていた。

　それがいけなかった。

　こちの緊張はピークに達した。

　そして、あまりの緊張に、こちは死んだ。

　ぱたりと。

　悲鳴が止まり、身体が力なくへなへなと倒れた。瞳どう孔こうが開ききって口と耳から血が流れている。

「う、う、う……うわぁあああああ！」

　転がるようにひのきは逃にげ出だした。

　──や、やばい！　本当に呪われてる！　そのことで関係ない女の子まで巻き込んで殺してしまった！

　ひのきはそう思っていた。

　もちろん原因はこちなのだが、そんなことは知る由もない。
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　リビングにひのきが飛とび込こむと、さすがにさよりが驚いた目を向けた。

「どうしたんだ、柏原！」

「し、し……死んだ！　か、彼かの女じよ、死んじゃった！　ちょ、超ちよう常じよう現げん象しようが起きて……霊れいだよ！　た、大変だよ！　どうしよう、俺……」

「ああ」

　さよりは、ここで笑え顔がおを見せた。

「問題ないよ。あと少し待っていればいいから」

　そのさよりの笑顔は、もちろんひのきを安心させるためのものだったのだが、ひのきはここで背筋に冷たいものを覚えた。

　──な、なんで、そんなに冷静なんだ……。

「い、いや、ちょっと、そんなに落ち着いているのって変だろ？　だって、死んだんだぜ？」

「だから、大丈夫。信じられないかもしれないけれど、死んでも彼女は生き返るから」

　そう言って、さよりは微笑ほほえんだ。

　──そ、園川までおかしくなっちまった……！

　ひのきは泣きそうになった。

　さよりの確かく信しんに満ちた表情に、死体が復ふつ活かつすると信じていた新しん興こう宗しゆう教きよう団体の教祖の顔がだぶる。

　しかし、一方で、さよりのことをひのきは信しん頼らいしてもいた。

　──そうか、悪霊が園川を操って……！

　ひのきはリビングを見回した。

　そして、気づいた。

　──こ、この家のお母さん、やっぱり姿を全部見せてない！

　確たしかにそうだった。今も、母はキッチンに引っ込んでおり、冷れい蔵ぞう庫こから何かを引き出そうとごそごそやっている。

「そ、園川……。こ、この家のお母さん……手しか見えないよな？　顔、見たか？」

　顔中を汗あせでテカらせながらひのきは小声で聞いた。

　さよりは、気にするな、というように笑う。

「そんなことを気にするなよ。失礼だろ」

「だけど、手だけじゃないか、見えてるの。顔は？」

「見ていないよ？」

　さらりと言うさよりである。

「み、見ていないわけないだろ！　だって、家庭訪問で……」

「だけど、見ていないな」

「こ、このテーブルで向かい合っていたんだろ？」

　ひのきはさよりの座っているテーブルを叩いた。

「そうだけど？」

「テーブルに座っていて、顔を見ていないって何だよ？」

「変かな？」

　どうにもさよりの返答は要よう領りようを得ない。

「お、おい、だって……」

「でも、正面に座っていても、顔を見られないときもあるだろう？」

　さよりはひのきに微笑みかけた。

　ひのきは、その表情にさらに考えを改めた。

　──そ、そうか、園川は最初から操られていた……いや、もしかしたら、園川が黒くろ幕まくだったのかも……そうだ、そうに決まってる！　俺をここに連れてきたのはすべて策さく略りやくだったんだ！

　ひのきは混乱していた。

　──だ、ダメだ！　もう俺は追いつめられてしまった！　に、逃にげなきゃ！

「うわぁあああ！」

　絶叫してひのきは走り出した。

　リビングから逃げ出そうとすると、キッチンの脇を走はしり抜ぬけることになる。

　とすると、キッチンの脇からキッチンを覗のぞけるわけで……。

「あ、どうしたの、大丈夫？」

　母の声がする。

　そして、ひのきは、ついキッチンを見てしまった。

　そこにいたのは──！

「ひゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　ひのきの瞳孔が開く。

　もつれる足で倒れ込み、扉に体当たりをするような形で廊下に転がり出る。

　廊下を走れば、すぐに玄関だ。

　ひのきは四つんばいになりながら犬かきで泳ぐかのように廊下を前進する。焦あせりが手足の動きをおぼつかなくし、遅ち々ちとして進まない。

　必死に前に突つき出だそうとする手が、廊下の壁かべ際ぎわにあった階段に触ふれた。

　その瞬間、猫ねこの鳴き声が廊下に響いた。

　にゃぁああ～！

　この家で猫を飼かっているにしても不自然だった。猫というのは、見知らぬ人が入ってきたからといってこんな風には鳴かない。

　鳴き声が聞こえてきた階段を見上げる。

　今度は悲鳴を上げることもできなかった。

　階段に、小さな男の子が座っていたからだ。

　五歳さいくらいか。格好はブリーフ一枚まい。

　真っ白な身体をしていた。皮膚が白いのである。人間の肌はだの色ではなかった。

　目を、かっ、と見開いている。その瞳ひとみは猫のものだ。

　体育座すわりをして、階段に座り込こみ、膝に置いた手の人差し指から小指までを波打たせている。

　完全に色を失ったひのきは、階段から跳とび上あがるように後ろに転がり、反対側の壁に頭を打ち付けた。

「う、うわ、うわぁあ！」

　反対側に這はいずり、追いかけてきはしまいか背はい後ごの階段をもう一度見上げると、なぜかすでに男の子の姿はなかった。

「う……ウソ……」

　なぜいなくなったのか、と周囲を見回す。

　と、今度は階段の上に気配があった。

　ぐがががぐげげげぐごごごぉ……。

　人間のものとは思えないうめき声。

　階段の上からのものだ。手が階上から現れ、ぺたり、と一いち段だん下したの階段に下ろされる。血まみれの女の手だ。

　ぐごごごぉ……。

　真っ白な女の顔が階段の上に現れた。

　その顔は、あり得ないことに死んだはずのこちのものだった。

　髪が白い顔に落ちかかっている。

　口には流れ出た血が固まって黒くなって貼りついている。

　そして、あり得ないことに、首がねじ曲がって、うつぶせの姿し勢せいであるのに顎あごが上の方向を向いていた。

　こちが階段を下りてきた。その見開かれた目が、ひのきの姿を捕とらえた。

　ぐがぁああ！

　吠ほえた。

　一気に階段を駆かけ下りてくるかのような速度でひのきに迫ってくる。

　ぐがががぐげげげぐごごごぉぐげげげげげぐごごごぉががぐげ……。

　ひのきは、震ふるえながらもなんとか後ろにずるずると這っていく。恐怖でそれこそ今にも死んでしまいそうだ、と思い、その苦しみから逃のがれるためなら死んだっていいという気持ちが沸わき上あがってくる。

　そんなひのきの床ゆかを這いずる手にプラスチックのキャップが触れた。リフォームが行われ部屋の構こう造ぞうが変わっていたのか、廊下の端にガス暖だん房ぼう用のコックがそこに埋め込まれていたのだ。

「ひ……ひ、ひぃいい……！」

　逃れる方法はそれしかない、とばかりにひのきはコックをひねった。

　シュー、とガスが漏もれだしてくる。

　そして、ひのきは、不良を気取っていた友達がくれて処しよ置ちに困っていたライターを取り出し、震える指をそのフリントに添そえ……。




○




　ここで場面はこちのクラスメイトである高たか沢ざわすずみの家に移うつる。

　お嬢じよう様さまであるすずみは、その邸てい宅たくの屋上でくつろいでいた。デッキチェアに寝ねころび、紫し外がい線せんをシャットアウトし適てき度どにまぶしさを遮るガラスの屋根越ごしに青空を楽しみながら、ボーイズラブ作品のドラマＣＤをガンガンに流している。

　その横には、やはりデッキチェアに寝ころぶクラスメイトの有あり藤とうかじかの姿がある。

「ところで……」

　すずみはかじかに目をやった。

「どうして、あなたがわたくしの家で寝ねているんですの？」

「過すごしやすいからだ。せっかく来てやっているんだから、ありがたく思え」

「思う馬ば鹿かはいませんわ。それより、園川先生のことは追おいかけないんですの？」

「いや……そうしたいのは山々なんだが、こちの家に行っているんだろう？　あいつの家は苦手でな」

「あなたにも苦手なものがあったとは思いませんでしたわ」

「だって、さ……あいつんとこ、呪じゅ怨おんのパクリみたいな家じゃん」

「ああ……そういえば、なんであそこの弟さん、半はん裸らなんでしょうねぇ……」

「あと、お母さんの顔見たことないしなぁ……」

「そういえば……どんな顔しているんですかねぇ……」

「見たことないんだよなぁ」

　そして、二人はぼんやりと青空を眺ながめる。

「でも……ここで行かないと、今回は出番ないですわよ」

「っていうか、出番って何だ……？　ところで……」

「何ですの？」

「こういう青い空を見ていると……こう気持ちが大きくなってきて……」

「たまにはあなたも詩的なことを言いますのね」

「思い切りセックスしたくならんか？」

「……あなたそれしか言うことありませんの？」

「やおいＣＤ聴いている奴やつに言われたくないな」

「男女のセックスと違ちがって、やおいは愛なのよ！　純じゆん愛あい！」

　すずみは絶叫した。




○




「だ、大丈夫か、柏原」

　ひのきを助け起こすさよりである。

「う、うわぁあああ！」

　錯さく乱らんして両手を振ふり回まわすひのき。

「お、落ち着け柏原！」

「え……？」

　ひのきがはっとして周囲を見回す。

　そこは路上であり、目の前には初芝家がそびえている。

　初芝家は燃もえていた。遠くからサイレンの音が聞こえてくる。

「お、俺は何を……」

　恐怖のためかひのきには先さき程ほどの記き憶おくがなくなっているらしい。

「大丈夫。大丈夫。何もなかった。何もなかったんだ」

　さよりは慰なぐさめるようにひのきの背中を叩く。

　やがて消しよう防ぼう車しやがやってきて、防ぼう火か服を着た消しよう防ぼう士しが二人を初芝家の前から連れて行く。

　炎ほのおの中に黒いシルエットとなった家が轟ごう音おんとともに崩くずれ落おちていく。

　それを振ふり返かえったひのきは、どういうわけか、何もかも終わった、という感かん慨がいを抱いだいたのだった。




○




　その後、焼やけ跡あとの処理をしていた消防士は、奇き妙みようなことに気づいていた。

「あれ……おかしいな」

「どうした？」

「この死体なんだが……首から上がないんだ」

「それじゃ事じ件けんってことか？」

「いや、鑑かん識しきに回さないとわからないけれど、こりゃ、おかしいぞ」

「何だってんだ？　見せてみろ」

「これだよ。変だろ？」

「首が……ないな」

「切断されたとかそういうわけじゃなさそうだ。これじゃあまるで、首から上が最初からない人間の死体じゃあないか……」




○




　翌よく日じつの『聖バロウズ学園』。もちろん元気にこちは登校してきていた。

「先生、昨日は家庭訪問ありがとうございました」

「あ、家、燃えて大変だったね」

　昼休みの職しよく員いん室しつ、さよりはやってきたこちにうなずいている。

「ええ。でも大丈夫でしたから」

　こちの言葉通り、どういうわけか朝になれば初芝家は元通りになっていた。それこそ完全に元通りになっており、現げん場ば検けん証しようにやってきた消しよう防ぼう署しよの鑑識も首をひねりながら帰って行ったほどだ。

「お母さん、変わった人だったね」

「ええ。割わりと普通のお母さんなんですよ」

「そうだね。首から下は普通だね」

「九十パーセントくらいは普通なんだから、かなり普通だってことです。ところで……」

　こちは恥ずかしそうにもじもじとしはじめた。

「どうした？」

「先生のお友達ですけど、わたし、失礼なことをしちゃって……」

「ああ、気にしてなかったよ。というか、記憶にもないみたいだよ」

「よかった……今度、また会えるでしょうか？」

「どうだろうね。君たちのことをひどく怖こわがっていたからなぁ。君たちは天才一家だから人とはちょっと違うけれど、彼はあまり受け入れることはできなかったみたいだねぇ。ありのままに受け入れればいいだけだと思うけど。復活するのも、肌が白くて猫の鳴き声をあげるのも」

「そ、それじゃあ……」

　震える声でこちが聞く。

「それじゃあ、って言われても……。柏原は、どうも君のことを思い出そうとすると、ひどい恐怖に襲おそわれるらしいよ」

　さよりが素そっ気けなく言うと、こちはひどく衝しよう撃げきを受けた表情になった。

「そ、そんな……やっぱりわたしグロいですか？」

「いや、だから、グロいってば」

「ひ、ひどい！」

「いや、ひどいって言われてもね……」

　さよりはぼやくが、とにもかくにもこちの恋こいは終わった。

　こちは顔を覆おおって泣き出した。黒いオーラが彼女の周囲に渦うず巻まきはじめる。

「いや、だから、グロいけど、大丈夫だよ」

「大丈夫だなんて、そんな気休め、やめてください！」

「い、いや、だって初芝君は可愛いじゃないか」

「グロいって言ったじゃないですか！」

「可愛いとグロいは別物だから、同時に存そん在ざいできるだろう？　なんだろう……その……」

　さよりはしばらく首をひねった後に言う。

「グロ可愛いって新ジャンル？」

　それはそれで気休めだろうという言葉だったが、どうもこちのお気には召めしたらしい。

　黒いオーラが消えていく。

「せ、先生、ありがとう……」

　こちは顔をあげ、熱い、というか呪うような目でさよりを見つめた。

　どうやらひとつの恋が終わり、新しい恋がはじまったらしいが、呪いの視線を向けられているにもかかわらず、さよりは平然としていた。というより、自分に向けられている感かん情じように気づいてもいなかった。

　そして、さよりの行くところ、様々な超常現象が起きるようになってしまうのだが、もちろんさよりは〝起きたことは起きたこととしてすべて受け入れてしまう〟ために、その生活に変化はなかったということである。
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　実に今いま更さらではあるし、誰だれも信じないかもしれないが『聖せいバロウズ学園』は名門校である。大学にも多くの合ごう格かく者を出している。そんな学校のご多分に漏もれず、ここでも例の問題は降ふって湧わいていた。

　履り修しゆう不足問題である。

　受験のために世界史の授じゆ業ぎようを削けずり、他の教科に振ふり分わけていたのだ。

　そんなわけで、ここ二年Ａ組でも、臨りん時じの世界史授業が行われていた。本来の担たん当とうではない園川さよりが駆かり出だされて教壇に立っている。

「文もん句くもいろいろあるだろうが、とりあえずやるぞー」

　さよりは淡たん々たんとした声で言った。十代半ばでありながら天才教きよう師しとして活かつ躍やくする彼かれとしても、面めん倒どうなことは面倒なのである。

　生徒もうんざりしたような顔でいる。

　教室の空気は最悪だった。

　そして、そんなギスギスした教室の様子を憂うれいていた生徒が一人ひとりいた。

　荘そうめだかである。

　年ねん齢れいの割わりに幼おさない外見。大きくてきらきらとした瞳ひとみの持ち主で、一見すると小学生にも思える。背せも低く、髪かみを横でふたつちょこんと結んでいるあたりも幼い印象を強めている。

　そのめだかが、授業を受けながら、深しん刻こくな表ひよう情じようで一人つぶやいているのである。

「いけましぇん……これはまったくいけましぇんよ……」

　何がいけないのか、といえば、この教室のギスギスした空気のことである。

　めだかは悪い波は動どうを敏びん感かんに受け取ることができるのだ！

　悪い波動というと、怪あやしげな宗しゆう教きようであるとか、オカルト商品であるとか、そのようなものを想そう像ぞうする人が多いだろう。エロマンガ雑ざつ誌しの裏うらにある通つう販はん広告には〝悪い波動を打ち消すペンダント〟や〝波動検けん知ち器〟などが売られているものだから、波動というとそういうイメージになるのは仕方がない。

　しかし！

　いや、正せい確かくには「しかし」ではない。めだかの感じている波動とは、まさに怪しげなイメージの〝それ〟そのままのことなのだったのだから！

　だから、汚きたないことや下品なこと、暴ぼう力りよくや罵ば倒とうなどは〝悪い波動〟としてめだかには感じられる。彼かの女じよは何か悪いことを目にする度に「ああ、これはいけましぇん……」などとつぶやいているというわけだ。

　もちろん、端はたから見るとただの電波というか、危き険けん人物というか、ただの嫌いやな奴やつに見えなくもないのだが、めだかの行動にはある理由があった。

　めだかこそ、由ゆい緒しよ正しい真の魔ま法ほう少女だったのである！




　水平線と空の間にある世界インターゾーン。

　平和なその世界は、今や悪あく魔まドク・ベンウェイによって滅ほろぼされようとしていた。彼かれの操あやつる巨きよ大だい毒ムカデと、怪しげな動物たちの侵しん略りやくがはじまったのだ。

　インターゾーンを救うためには、こちらの世界の〝善よい波動〟を集めなくてはならない。

　その期待を一身に背せ負おって派は遣けんされたのが、インターゾーンのお姫ひめ様。すなわちめだかなのだった。




「このままだと、国がまたひとつ……」

　めだかはいつも持っているスティックを心配そうな目で見つめた。まるっきりバ○ダイが作った魔法少女のおもちゃにしか見えないが、そこに埋うめ込こまれた一〇八つの宝ほう石せきは、その輝かがやきがインターゾーンの一〇八の国ひとつひとつの魔法力を表している。それがひとつ消えたとき、すなわち国がひとつ滅ほろんだということなのである。

「ああ、あぶないでしゅ……」

　宝石のひとつが今にも輝きを失いかけていた。ウルトラマンのカラータイマーのごとくに点てん滅めつしている。

　教室の雰ふん囲い気きが悪いくらいで崩ほう壊かいする国もどうかとは思うが、それほど微び妙みようなバランスの上にインターゾーンは成り立っているのである。そして、この世界の悪意がインターゾーンにとってどれほど強いものなのかを示しめしているともいえる。

　と、そこに不意に善ぜんの波動が訪おとずれた。

「じゃあ、授業をするけれど、あまりつまらないのもいけないから、あまり試験に出ないけれど面白おもしろい国の歴史をやろうか。数時間かければ終わる程てい度どのやつで。三さん国ごく志しファンはけっこういるだろうから、その頃ころの中国を細かく見ていくのも面白いし、第一次大戦前のヨーロッパも陰いん謀ぼうがいっぱいで楽しいぞ。どこにしようか」

　さよりがそう水を向けた。

　精せい一いつ杯ぱい盛もり上あげようとする気持ちが伝わったのか、生徒たちのギスギスした空気が少し緩ゆるむ。

「あ……！」

　小さく感かん嘆たんの声をあげるめだかである。消えかけていた宝石が輝きを取とり戻もどしたのだ。

「シルクロードに消えた国、とかって聞いたことあるけど、それやってほしいです」

「北ほく欧おうの歴史ってあんまりやらないですよね？　聞いてみたいです」

　教室がにわかに盛もり上あがる。

　めだかの持つスティックの宝石が光を増ます。これにより、はるか異い世せ界かいの数千万の国民たちが命をつないだのである。

「よかったでしゅ……」

　ほっとするめだかである。

　と、その時、教室にひときわ大きな声が響ひびいた。

「インカ帝てい国こく史をやってほしい！」

　手を挙げて叫さけんだのは、毎度おなじみ有あり藤とうかじかであった。

　美少女であるが、妙みようにきついところのある顔。押おしが強い性せい格かくな上に、笑い声が悪魔超ちよう人じんのごとき「カカカ」であるという問題児。いや、問題児を通とおり越こして、確たしかにある種の超人であると言っていい。この学園にさよりが教師として赴ふ任にんしてきて以来、さよりにぞっこん惚ほれ込こんでつきまとっており、その点でもさよりにとっては非ひ常じように頭が痛いたいところである。

　その彼女が、大きな声で真ま面じ目めにインカ帝国史の授業を要求するなど、ちょっと考えづらかった。さよりもいぶかしむ。

「インカ帝国……？」

「そう、インカ帝国！　早くインカ帝国史をやって！　早く！」

　やたらと気合の入った大声でかじかが必死に叫ぶ。

　さよりがさらに不ふ審しんそうに目を細める。

「やってもいいけど、何か裏がありそうな気がするんだけど……」

「裏なんかないぞ！　インカ神話！　特にクスコ王国の建国が聞きたいだけだ！」

　まさに満面の笑え顔がおでかじかが叫ぶ。

「クスコ帝国……？」

「そう、そんな言葉がさよりちゃんの口から出てくることが聞きたかった！　クスコだって考えようによってはすごい言葉！　わからない人は調べて見て欲ほしい！　さぁ！　さらにクスコ王国の建国神話を語ってくれ！　初代国王の名前だ！　さよりちゃんなら知ってるはず！」

　かじかが促うながす。

　さよりは、ぐ、と言葉に詰つまった。

　それを見てかじかは大笑する。

「カカカカカカ！　さぁ、照れるな、私わたしは聞きたい！　初代国王の名を！　その名をマンコ・カパック！」

　さすがにさよりが呆あきれていると、かじかはさらに続ける。

「マンコ・カパック！　叫さけべマンコ・カパック！　私は見たい！　さよりちゃんの唇くちびるがマンコ・カパックと動くところを！」

「インティの子、マンコ・カパック！」

「ケチュア語で〝素す晴ばらしい基き礎そ〟マンコ・カパック！」

「チチカカ湖から出しゆつ現げんした伝説があるマンコ・カパック！」

「法を整せい備びし、人ひと身み御ご供くうを廃はい止ししたマンコ・カパック！」

「妹と結けつ婚こんした妹いもうと萌もえの元がん祖そ、マンコ・カパック！」

「とにかくマンコ・カパック！」

　かじか一人ひとりによりコーラスのようにマンコ・カパックの波は状じよう攻こう撃げきが行われている。

「マンコ！　カパック！」

「マンコ！」

「カパック！」

「マンコ、マ、マ、マンコ！」

「マンコ、ママママッマママママンコ！」

「うー、マンコ・カパック！　カモン！」

「カカカカカカ、カパック！」

　なぜかノリノリで口サンプリングまで行われる始末だ。




　ところで、この瞬しゆん間かん、はるか異世界の数千万の国民たちが瞬しゆん時じにして命を失った。




「おい、有藤があんまり下品なこと言うから荘が泣いちゃったじゃないか」




○




「しかし、ちょっと内気すぎるのも問題だぞ。有藤君にいじめられているようなら、きちんと言わないと……」

　なんとかインカ帝国史を回かい避ひして北欧史を教えた後、職しよく員いん室しつにめだかを連れて行き、相談に乗ってやるさよりである。

　しかし、めだかは真しん剣けんな表情でこう訴うつたえるばかりだった。

「じ、実は、あたちは魔法の国から来きた魔法使いなんでしゅ！　この世界の善い波動を集めないと世界は滅んでしまうのでしゅ！」

　これまでに何度も繰くり返かえされた主しゆ張ちようである。だが、もちろん誰もその言葉を信じず、めだかのことを嘘うそつきだと思うばかりだった。さよりとて例外ではない。

「それはわかったよ。荘君はお話を作るのがうまいからなぁ」

「そ、そうじゃなくて……」

「だけど、少し抑おさえないと人間関係もうまくいかないよ。それに、そんなことだと、また〝じゃあ魔法使ってみろよ〟なんてからかわれちゃうよ」

「ま……魔法を人前で使うと、スティックが石になってしまうんでしゅ！」

「だから、そういう言い方は良くないよ」

　諭さとすように言うさよりである。

　しかし、もちろん真実を言っているにすぎないめだかとしては、顔をゆがめて泣なく以外にすることはない。

「えぐ……えぐ……」

「ああ、わかったから、泣ないちゃダメだよ。ほら、涙なみだを拭ふいて、今日きようは帰っていいから」

　そう言われて、とぼとぼと職員室を出て行くめだかである。

「ああ……あたちはどうしてダメなんでしゅかねぇ……」

　うつむいて帰り道を行く。その背せ中なかは丸まっていて、後ろから見ると小さい身体からだがさらに小さく見える。

　実じつ際さい、この世界では彼女の魔法は万ばん能のうに近い。今の家庭も魔法で子こ供どものいない夫ふう婦ふに自分を娘むすめだと信しんじ込こませているのだし、自分の存そん在ざいが家計を圧あつ迫ぱくしないように魔法で父親が出世し、仕事がうまくいくようにし向けたりもしている。

　そんなすごい力でも人の心は変えられない。悪い波動は、むしろ悪い波動を出すようなタイプの人間こそが打ち消せたりするもので、どちらかといえばかじかのような者の方が心を動かすのにはいいらしい。

「くけけけけ、いや、そこまでマジで上手うまくいってないんじゃ、おいらが手を下すまでもないんじゃないか？　悪い意味で」

　甲かん高だかい声がめだかに浴びせかけられた。

　めだかは、はっとして周囲を見回す。が、誰もいない。

「こっちだ、こっちだ」

　道の脇わき、植うえ込こみの低木の根っこあたりから声は響いていた。

　めだかがかがみ込むと、そこにいたのは蛙かえるだった。

　蛙。フロッグ。

　だが、蛙と言われれば蛙には違ちがいないが、正確に蛙かと問われれば蛙ではないような気もするという奇きっ怪かいな生物である。何しろ二本足で立ち、くちばし状じょうに口が突つき出だしており、実に虚きよ無む的な瞳をしているのだから。それに、もちろん普ふ通つうの蛙はしゃべらない。

「お、おまえは、ドク・ベンウェイの手下の蛙でしゅね！」

「正せい解かい。おめでとう。悪い意味で」

　蛙は不ふ敵てきな声で告げる。

「な、なにをしに来たんでしゅか！」

「何もないさ。インターゾーン征せい服ふくには、こっちの世界に悪の波動を蔓まん延えんさせた方が早いと気づいた」

　けくけく、と奇っ怪な笑い声をあげる蛙である。

「そ、そんなことはさせましぇん！」

「これまでだって、おめぇに何ができたってんだ。これからもできねぇさ」

「お、おまえだって小さい身体のくせにぃ！」

　けくけく。

「関係ないね。俺おれは、この世界を操る〝ある法ほう則そく〟を発見した」

「法則？　それがいったいなんだって言うんでしゅか！」
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「げげげ、けくけく。なめちゃあいけない。それこそが魔法力の源みなもとであり、悪あしき波動そのものでもある。善い波動も同じ力であり周波数の違いに過すぎないが……ともあれ、その波動を操ることができれば、悪の波動を蔓延させるのは簡かん単たんってわけなのさ」

「そ、そんなことができるなら、あたちがやってましゅ！」

「その〝ある法則〟ってやつが問題なのさ」

　人差し指を立てて、ち、ち、ち、といやらしく横に振ふってみせる蛙である。

「法則でしゅか……？」

「そうだ。この世界は言葉でできている！」

　蛙は、びしっ、と断だん言げんした。そのポーズはなかなかに決まっているのが小こ憎にくらしい。

「言葉!?」

「そうだ、言葉だ。ほとんどの者は気づいちゃいないが、言葉ってのは、そのものがウィルスなんだ！　わかるか？　言葉自体が生きていて、何かたくらみを持って世界を動かそうとしている！」

　げげげ、けくけく。蛙は肩かたを震ふるわせて笑う。

「びょ、病院に行った方がいいんじゃないんでしゅか……？」

「いや、この世界が言葉で出で来きているってことは証しよう明めいできるぜ。俺は、さっき、〝肩を震わせて笑った〟。だが、俺に肩があると思うか？」

「そ、そういえば！」

　蛙は円えん筒とう形けいのボディから直ちよく接せつに腕うでが伸のびている。もちろん、肩などない。

「だが、俺は肩を震わせて笑った。その瞬間に、お前は肩を震わせて笑う俺をイメージできたはずだ！　つまり、言葉があればそこに世界が存在したことになる！」

「そ、そんなことを言われても、あたちはあたちでしゅ！　言葉を操あやつれたところで、あたちをどうかできるって言うんでしゅか!?　できないでしょ？」

「そりゃそうさ。こっちだって何かを消せるとか、殺せるとか、そんなことはできやしない。ただ、悪い波動を発生させることはできる！」

「悪い波動でしゅか！　そんなことはさせましぇん！」

「げげげ、けくけく。しゃしぇましゅぇん、ばっかりじゃねぇか！　言っただろ？　防ふせげやしないんだよ！　言葉を細こま切ぎれにして、そいつを再さい構こう成せいするだけで世界の様相は変わっていく！」

「言葉を細切れにして、それを再構こう築ちくしゅる……？　正直、ちょっと話が難むずかしくなっているような気がするんでしゅけど……？」

「そりゃ、下品で知ち恵えのかけらもないのがこの世界だからな。だが、大だい丈じよう夫ぶ！　さらに絶ぜつ望ぼう的にしてやる！」

「そ、そうじゃなくて、そんな妙に真ま面じ目めぶった話なんて、いきなりされても困こまりましゅ！　変でしゅ！」

「そりゃ、俺はおめぇを困らせに来たんだからな！　これまでもいつもと違ちがう展てん開かいだが、さらに困らせてやるさ！　この世界の言葉を操って、ひどいことを起こしてやるさ！」

「こ、この世界の言葉って……？」

　戸と惑まどうめだかに、蛙は、ばっ、と両手を拡ひろげて自信満まん々まんのポーズをとってみせる。

「いつも耳にしてる言葉さ！　おめぇらが一番よく聞く言葉ってのは何だ？　そいつは、汚い言葉に決まってる！」

「汚い言葉なんてありましぇん！」

「げげげげげげ、けくけくけくけく！　汚い言葉がないかどうか、その目で確たしかめてみるがいいさ！　俺が使うのは、ニュースやネットに転がってる〝普通の言葉〟だ！　そいつをランダムに細切れにしてやる！　んで、そいつを世界に蔓延させてやるんだ！　この世界に！　まるで新人作家がリアルな世界を描えがこうとして小こ汚ぎたないことばかりを描びよう写しやしようとするようにな！」

　蛙は高らかに宣せん言げんした。

「ちょ、やっぱりあまりにも突とつ然ぜんだし、まったくこの世界にふさわしくない話ばっかりでしゅ！　読者のみんなも戸惑っていると思いましゅよ！」

「大丈夫！　誰もこんな世界がどうなろうと気にしないさ！　それにもう遅おそい！　俺の計画は始まっているんだよ！　もう次の段だん落らくからだ！　グッドラック！　悪い意味で！」




○




　校長が首を吊つった裏うら山やまの林からつながる雑ざつ草そうだらけの公園ではエイズに侵おかされた十代の奔ほん放ぽうな性せいが売買されていた。めだかはそこに立っており、買春のために携けい帯たいを眺ながめている三十代の男から声をかけられていた。

「最初に財さい布ふの中身を確かく認にんする小学生も増ふえてきたんだ。お嬢じようちゃんもそのタイプかい？　俺は最初に金を払はらうんだ。いいだろ？　だけど、逃にげたらわかってるだろうね？」

「な、なんのことだかわからないでしゅ！」

「だけど、お嬢ちゃん、ここの公園はテレビでもやっていた有名なところだし、先週もホモ狩がりがあったくらいで、自由な場所なんだよ。みんな言ってる。テレビでも、ネットラジオでも」

「ちょ、まともなのは、あたちだけなんでしゅね！」

　めだかは走り出す。かつて腐ふ敗はいの拠きよ点てんだった文化会館に向かう道は、今では政せい府ふ官かん僚りように入はいり込こんだ偽にせ公こう務む員いんの空出しゅつ勤きんに使用され、ゴミ清せい掃そうの車を徴ちよう発はつしておきながら自分はリンカーンに乗るための道である。

　精せい巧こうな携帯カメラは、今日では発はつ展てんしすぎて魂たましいまで記録し、高速パケット通信でみずほ銀行に口こう座ざを開かい設せつできる。支し払はらいとたかりは同どう義ぎだが、公的資し金きんの問題である以上、まったくもって先は読めない。

　めだかの取り出した携帯に記録されていたのは、自治州独どく立りつの印。短時間で処しよ理りできるそれは科学の進歩を示し、さらにめだかの意い志しを三年ぶりの日本ツアーのごとくに遠方に移い送そうする。

「せ、先生でしゅか？　園川さより先生でしゅか？」

《もはや秘ひ密みつなんか無いんだよ、荘君》

「せ、先生までおかしくなってるでしゅ！」

《〝今時の若わか者ものの言葉ってやつです。理り解かいできないけれど、遠回しに考えてみればいい〟。そう語るのは、この事じ件けんに詳くわしいある教師。かっこさんじゅうに》

「先生！　なんとなくわかるような気がしましゅ！　なんか汚きたならしい言葉しか使えなくなってしまったんでしゅね！」

《ニュースに過か剰じように反はん応のうするネット右う翼よくこそ体たい制せい的だと思います。言葉は綺き麗れいに使うべきだと昔は教えられたものです。嘆なげかわしいことです。ろくじゅうさんさいむしょく》

「よ、よくわかったような、わからないような……い、今からそっちに行きましゅ！　学校でしゅね！」

《警けい察さつは居い場ば所しよを特定している》

「そ、そうか……普ふ段だんよく目にする言葉だけで話してるんでしゅね！　それが言葉の……」

　めだかは無言の圧あつ力りよくで東京に過か度どに依い存ぞんしない自立的な圏けん域いきの形成を目指す。中間案は過か去こ最高を更こう新しんし、天てん皇のうゆかりの品も数多く公開された。

　発注工事を巡めぐる談合事件は最終協議に入る方ほう針しんを固め、捜そう査さは大おお詰づめを迎むかえた。手法や手続きが問題になっている一連の言こと葉ば遣づかいは、今後も正しいのかわからない。サイレントマジョリティの意見を考こう慮りよするといかがなものか。

　虚きよ偽ぎ報ほう告こくが行われた学園ではいかがわしい行こう為いを認みとめながらいたずらと報告し、会議の創そう設せつを約束する。

「ハメハメちゅきー」

　かじかは裸はだかのさよりを組くみ敷しき、床ゆかに農機具や肥ひ料りようなどが置かれ、高さ約３メートルの鉄てつ製せいのはりに麻あさのロープが結びつけられていた今では私し物ぶつ化かしている教員室で、木の実臭くさい香かおりのする腰こしをしきりにぐちゅぐちゅと動かしていた。

「尻しり穴あなち○ぽしごき頑がん張ばりまひゅう！　さよりちゃんがち○ぽミルクぴゅーぴゅーするようがんばりましゅぅっ！　みんな気持ちよく出来ましゅ！　出来ましゅぅう！　[image: ][image: ]ゃあ～～～っ！　こってりしたのが射精でるぅ！　ち○ぽッ！　ち○ぽイクッ!!　ち○ぽイクぅッ!!」

　遺い書しよは見つからず、自殺とは断だん定ていできない。

「せ、先生！　しょれに、部長までなにをやってるんでしゅか！」

　児童ポルノ法案は本国会では否ひ決けつされる見通しだが、著ちよ作さく権けん法ほう違い反はんの疑うたがいで取り調べを受けている。盗とう作さく疑ぎ惑わくの渦か中ちゆうにあるさよりは、『パイパニック』をダウソ。山田踏ふんだおかげで明るみに出てしまった。

「統とう合ごう失しつ調ちよう症しようと言いい換かえることになりました。天才チンパンジージャック、スノーボードは最高。意志を伝達することを覚えるなど、東大不ふ合ごう格かくになっていたことがわかった」

　さよりはふたなりＡＶ祭り。かじかは驚きよう愕がくの腰づかいでグラインド、飲んでベロベロ無理矢理バコバコお持ち帰りファック５。

「も、もう嫌でしゅ……こんな世界……」

　めだかは毎日新聞の取材に「いじめは絶ぜつ対たいにやめて。命を大切に」と同世代の仲間へメッセージを語った。「もし本当だったら助けてあげたい。独ひとりでさびしくて、相談もできないんだと思うから」と感じた。いじめる人には「相手のことを考えて、と言いたい。自分がそうなったらどう思うか。絶対にやめて」と語気を強めた。

「せ、せめて園川先生だけでもまともになってくれたら……そ、そうか、魔法を使えばいいんでしゅ！　あたちだけはまともなんだから、魔法は効きくはず……！　誰も見ていないところに行かないと……！」

　めだかは事じ故こを逃にがす安全装そう置ちで通つう常じようは閉とじている。決議には拒きよ否ひ権けんを行使。いずれも母子２人ふたり暮ぐらしで近所から孤こ立りつしていた〝悲ひ劇げきの母親〟を演えんじ続ける。

「アモキサン・ノリトレン・トリプタノール……魔法の力よ、希望の力よ、悪い波動を打ち消して！　イミドールパワーでテトラミドー！」

　魔法のスティックを振ると、中ちゆう枢すう神しん経けい興こう奮ふん剤ざいであり、アメリカの精せい神しん障しよう害がい診しん断だん基き準じゆん、ＤＳＭ─Ⅳ（１９９４）でも、物ぶつ質しつ関連障害の章のアンフェタミン様物質にメチルフェニデートが含ふくまれることが明記されています。

「ふう、た、助かった……。どうやら、僕ぼくたちだけが会話をしている限かぎり、まともに話は成り立つらしい」

「せ、先生！　よかった……」

「魔法がどうとかは真実かどうかわからないけれど、これはどうやら危険なことになっているのはわかったよ」

「ど、どうすればいいんでしゅか？」

「どういうことなんだろうな……おっと、間を開けると良くないな、考かんがえ込こむわけにはいかない」

「どうしてでしゅか？」

「会話を続けないと地の文が入っちゃうだろ？　地の文はまともじゃないわけだ」

「え……」

　めだかは驚愕の腰づかいでグラインド、お前ら！　お気に入り動画ＢＥＳＴ３を教えろ。俺は……。

①巨きょ乳にゅうお姉ねえさんトイレでオナニー

②ロシア峰みね不ふ二じ子こ

③ウブな中学生大だい胆たんフェラ

　だな。

　お前、その程てい度どで喜んでるのか？　通な俺の動画はこれだね。

①巨乳お姉さんトイレでオナニー

②ロシア峰不二子

③ウブな中学生大胆フェラ

　どうだ。

　みんな変なものばかり見やがって。童どう貞ていでＡＶ大王の俺がお勧すすめするのはこれだ[image: ]

①巨乳お姉さんトイレでオナニー

②ロツア峰不二子

③ウブな中学生大胆フェラ

「ほら、変なのが入っちゃった！」

「き、気をつけましゅ……」

「とにかく、何かの原げん因いんで、この世界に汚い言葉が満ち始めたわけだ」

「難むずかしくてわかんないけど、そういうわけでしゅ！　あたちの魔法力では先生をまともにするくらいが限げん界かいで……」

「魔法ってのは信じないけど、とにかくおかしなことにはなってるからね。なんとかしないと」

「まだ魔法を信じないんでしゅか？　こんなになってるのに！」

「さぁ？　魔法じゃなくてもこの世界は言葉で出来ているからね。誰かが悪意を持っていればこうなったはずさ。どうやら、ニュースで語られる紋もん切きり型がたの言葉と、ネットで流れている性せい的てきな言葉を組み合わせて世界が作られているらしい」

「確たしかにあいつもそんなことを言っていたんでしゅけど……魔法でなくても、あんなひどい世界になってしまうもんなんでしゅか？」

「そうだろうね。つまり語りうることは言語そのものが決定するのかもしれないね。紋切り型の言葉で伝わるのは簡かん単たんなことだけであるように、使っている言葉が豊ゆたかであれば豊かな世界を感じられるし、薄うすっぺらであれば、それは薄っぺらな世界にしかいられないということだ」

「そ、そんなこと言われてもわからないでしゅ！　とにかく、あたちはどうしたらいいんでしゅか！」

「その悪意を持って言葉をばらまいた奴を捕つかまえればいいんだろうけれど……。君が言っていたあいつ、ってのは誰だい？」

「そ、そうでしゅ！　あいつでしゅ！　か、蛙でしゅ！　蛙なんでしゅ！」

「蛙だって？」

「立ち上がる蛙でしゅ！　小さいけれど、小憎らしい奴でしゅ！」

「それがわかれば話が早い。行こう、探さがしに」

「はい！」

　さよりとめだかは自じ爆ばくテロが発生、応おう募ぼのため並ならんでいた治安能のう力りよく向上阻そ止しを狙ねらった武ぶ装そう勢せい力りよくの犯はん行こうと見られる。

「だから、黙だまっちゃダメだってば！」

「は、はい！　わかったでしゅ！」

「蛙はどこにいたの？」

「こ、この道の先にある植え込みのところでしゅ！」

「わかった」

「でも、そこにいつまでもいるとは思えないでしゅ」

「大丈夫さ。僕ぼくの予想では、まだそいつはそこの近くにいる。そいつだってこの世界にいる限かぎりはその影えい響きようを受けるはずだ。遠くまで移い動どうはできないだろう」

「それならいいんでしゅが。その蛙は、インターゾーンの蛙で、ドク・ベンウェイの手下なんでしゅ！」

「信じてもいいけれど、確かく証しようはまだないな。魔法と今回の現げん象しようになんの関係もないだろうし、言葉を話す立ち上がった蛙がいたとしても、やっぱり魔法とは関係ないだろうし」

「それを魔法だと言わずに何を魔法だと言うんでしゅか！」

「え？　だって、言葉を話す蛙はテレビで見たよ？　水曜の12チャンネルの夕方。いい意味で」

「それは言わない約束でしゅ！　というか、冷静に考えれば、あっちはあっちでやっぱり魔法でしゅ！」

「そんなことはどうでもいいじゃないか。それに、結局の所、僕は見るまで信じないというだけさ」

「い、いちばん怖こわいのは先生だという気がしましゅ」

「僕は怖くないよ。君に危き害がいを加えるわけでなし」

「そういう意味じゃないでしゅ……って、あ！　見つけたでしゅ！」

「あの蛙か。確かに蛙と言うよりは背の低いオバケのＱ太た郎ろうという感じの胴どう体たいだね」

「助すけっ人とを連れてきたってわけだ。だが、そんなことをしても無む駄だなものは無駄さ。この世界に存在する、一番力の強い言葉は、ここで俺が利用している下品な言葉たちなんだからな！」

　蛙は黄金水噴ふん出しゆつする○学生のロリアヌスを脳のう内ない補ほ完かん。悪女役のほうがハマるモデル風の女じよ性せいとの〝火遊び〟を相次いで報ほうじられ、まさにやりたい放題。

「また間を開けたな！」

「知ったことか！　その方が俺にとっては有利なんだ！」

「ああ、また国が滅ほろんでしまいましゅ！」

「げげげ、けくけく。いいじゃないか。悪い意味で」

「先生！　なんとかしてくだしゃい！」

「なんとかするって言ってもなぁ。僕の予よ測そくでは、この蛙をなんとかするためには、どうしても行動が必要だ。つまり、地の文がどうしてもいるわけだ」

「そりゃいいや。言葉だけで俺をなんとかしようってか？」

「それは無理だろうね。だけど、それでめげていたらどうにもならないからね」

「じゃあ、どうするんでしゅか？」

「対たい抗こうすればいいのさ」

「対抗？」

「そうさ。この世界が言語で出来ているのだから、言語で対抗するに決まっている。悪書には良書を、というように同じく言葉をぶつけることで対抗するしかない」

「そ、そんなことができるんでしゅか？」

「できなくてもやるしかないさ。それに君がやるんだ」

「あ、あたちが？」

「君以外に誰が出来るっていうんだい？　君はこれまでウソをつき続けてきた。だけど、それはウソじゃなかったんだな」

「しぇ、しぇんしぇい！　ついに信じてくれたんでしゅね！」

「え？　何を？　君はウソつきなんじゃなくて、きっとお話作りの天才だったんだね。だから、君はお話を作ることができるはずだ！」

「ちょ、お話作り……」

「自分で作った話を自分で信じてしまうタイプだ。だから、君には出来るはずだ。そもそも、こんな蛙に出来て君に出来ないはずがない！」

「い、言われてみれば、出来るような気がしてきましゅた！」

「そうだ、やるんだ」

「や、やってみましゅ！　で、でも、あたちはどんな言葉を世界に広めればいいのか……」

「良書だよ！」

「げげげ、けくけく。良書なんてあるのか？」

「ある！　世界に広めるべき言葉がある！」

「そ、その本をくだしゃい！」

「それはＮＪ！　ノベルジャパンだ！」

「し、しりましぇん、そんな本！」

「大丈夫。こんなこともあろうかと今、持っている」

「そんな萌もえキャラが表紙の本が良書だと？　げげげ、けくけく」

「良書だとも！　その言語を分ぶん解かいして再構成すれば、その言語に潜ひそむ波動が顕けん在ざいする！　僕の予測では、君はそのようにして世界に異い常じようをもたらした。だから、同じことをすれば、ノベルジャパンの持つ波動が明らかになる！　それは世界を浄じよう化かし、善なる方向に導みちびくはずだ！」

「だが、結局は〝萌え〟じゃないのか？」

「萌えで結けつ構こうだ！　いや、萌えこそが世界を救うと言っていい！　萌えは誰も傷きずつけない！　わかるか？」

「わかるか！」

「みんなが優やさしく善ぜん良りような、そんな世界を現げん前ぜんすることがノベルジャパンの使命なのだから、その言葉は善なる波動を発しているはずだ！」

「げげげ、けくけく。そんなことがあるものか！」

「それを証明してみればいいんだろう？　さぁ、荘君、やるんだ！」

「え？　だけど、魔法は人前で使うと……」

「大丈夫。僕の予測では、魔法を使わなくても出来るさ、君なら！」

「え？　しょ、しょんなの、無理でしゅ！」

「自信を持つんだ！　君に足りないのは自信だ！　君はお話作りの天才なんだ！　自分の力を信じろ！」

「だ、だから、お話じゃなくて、魔法なんでしゅってば……」

「この非ひ常じよう時じにあってもそこまで自分のお話を信じ込むことが出来ているんだ！　だから、信じて！」

「しょ、しょういうことじゃないんでしゅけど……仕方ないでしゅ！　ええと、猫ねこ耳みみが表紙のこれがノベルジャパン十二月号でしゅね！　えい！」

　全国多くの学校で緊きん急きゆうの点てん検けんや対たい応おうが取られた12日、２人の中学生が───にやにやと笑いながら。たぶん、面白がっている──それはそれでかまわないと思うんですよ──恋こいの行方ゆくえを見守っている。




○




「げげげげげげげ！　まずいぞ、これは本当にまずい！」

　蛙は高すぎる誇ほこりに紆う余よ曲きよく折せつしたあげく、ひとまわりして結局黄金の球体を握にぎる。

「明らかに世界の様相が変わったな！」

　さよりは下半身系けいのそれはあまり自分の意志とかには関係なかったりもする焼しよう酎ちゆうの瓢ひよう箪たんである。

「ああ、以前よりも確かに世界が清らかになったよう……なんでしゅか？」

　めだかは口をさよりの唇にあてがってやる。

「げげげ、なぜそんな行動を！」

　考えこむ蛙に、さよりがはたと手を打った。

「それはノベルジャパンの言語に愛があふれているからだ！」

「あ、愛！　これが愛なんでしゅね！」

　顔は可愛かわいいが電波少女の丸眼鏡めがね。恋こい人びとの浮うわ気きを防ふせぐおまじない。ジューシィ上等な旧きゆうタイプのスク水──Ｆカップはあるショーツの上にふわふわと揺ゆれる髪──『仲なか睦むつまじい』ウサギ──淑しゆく女じよのメイドのファンタジー。

「げげげ、何だと！　この俺が衝しよう撃げきを受けている！　これが善の波動だというのか！」

「善の波動などというものは僕は感じられないが、これがノベルジャパンの世界だ！」

「萌える、というのか！　この蛙の俺が萌えているというのか！」

　どくん、どくんと心しん臓ぞうが鳴っている。猫耳の幼よう女じよ姿すがたの妖よう精せいは、教えに来たんだ。この村の素晴らしさを。大好きなセンパイはロボ娘──『愛あい情じよう』と呼よばれている。

「すごいでしゅ！　殺さつ伐ばつとした下品な空気が、一気に消えていくでしゅ！」

　めだかのスティックの宝石が鬼おに火びのように燃もえていた。

「ああ、世界が救すくわれていきましゅ！」

「げげげ！　えらいこっちゃ！　最初からこの世界は空気がよどんでいるから悪い波動が出まくっていたのに！」

「油ゆ断だんしたね、蛙君！　ち○ぽとかま○ことか下品なことを言っている連れん載さいなど、ノベルジャパンには存在しないんだ！」

「な、なにかとても心が痛いのは気のせいでしゅか……？」

「気のせいさ！　この世界はノベルジャパンの言葉で正せい常じようになっていくんだ！」

　さよりは断言した。

　そんなわけで、地の文も、もはやノベルジャパンの言語に頼たよらずとも書けるようになっている。

「だが、正常になっただけだ！　俺はまだ困っちゃいないぞ。まだ俺が下品なことを広めてやれば……」

　蛙は負まけ惜おしみを言い、ぴょこたんと跳はねて逃にげ出だそうとする。

「ま、待つでしゅ！　ま、魔法を……」

　思わずめだかはスティックを構かまえる。が、その場にさよりがいたことに気づく。

「しぇ、しぇんせい！　魔法を使いましゅ！　見ないでくだしゃい！」

「また、そんなことを言って……」

　さよりは取り合わない。めだかは額ひたいに汗あせを浮うかべ、うめく。

「こ……このままではあいつに逃げられてしまうでしゅ！」

「げげげ、けくけく」

　蛙は、ぴょーん、ぴょーん、と遠ざかっていく。

「こ、こうなったら仕方ないでしゅ！　王家に伝わる秘ひ伝でんの魔法技を……」

　いきなり、めだかはさよりに向かって空高くジャンプした。

「え？」

　さよりは驚おどろく。

　そこに──。

「魔法！　〝王家の頭ず突つき〟！」

　ごっ！

「ま……まさか……クィーンズ……」

　謎なぞの言葉を残し、さよりは、どう、と倒たおれた。

「こ、これで、魔法が使えるでしゅ……！」

　スティックを振ふるめだか。

「アモキサン・ノリトレン・トリプタノール……魔法の力よ、希望の力よ、蛙をくびり殺して夕飯のおかずにして！　イミドールパワーでテトラミドー！」

　魔法の力が蛙を襲おそう。

「ぐげげげげげげげ……！　く、くそう……。だが、俺は負けたわけではない！」

「ど、どういうことでしゅか！」

　蛙は苦しみながらも。にやり、とする。

「言葉を分ぶん割かつして再構成すると……ウィルスとしての言葉の企たくらみが浮うかび上あがってくる……そして、それはお前の心に何かのイメージを残したはずだ……その言葉自体は文意を持っていないにもかかわらず……」

「まだ妙なことを言って混こん乱らんさせるつもりでしゅね！」

　めだかは絞しめ付つける力を強める。
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　蛙見えない力で首を絞め上あげられ、その顔はすでに紫むらさき色いろだ。

「ぐげぇええ！　そ、その浮かび上がったイメージこそが……その言葉によって成り立っている世界の本ほん質しつだ……」

「まだ抵てい抗こうするつもりなら！」

「アモキサン・ノリトレン・トリプタノール……魔法の力よ、希望の力よ、蛙のお尻しりにストローを差さし込こんでふくらませて破は裂れつさせて！　イミドールパワーでテトラミドー！」

　めだかが叫ぶと、魔法のストローが蛙の尻に挿そう入にゆうされ、魔法の空気が魔法の力によってみるみるうちに注入されていく。

「ぐぎゃあああああ！　おめぇのほうが俺より何倍も残ざん酷こくで下品じゃねぇか！」

「うるしゃい！　消きえなしゃい！」

「ぐぐぐ……げげげ……確かに俺は消える……しかし、俺が最後の蛙だと思うなよ……」

　蛙は悶もん絶ぜつし、その腹はらをすさまじい勢いきおいで膨ぼう張ちようさせていく。

　やがて、その腹はビーチボールほどにもなり……。

　ぱん！

　その腹を爆ばく発はつさせて、頭と下半身がかろうじて背せ骨ぼねでつながっているだけの、蛙の解かい剖ぼう標本のような姿すがたで、ころりと静かに路上に転がった。

「う……ぬるぬるしているでしゅ……」

　めだかはその蛙の死し骸がいをつんつんと突ついて気味悪そうに顔をしかめた。

　そして──。




○




「先生、しぇんしぇい」

　めだかに突かれてさよりは目を覚ました。

「う……なぜか頭が痛い。それに……荘君、指がぬるぬるしていないかい？」

「いや、そ、そんなことないでしゅ！　それより先生、気を失って……」

「そ、そうだ。僕は何を……」

　さよりは周囲を見回す。

　そこは保ほ健けん室しつで、さよりはベッドに寝ねかされていた。

「しぇんしぇい、部長に襲われて倒れたんでしゅ」

　めだかはそう言って笑いかけた。魔法で皆みなの記き憶おくは消してある。あの世界のことを思い出すだけで、悪い波動が出てきそうだったからだ。

「そうか……だけど、おかしいな……」

　さよりは、額に手を当てて考え込む。

「え？」

「だって僕がそんなドジをするはずが……それに、僕の予測では……」

　そう言って、さよりは何かを思い出したように、はっ、とする。

「ま、ましゃか……思い出し……」

　小声でめだかは言い、さよりから顔を逸そらした。

「いや、まぁ、いいや」

　さよりは首を振ってベッドから立ち上がった。

　めだかは胸むねをなで下ろす。

　──どうやらちゃんと記憶は消えているようでしゅね……。

「あ、そうだ」

　さよりは保健室を出て行きざまに振ふり返かえる。

「はい？」

　めだかは、どきり、とする。が、さよりは優しげに微笑ほほえんだ。

「今度、魔法のお話を作ったら、みんなに話すんじゃなくて、僕にだけ話せばいいから。みんなに話すといじめられちゃうだろ？」

「は……はい！」

　めだかは元気よくうなずいた。なぜか胸がときめいていたりするのだが、それはノベルジャパンの世界の影響がまだ残っているのだろうと思うことにした。

　なんて素晴らしいのだろうノベルジャパン。




○




　有藤かじかと高たか沢ざわすずみは学校の屋上にいた。

　フェンスにもたれて青空を眺めながら、ぼんやりとしている。

「なぁ……」

「なんですの？」

　かじかは、ふぅ、と息を吐はき出だしてから言う。

「何か、すごく良い夢ゆめを見ていたような気がするんだ」

「わたくしは悪い夢でしたからうらやましいですわ。ところで、どんな夢でしたの？」

「それがな……」

　かじかは、にやり、とした。

「ふたなりになって、さよりちゃんとハメっこする夢なんだ！　ズコバコ大会だぞ！　ぬっぷぬっぷだぞ！」

「それは良い夢とはいいませんわ！」

「えー？　お前、ち○こ好きじゃん」

「女についているのは好きじゃありませんわ！　あれはあくまで美しい男だん性せい同士が、ぶつけあったり愛めであったりするものですわ！」

「そっちの方が変へん態たいだろうに……。だが、まぁ、そうか……それにしても、残念だったな。とても理想的な世界にいた気がしていたのに……しばらくしたら、さよりちゃんがいなくなって、すぐにひどく窮きゆう屈くつな世界が到とう来らいしたような……」

「それが窮屈だと感じられるのはあなただけですわ」

「そうか……？　いや、そうか。いや……いや……この話はよそう。それにしても……」

「何ですの？」

「こうして屋上で空を眺めていると……つい、〝精せい液えきか……〟って、言いたくならんか？」

「上かみ連れん雀じやく三さん平ぺいの漫まん画がなんて基き本ほん的てきには誰も知りませんわよ……」

「いや、〝精液か……〟は、どうでもいい。私らは、もしかしてこうしてどんどん無関係な台詞せりふを最後に言うだけのキャラクターになっていくのかなぁ」

「ろくでもないことを言わないでくださいな！　大体、あなたがそんなに薄うす汚よごれた存在だからいけないんですのよ！」

「薄汚れてなどいるものか！　ただ、またあの薄うす汚ぎたなくて殺伐としたあの世界の到来を待ち望んでいるだけだ！」

「えーい、そんな不ふ穏おんな！」

「ああ、また来ないかなぁ！　何度も下品な言葉を言ってれば来くるのかな？　あの素晴らしい世界が！　ち○ぽおち○ぽメスち○ぽちくびおっぱいメスミルク……！」

　かじかはまくしたてはじめた。

「ああ、もうやめなさいな！」

　すずみはばたばたと手を振ってかじかの顔の前を遮さえぎる。

　と──。

　屋上に、ぺたり、と姿を現あらわした影かげがあった。

　そのぬめぬめとした足はコンクリートに粘ねん液えきを残しつつ、かじかたちに近づき……。

「げげげ。けくけく。今度はＢ級映えい画がの言葉でも蔓延させてみるか……」
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■国歌斉唱







君が代は

千代に八千代に

さざれ石の

いわおとなりて

こけのむすまで







■ご挨拶

　この度たびは、畏おそれ多おおくも、総そう理り大だい臣じんに閲えつ覧らんをいただく可か能のう性せいがある小説となっております。なぜそのようになったか、簡かん単たんに経けい緯いを説明させていただきたく存ぞんじます。

　昨さく日じつ、担たん当とう者しやより「本小説は教育上よろしくない表ひよう現げんが多数あり、そのため多数の方が心を痛いためている」との報ほう告こくがありました。それに対し、私わたしは信念を持って本書を執しつ筆ぴついたしておりますことを告げましたところ、編へん集しゆう部ぶで議ぎ論ろんとなり、「それならば教育改かい革かくを推すい進しんなされている総そう理りに御ご裁さい断だんいただこう」との意見が採さい択たくされました。

　総理に閲覧いただけたかどうかを確かく認にんする術すべは私にはございません。ですが、首相公こう邸てい近くに本書を設せつ置ちいたしますれば、総理の閲覧の栄えい誉よに与あずかる可能性がございます。

　読者諸しょ兄けいには上記ご了解頂いただき、普ふ段だん通り、いつも通りの愉ゆ快かいで健全な『せんすいかん』を楽しんでいただきたく存じます。


水みず城き正しよう太た郎ろう






■謝しや辞じ






　──私を産んでくれた両親に。そして、美しい日本を愛するすべての人々へ





■これまでのあらすじ



　日本の規き範はんとなるべき清せい廉れんなる女子を育成する気高き使命を胸むねに『聖せいバロウズ学園』に赴ふ任にんした若わかき教きよう師し園その川かわさよりは、学園内でもとりわけ優ゆう秀しゆうな生徒が集う水泳部の顧こ問もんとなる。そこで出会った有あり藤とうかじかは、正せい義ぎの心と確かつ固こたる信念を持ち、日本の将しよう来らいに役立つ国民たろうと若き情じよう熱ねつをたぎらせる理想的な生徒であった。二人ふたりは青春に悩なやみながらも、理想と国のためにその身を捧ささげる決意を固めるのであった。





■本ほん編ぺん



「先生、先日の授じゆ業ぎようを復ふく習しゆうしておりましたところ、わからないところがありましたの。お時間をいただいてもよろしいかしら？」

　穏おだやかな小こ春はる日和びよりである。中庭のテーブルで詩集を楽しんでいたさよりは、不意の声に顔をあげた。

「ああ、有藤君。失礼したね。つい詩集に夢む中ちゆうになってしまっていて」

「くすくす。いいえ、気になさらないで」

　かじかは微笑ほほえむと歴史の教科書を開き、さよりの前に差し出した。その立ち位置は、さよりから三歩ほど下がっている。その慎つつましさにさよりは心中でうなずく。

　──それでこそ日本の女子です。

　しかし、さよりとてその賞しよう賛さんを面に表すことはない。

「それで、このページのどこがわからないのかな？」

「この太平洋戦争のところ、参考書と記き述じゆつに違ちがいがあります。侵しん略りやくなのか、抵てい抗こうなのか」

「ああ、それは様々なものの見方があるんだよ。大人おとなたちもどちらと考えていくのが良いのか、喧けん嘩かしているところなんだ」

「変です。だって、歴史は変えられないものでしょう？」

「同じ人間のうわさ話をしているのでも、違ちがう評ひよう価かが出てくるだろう？　そういうことさ」

「まぁ、嫌いやだ。先生ったら。私わたし、他人のうわさ話なんかしません」

　口をとがらせるかじかである。

「ははは。それはどうかな。君たちだって年とし頃ごろの女の子だ。男子のうわさ話くらいはするものじゃあないか」

　さよりが笑うと、かじかは顔を赤らめて頬ほおに手を当てた。

「だから、そんな話、しません！　したことありません！」

「あはははは、だったら、どうして赤くなるんだい？　それがなにより証しよう拠こじゃないか」

「もう、嫌だ、先生ったら、いやらしい！」

　今度は頬をふくらませるかじかである。

「ごめんごめん。だけど、勉強ばかりでなく、少しくらいは青春を謳おう歌かすることも将来のためには必要だぞ。交こう換かん日記くらいなら、先生はふしだらとは思わないから、やってみたらどうだ」

「先生、ここは女子校よ。交換日記の相手なんかいません」

「ははは、それもそうだ」

「ああ、でも……先生となら、交換日記、してみたいかもしれません」

　不意にかじかが言った。

「え？」

　さよりが聞き返すと、かじかは急にきびすを返して走り出してしまう。

「おいおい、転ぶなよ！」

　呼よびかけられたかじかは、体育館への渡わたり廊ろう下かで振ふり返かえって、いたずらっぽい顔をすると、また再ふたたび走っていってしまうのだった。

「まったく、おてんばだなぁ」

　あたまをかくさよりであった。




○




「まぁ、私ったら、なんてことを言ってしまったのかしら」

　まだかじかは顔を赤くしていた。静かな廊ろう下かの右側を歩いていく。この学園では、廊下を走っているような生徒は存そん在ざいしない。

「あら、部長。どうなさいましたの？　珍めずらしく顔なんか赤くして。お風邪かぜ？」

　向こうからやってきたのは、水泳部の部員で、財ざい閥ばつのお嬢じよう様さまである高たか沢ざわすずみだった。校こう則そく通りに髪かみをきっちりと編あみ、少々レンズが分ぶ厚あつい眼鏡めがねをかけているため、少々野や暮ぼったい印象はあるが、洗せん練れんされた物もの腰ごしのこの学園の生徒たちの中でも、とりわけ上品な所作が際きわだつ生徒である。

「嫌だ、顔なんか赤くしてません」

　かじかは、いやいや、と顔を振ふった。

「変ですわよ、部長。何か悪いものでもお食べになった？」

「そんな下品なこと、お言いにならないで。風邪でもないし、変なものも食べていません」

「だって、部長が顔を赤くしてらっしゃるから……あ、ひょっとして、園川先生のこと？」

「きゃあ！」

　かじかは手で顔を覆おおってしまう。

「ああ、やっぱりそうなんだ。部長が園川先生のこと好きなのって、本当に見え見えですものねぇ」

「ああ、もう、恥はずかしい！　よして、よしてくださいな！」

　かじかはすずみから逃にげるように歩き出す。

「あら、女の子が男の人を好きになるのは自然なことだって、部長がおっしゃってたことじゃない」

「そんなことを言っていたのは、園川先生の着ちやく任にん前です！」

「ああ、そうでしたわね。でも、部長、本当に園川先生が好きですのね」

　かじかを追いかけて歩きながら、意地悪くすずみが笑う。

「ああ、もう、意地が悪い、高沢さん！」

「ごめんなさいね、だって、いつもしっかりしている部長がそんな風になっているのがおかしくって」

「およしになってってば、もう」

　かじかは小走りになる。

「うふふふ、こういうときくらいはよろしいじゃない」

　すずみもそれを追って小走りになり、二人は子犬がじゃれるように絡からみあう。

「やめてってば、もう。あはははは……」

「うふふふ……ね、恋こいっていったいどんな感じですの？」

　すずみが聞くと、かじかは立ち止まり、ふと窓まどの外を見た。

「ね、どんな感じ？」

　からかうようにもう一度聞きくすずみだったが、のぞき込こんだかじかの顔が少し真しん剣けんだったので、戸と惑まどって口をつぐんだ。







[image: ]







「そうね、恋って……」

　そう静かに語りはじめるかじかの顔には、芽生えかけた大人おとなの萌ほう芽がのようなものがうかがえる。

「恋って、どきどきして、身体が熱くなって……でも、優やさしくって……」

「その大人っぽい感じ。何か〝先を越こされちゃった〟って感じがしますわ」

　すずみが戸惑ったように微笑む。

「嫌だわ、まだ私、子こ供どもですもの」

　かじかは笑い、また子供の顔に戻もどる。

「ああ、わたくしも恋がしてみたいですわ」

「すずみさんにもすぐにそういう時が来きますわ。大人おとなになって……」

「素す敵てきな男の人に出会って……」

「素敵な恋がはじまって……」

「優しくその人にキスをされ……」

「ベッドに連れ込こまれて、裸はだかにひんむかれて、おま○こにぶち込まれて……」

「おち○ぽをぐっちょんぐっちょんと……」





■国歌斉唱







君が代は

千代に八千代に

さざれ石の

いわおとなりて

こけのむすまで







■国旗の裏うら側がわにて



「す、すまん！　話の流れがアレだったので、つい……！　大人の恋って言葉から連想してしまったんだ！」

「い、いけませんわ、気を引ひき締しめて！　わたくしも、流れ的についつられて口走ってしまいましたけれど、大だい丈じよう夫ぶ！　わたくしたちはできますわ！　最後まで美しい物語を完かん遂すいできますわよ！」

「よ、よし！　気合入れていくぞ！」





■本編２



「その人に優しくキスをされ……」

「嫌ですわ、すずみさんたら。ふしだらな。大人の恋をして、やがて母になって、素敵な家庭を築きずいて、日本を背せ負おっていく子供を産むのでしょう？」

「ふふ、やっぱり部長は真ま面じ目めさんですわ。でも、わたくしもやっぱり素敵な恋がしてみたいですわ」

　笑い合あうかじかとすずみである。

　と、そこに走って来た女生徒がいた。

「た、大変でしゅ！　大変でしゅ！」

「廊下は走ってはいけませんよ」

　たしなめるかじかである。

「す、すいませんでしゅ。でも大変なんです」

　走ってきたのは、荘そうめだかである。

　小さな肩かたを上下させて息を切らせている。めだかは背せも低く、小学生のようにしか見えないが、かじかたちのクラスメイトである。

「どうしたの？　大変だなんて」

「た、大変なんでしゅ！　園川先生が、学校をやめるって！」

「ええっ！」




○




「部長、そんなに落おち込こまないで」

　水泳部の部室にいても、かじかはうつむいたままで水着に着き替がえようとはしなかった。

「そうでしゅ。先生が転てん任にんするのは本当だったみたいでしゅけど……二度と会えなくなるというわけじゃないでしゅ」

　すずみとめだかとで慰なぐさめるが、かじかはうなずくばかりで、笑え顔がおを見せはしなかった。

「そんな暗い顔をしていたら、先生だって喜ばないですわよ。大体、部長は元気が取とり柄えなんですから」

「そうでしゅ。それに先生に、告白もしていないでしゅ」

　めだかが言うと、ここでようやくかじかは顔をあげた。

「そうね、まだ告白していなかったわ！」

「じゃあ、転任前に告白なさるんですのね！　わたくし、応おう援えんいたしますわ！」

「応援するでしゅ！」

「ああ、ありがとう……！　私、勇気を出さないと！」

　立ち上がり、部室を出てかけだしていくかじか。それについてすずみとめだかも走り出していく。

「あははは……あはははは」

　走り出すと、自然にみんなから笑いがこぼれてくる。




○




　しかし、その時、さよりはとんでもない状じよう況きように立たされていた。

　校こう舎しやの屋上で慄りつ然ぜんとするさよりの眼がん前ぜんには、一人ひとりの女生徒。

　その女生徒は屋上フェンスの外側に立ち、泣なき叫さけんでいるのだった。

「来たら飛び降おりてやるんだからぁ！」

　長い黒くろ髪かみを振ふり乱みだした女生徒の名は、初はつ芝しばこち。身体からだが弱いことでクラスでも知られていた。

「や、やめるんだ、初芝君！」

　今まさに自殺せんとする彼かの女じよに手を差さし伸のべるさよりである。

「止めないで！　もうダメなんです、わたし！　死ぬしかないんです！」

　いやいやと首を振ふるこち。

「やめろ！　命は大切なものなんだ！　それを軽々しくなくしちゃいけない！」

「そんなこというけれど、わたし、もう治らない病気なんです！　ほっといたら苦しんで死ぬだけなんだわ！　だったらいま死んでも同じじゃない！」

「与あたえられた命を精せい一いつ杯ぱい生きることが大事なんだ！」

　さよりは叫さけぶ。

　その時、屋上に続く扉とびらが開いて、かじかたちが入ってきた。

「ああ！　先生に会いに屋上まで来てみれば、大変なことに！」

　かじかは驚おどろき、続いて状況を認にん識しきしたすずみとめだかも声を上げる。

「自殺はいけませんわ！」

「あ、あぶないでしゅ！　そんなところにいたら！」

「わたしは死ぬの！　近づかないで！」

　こちはそれまでつかんでいたフェンスから手を放す。

　屋上に風が吹ふいた。こちはふらつき、皆は悲鳴を上げる。

　が、こちはすんでのところでバランスを戻もどし、再びフェンスにしがみついた。

「ほら、危あぶないことはやめてこっちに戻ってくるんだ」

　さよりは優しく呼びかけた。

「だ、だけど……わたし、これ以上、先生たちに迷めい惑わくをかけたくないんです。わたし、身体が弱くて、みんなの足手まといになってばっかりで……」

　こちが泣きながら訴うつたえる。

　すると、さよりでなくかじかが叫んだ。

「そんなことない！」

「え……？」

「そんなことないよ、こち！　私たち、クラスメイトだもの！」

「部長……」

「だから、死なないで！　私たち、こちのこと負ふ担たんに思ったことなんてないよ！」

「そうですわ！　わたくしたち、仲間じゃない！」

「そうでしゅ！　仲間でしゅ！」

　かじかたちがこちに向けて真剣な言葉を投げかけはじめる。三人の目には涙なみだが浮うかんできている。

「そうだぞ、初芝！　みんな仲間なんだ。これまでだって苦楽をともにしてきたし、これからもそうなんだ！」

　さよりが大きく両手を拡ひろげて叫ぶ。

「先生……みんな……だけど……」

　こちは顔を伏ふせた。

「だけど、こんなことまでしてしまって、また迷惑をかけてしまって、これから先生にどんな顔をすればいいか……うぅ！」

　泣き崩くずれるこちを、いきなりかじかが怒ど鳴なりつけた。

「馬ば鹿かっ！」

　かじかは涙を流していた。

　はっとするこち。

「部長……」

「馬鹿っ！　死んだらもっと迷惑がかかっちゃうじゃない！　それに、先生は……先生はねぇ……」

　かじかは言いかけて涙をぬぐう。

「先生は……もうすぐ学校をやめちゃうんだから！　最後に哀かなしい思い出を残しちゃダメじゃない……！」

「え……？」

　こちは絶ぜつ句くした。

「先生は、もういなくなっちゃうんだから、先生は……」

　言いながら、しゃくりあげはじめるかじかである。

「ぶ、部長……わ、わたしが……わたしが間ま違ちがってました……！」

　こちの表ひよう情じようが「目が覚めた」とでもいうように明るくなる。

「わかってくれたか、初芝君！　そうだ、どんなときにも自殺は悪なんだ！　どんなときにも希望を失うしなっちゃいけないんだよ！　無む駄だに死んでいい命なんてないんだ！」

　さよりが高らかに叫ぶ。教師としてあるべき理想を体たい現げんするかのごとき立りつ派ぱな態たい度どであった。

「先生！　こんなわたしでも、生きていていいんですね！」

「そうだ！　自らを傷きずつけちゃいけない！」

「わたしが間違ってました！　先生、それにみんな……！」

　こちはみんなに駆かけ寄よろうとフェンスを乗のり越こえ──ようとして、足を滑すべらせて、屋上から落ちた。

「きゃあああぁぁあああああ！」

「あ」

「やべ、こち、落ちた」

　その距きよ離り、約二十五メートル。下はコンクリートの駐ちゆう車しや場。

　ずべしゃああああ！　と身体がコンクリートに叩たたきつけられてひしゃげる非ひ常じようにグロい音が響ひびいた。





■国歌斉唱







君が代は

千代に八千代に

さざれ石の（以下略りやく）







■国旗の裏側にて



「す、すいません！　うっかり足を滑らせてしまって！」

「脳のうを頭ず蓋がい骨こつに納おさめてから謝あやまれ！」

「それより、もう失敗できないですわよ！」

「がんばって保もたせろ！　これから学校を去さるさよりちゃんに校庭で私が告白してそれと同時に校舎に〝園川先生ありがとう〟の垂たれ幕まくがかかってみんなが泣くという感動のシーンじゃないか！」

「わ、わかったでしゅ！」

「健全！　健全が合い言葉だ！　それを忘わすれるんじゃないぞ！」





■本編３



「よかった、考え直してくれたか！」

　さよりはフェンスを乗り越こえてきたこちを抱だきとめる。

「先生！　ごめんなさい！　わたし……わたし……」

「いいんだ、いいんだ。気にするな」

「でも、先生……これで学校をかわってしまうって……」

　こちが言うと、さよりは口ごもった。

「あ、ああ……それは本当だ。もう知っていたのか」

「先生……」

　かじかが不安げな目をさよりに向ける。

「いや、黙だまっていてすまなかった。海外の学校にボランティアで行くんだよ。世界には教育を受けたくても金きん銭せんの都合で受けられない子供たちがたくさんいるんだ。そんな子供たちに無料で勉強を教えに行くんだよ」

「聞いたことがあります。先生は海外の学校への給食支し援えんも推進なさっていたとか」

「ああ。大事なことだと思うんだ。その使命のためにぼくは教師になったんだ」

　さよりの顔を見て、かじかは無理矢理に笑顔を作った。

「それは、素す晴ばらしいことだと思います」




○




　翌よく日じつ、ホームルーム前の教室で、みんなの前にかじかは立った。

「みんな、聞いて！　園川先生がやめちゃうのは知ってると思うけど、なんとか私わたしたちでそれを見送る会をしたいと思うの」

「さんせーい！」

「いいね、それ」

「やろうやろう」

「ありがとうみんな！　じゃあ、教室でパーティーをやって、それから垂れ幕を作って校舎に吊つるそう！　飾かざり付けは荘さん中心にやって、愛あい甲こうさんはパーティーを担たん当とうして……」

　そう言いながら、かじかは愛甲しいらの方を見た。

　長身でいつも穏やかな表情の少女である。眠ねむっているような、笑っているような細い目をしている。そして、手には大きな一升しよう瓶びんが握にぎられていて、顔は酒焼けの赤ら顔。





■国歌斉唱







君が代は

千代に八千代に（以下略）







■国旗の裏側にて



「未成年者が飲酒するな！」

「にゅーん？　でも、部長……これ、スポーツドリンク……」

「中身がスポーツドリンクなのは知ってるし、スポーツドリンクでお前が酔よっぱらうのも知ってる！　飲酒ととられるような描びよう写しやが問題なのだ！」

「えー？　でも、これは手放せないから……」

「わかった！　わかったが、今回は我が慢まんしてくれ！　今回だけだ！」

「にゅーん」





■本編４



　愛甲しいらは長身でいつも穏やかな表情の少女である。眠っているような、笑っているような細い目をしている。

「じゃあ、園川先生に知られないように学校に許きよ可かをとって、飲み物とお菓か子しを揃そろえればいいのね。わかった」

　しいらは請うけ合あった。

「ありがとう！」

「ところで……」

「なに？」

「スポーツドリンクは買って良い？」

「ほ、本当の意味でのスポーツドリンクなら……い、いや、やっぱりオレンジジュースとか、コーラじゃないかしら？　そっちの方が高校生らしいと思うな！」

　かじかはにっこりとした。

「にゅーん。わかった」

　しいらは落らく胆たんしたように、とぼとぼと教室を出て行った。




○




　そしてやってきた園川さより転任の当日。教室に入ってきたさよりは、カラフルなカーテンや風船で飾かざり付つけられた教室を見て目を丸くした。

「先生、今までありがとう！」

　生徒たちが声を揃える。

　さよりは黒板を隠かくすようにかけられた布ぬのに『園川先生さようなら会』と記されているのを見て、こみ上げる涙を飲のみ込こむかのように胸の当たりを軽く叩たたいた。

「ありがとうみんな」

「先生！　先生！」

　駆け寄ってくる生徒たち。囲まれたさよりは幸せそうに目を細める。

「ありがとう、僕ぼくは素晴らしい生徒たちにめぐまれて幸せだ」

「やめちゃやだ、先生！」

「先生……！　うっ……！」

　と、さよりの胸の中に倒たおれ込んだ女生徒が一人いた。

「お、おい、大丈夫か？　みんなもそんなに押おしちゃいけな……」

　そう言いかけたさよりだったが、胸に顔を押おし当てている女生徒の顔を見て、一いつ瞬しゆん言葉を止めた。

　さよりに顔を押し当てているのは、しいらだった。その姿し勢せいのまま頭をあげると、その顔色は真まっ青さおで、すさまじく調子が悪いように見える。

「だ、だめ……先生……もう、だめ……」

「大丈夫か、愛甲君！」

「い、いえ……」

　しいらの手が震ふるえていた。

　かなり小こ刻きざみに。

「こ、これは……」

　さよりは息を呑のむ。

「これは、禁きん断だん症しよう状じようだ！」

「せ、先生……スポーツドリンクを……スポーツドリンクを……くださ……」





■国歌斉唱







君が（以下略）







■国旗の裏側にて



「うわ、有藤君！　早く愛甲君にスポーツドリンクを！」

「教育上よくないっての！　一升瓶から透とう明めいな液えき体たいを飲んだら震ふるえがぴたりと止まりました、なんて！」

「そんなことを言うが、禁断症状が出ているじゃないか。ほら、愛甲君、震えているぞ！」

「先生……お客さんが……お客さんが来ているんです……」

「お、お客さんなんていやしないぞ！」

「いるじゃないですか……ほら、屋根の上に二人ふたり……あ、飛んだ……」

「こ、これはアルコール依存症末期の赤あか塚つか不ふ二じ夫おが見ていた幻げん覚かくと同じ！」





■本編５



「こ、これじゃあ飲ませない方が不健全なんじゃないのか？」

　さよりはおろおろとした。

　しいらは高橋名人の十六連れん射しやのように震える手でさよりにしがみついているばかりだ。

「さよりちゃんは、それじゃあ総理大臣に不健全だと判はん断だんされてもいいのか！」

　かじかも焦あせる。

「い、いや、それは困こまるけれど、現げん状じようでも立派に不健全にすぎると思うな」

「せ、先生……みんなの後ろに、く、黒い顔の人たちが……」

　しいらはうめく。

「確たしかにこれはダメすぎる……が、禁断症状は一番苦しい時期を抜ぬければ、身体から毒が抜ぬけて、その人本来の姿すがたが戻って来くるというぞ……！」

　かじかは力を込こめて言った。そして、がっし、としいらの肩をつかむ。

「頑がん張ばるんだ！　耐たえれば素敵な未来が待っているぞ！　一いつ緒しよに健全な芝しば居い……いや、健全な学校を作ろう！」

「ところで、しいらしゃんの本来の姿って、何でしゅ？」

　不意にめだかが聞いた。

「うーむ、知らない。が、常つねにスポーツドリンクで酔っぱらうことで、その強力すぎる本来の力を抑よく制せいしているのだとも聞く」

　かじかがうなずいた。

「聞く……って、そんな無む責せき任にんな。それに、何ですの、そのスラムキングみたいなのは」

　すずみが聞くと、かじかは、うむ、とうなずいた。

「詳くわしくは知らん。だが、かつてはアジア・オセアニア最強と言われた存在であったらしい」

「えらいスケールが大きいんだか小さいんだかわからない評価ですのね……」

　すずみが呆あきれるが、その時、しいらの動きがぴたりと止まった。

「あ、苦しんでいたしいらが！」

「正せい常じように！」

「戻ったでしゅ！」

　しいらは、ゆっくりとさよりから離はなれた。

　そして、あげたその顔は血色が良く、何より、その目がしっかりと見開かれていた。

　黒い瞳ひとみは知的な光を帯びている。美しい輝かがやきが瞳から放たれているかのようだ。

「な、なんか妙みように神々しいぞ！」

「それに、その姿勢も何か変わりましたわ！」

　かじかとすずみが息を呑む。

　輝かがやくしいらの姿は、いつもの猫ねこ背ぜと違って背せ筋すじが伸のびており、その手を拡げた形はまるで十じゆう字じ架かのようだった。

　表情はりりしく、見ていると思わず平ひれ伏ふしてしまいそうな威い厳げんがある。

　そして、しいらは、厳おごそかに口を開いた。

「人々よ、魂たましいのふるさとに還かえりなさい！」

「う、うお、なんか話が妙な方向に流れてるぞ！」

　驚くかじかを尻しり目めに、しいらは優しく、しかし超ちよう然ぜんとした口調で話し続けるのだった。

「あなたたちの行いはすべて見てきました。そして、あなたたちには失望しました」

「ちょっと待て、こら！　何だその上から目線は！」

　かじかはくってかかるが、しいらは、やれやれ、とため息をつく。

「自らの行いを振り返ってごらんなさい。自らが下品な行いをしたことを棚たなに上げ、取とり繕つくろおうと下手へたな芝居！」

「ぎくっ」

「それに健全といいながら、あまりにも古いその健全さの意い識しき！」

「ぎくっぎくっ」

「さらには芝居の過か程ていで露ろ呈ていした拭ぬぐいがたい下げ劣れつさ！」

「ぎくっぎくっぎくっ」

　かじかは珍しくたじたじとなる。

「言っていることは正せい論ろんですが、それに部長が押されていますわ！　いつもなら、いかに道理が通っていようとも、自分を押おし通とおす理り不ふ尽じん大王とも呼よばれた部長が！」

　すずみが説明台詞せりふを吐はいた。

「それだけしいらしゃんがすごいということでしゅ！」

　めだかがそれに同調する。

「だが、これは大変なことだぞ……普段は酔よっぱらいの愛甲君が、覚かく醒せいしたとは……」

　さよりまで息を呑む。

「まさに地上最強の覚醒ですわ！」

「これはマジでやばいでしゅ！」

「いや、そのフレーズは微び妙みように馬鹿っぽい上に弱そうだ……」

　かじかは呆れるが、そんなことは意に介かいさず、しいらはさらに冷たい表情になる。

「付き合いきれない馬鹿さ加か減げんですね。いい加減にしてください」

「マジで偉えらそうだな……お前、本当にしいらか？」

　かじかが聞くと、ふっ、と鼻で笑うしいらである。

「私は彼女の中に眠る精せい神しん体とでもいうべき存在です。これまでスポーツドリンクで抑おさえつけられていましたが……」

「うわ！　そんな設せつ定ていが！　ってことは覚醒じゃなく……」

「私は最初から神にも等しいのです！」

　しいら、いや、しいらの中の人は断だん言げんした。

「なんか妙なことになってきたな。これは健全とか不健全の問題ではまったくなくなってきたような……」

　悩むかじかである。

「悩むことはありません。私は人々を魂のふるさとに還かえすためにやってきました！」

　しいらの中の人は言い切り、人々を導みちびくかのような笑顔を見せた。

「うわ、うさんくせぇ！」

「うさんくさいことはありません。私があなたたちの願いを叶かなえましょう！」

「願いを？」

「叶える？」

　かじかたちは顔を見合わせた。

「そうです。あなたたちは、この世界を健全にしたいのでしょう？」

「いや、健全にしたいっていうか、今回だけ健全になっていればいいって言うか……」

「それならば、今回だけと言わず、ずっと私が指し導どういたしましょう」

「指導？」

「そうです。あなたたちが取り繕おうとして失敗したのだから、あなたたちはより優すぐれた者に指導される必要がある。そうでしょう？」

「理り屈くつとしては合っているが、さすがに段だん々だんうざくなってきたな……」

　かじかは教室の後ろに行き、しいらのロッカーを開ける。そこに並ならんでいる大量の一升瓶の一本を抜ぬき出だし、走って戻ってくると、一升瓶をかざしてしいらに突とつ進しんした。

「そりゃあ！　スポーツドリンクを飲んで封ふう印いんされとけ！」

「そうはいきません」

　しいらは右手を突つき出だした。

　と、その右手から、怪かい光線が撃うち出される。

　ずびびびびびびびびびびびびびびび、とまさに怪あやしい音を立てて撃ち出された光は、かじかの手に握られた一升瓶を直ちよく撃げきする。

「うわっ！」

　衝しよう撃げきを受けたかじかは床ゆかに転がった。

「くそっ、謎なぞの光線だと……！」

　顔をあげたかじかは、手に握られた一升瓶を見て驚きよう愕がくした。

　一升瓶は首だけになっており、その下の瓶は粉々になっている。そして、中身のスポーツドリンクはこぼれているかと思いきや、しゅうしゅうと煙けむりを上げて蒸じよう発はつしてしまっているのだった。

「うわっ！　怖こわっ！」

「私は神のようなものだと言ったでしょう。私は愛の化身です。だからあなたを殺すことはしません。しかし、あまりに抵抗するなら、その限かぎりではありません」

「お、脅おどすつもりだってのか！」

「いいえ。私は愛の化身！　脅すなんてとんでもない。あなたたちが望んだような真に健全な世界を実じつ現げんするために、指導を行おうと言うのです」

　そして、しいらの中の人は慈じ愛あいに満ちた表情で語りはじめた。

「真の健全さは、真の愛から生まれます。これまでうまくいかなかったのは、それが真の愛から生まれたものでなかったから。あなたたちは汚よごれています。しかし、私の指導を受ければ、真の愛に目覚めることができるでしょう」

「ぬ、ぬぅ……抵抗したいが危き険けんだ……が、本当に健全になるなら、それもいいのかもしれん……」

　かじかは、苦く渋じゆうの決けつ断だんをするのであった。

　そして、教室には生徒たちが静かに並ぶことになった。本来はさよりが立っているはずの教きよう壇だんに立たっているのはしいらである。





■しいらの中の人の基調講演録



　皆みな様さま、ご静せい聴ちようくださりありがとうございます。本日は、愛の化身であるわたしの講演にお集まり頂いただき、まずは感かん謝しやを申し上げます。

　私の主しゆ張ちようは、人々よ魂のふるさとに還かえれ、でございまして、これは愛の下に集つどえば世界は健全で平和になるとの意を込めた言葉であります。

　まず、愛について定てい義ぎしなくてはなりません。愛とは共感であり、自じ己こと他者を同どう一いつ視しすることであります。共感は社しや会かい性せいを持つことと同どう義ぎであり、社会性は教育によって知ち識しきをつけることで、正常な感かん性せいを持っている人間であれば身につけることが出で来きるものであります。

　しかしながら、世界は愛には満ちておりません。発はつ展てん途と上じようの国に於おいては社会性を養うための教育も足らず、教育を受けなかった者が権けん力りよくを握る構こう図ずがあります。ですが、こちらは長い時間はかかるものの、教育を受けた世代が社会を維い持じしていくようになれば、いかなる体たい制せいのもとであれ、少なくとも愛はその国の体制内においては増ふえていくこととなるでありましょう。

　問題は先進国における愛、であります。教育がありながら、共感は限げん定てい的で自らの快かい楽らくのために他者を犠ぎ牲せいに、あるいは積極的に危き害がいを加えることを厭いとわない者の数が減へることはありません。

　過か去こ、これらの問題は、脳手しゆ術じゆつ、あるいは薬物によって解かい決けつできるとの期待もありましたが、いずれも失敗に終わったことは記き憶おくに新しいところであります。

　この問題を解決できるのは、わたしの提てい唱しようする、『世界共感計画』に他ほかなりません。えー、この計画は、すなわち共感を広めようというものでして、すなわち教育課か程ていを終えた者に、真の共感をもたらす物語を体感させるものであります。

　娯ご楽らくでなく、物語を体感させるための物語。それは肉体そのものに印象を残すべきものです。多くの場合、その役やく割わりが宗しゆう教きようが担になってきたものであり、わたしが提唱するものもいわば世界宗教とでもいうべきものであると言えるでしょう。

　その物語は、祝祭という形をとります。もはや失われたそれらを復ふつ活かつさせ……。





■本編６



「ちょっと待まてぇい！」

　叫んだのはもちろんかじかである。がたん、と音とともに立ち上がり、しいらの中の人にくってかかる。

「おとなしく聞いていれば、えらい退たい屈くつな講演じゃないか！」

「それは当然のことです。健全な社会のために指導しているのですから、まずは基き礎そ理り論ろんからです。実じつ践せんは後のことになります」

　しれっと言ってのけるしいらの中の人である。

「んなまどろっこしいことしてどうするんだ。だいたい、人々よ魂のふるさとに還れ、ってフレーズだってジョージ秋山のパクリじゃねぇか！」

「なんですって？」

　ぴくり、としいらの眉まゆが動いた。しいらの中の人には、これがカンに障さわったらしい。

「いいでしょう……」

　声のトーンが変わる。それまでの神々しいものから、低い地鳴りのようなものに。

「……それならば、簡単な解決を見せてあげましょう。世界をあっという間に健全にする方法を……！」

　そして、しいらの中の人は、しいらの携けい帯たいを取り出した。すばやく番号を押し、どこかに電話をかける。

「もしもし、ちょっとご意見をいたしたいのですが、クレーム担当はこちらでよろしいでしょうか？」





■お詫わび

　先日、「『せんすいかん』の内ない容ようはいかがなものか」との匿とく名めいの電話をいただき、本原げん稿こうを精せい読どくいたしました結果、編集部といたしましては、現状のまま『せんすいかん』を放置することは、倫りん理り上の問題があると判断するに至いたりました。

　そのため、次回を最終回とし、倫理上の問題を解決するため、また、お詫びとして水城正太郎による執筆は行われません。あしからずご了りよう承しようください。

（編集部）




■本編７



「誰だれもそんな方法をとれとは少しも言っとらんわぁ！」

　かじかは怒鳴る。

「簡単な解決方法ではありませんか」

　しいらの中の人は自信満々だ。

「そんなのは解決とは言わん。ええい、どっちにしろ終わるなら派は手でに散ってやるわい！　なんとしてもスポーツドリンクを飲ませて貴き様さまを封印してやるぞ！」

　かじかはそう叫ぶと、部員たちに目配せする。

　すずみ、こち、めだかの三人も立ち上がる。

「なんだかよくわからない方向に話が流れましたけれども……そろそろ健全ってものにも飽あき飽きしてきた頃ころですわね」

「愛甲さんの身体を取とり戻もどすためなら、わたし、死にます！」

「気軽に死ぬという言葉が言えるのは、こちしゃんならではでしゅねぇ……」

　意い気き込ごむ水泳部員たちに、しいらの中の人は不ふ敵てきに笑う。

「わたしは愛の化身ですが、愛の中には破は壊かいする愛、殺す愛というのも存在するのだということを教えなければならないようですね……」

「何が破壊する愛じゃい！　さっきから見てれば結局は脅きよう迫はくに説教に密みつ告こく！　それが貴様のやり方か！」

　かじかの指し摘てきに、しいらの中の人は、どん、と教きよう壇だんを叩く。

「健全とはそういうものです！　不ふ善ぜんをなす者を脅して従したがわせ、諭さとし、互たがいに監かん視しし指導し合う自主規き制せいを促うながす！　それこそが健全への道なのです！」

「うるせぇ！　私は自由だ！　フリーダム！」

　かじかは再び一升瓶を抱かかえて突進する。

「まだ懲こりていないのですか！　いいでしょう。あなたは消してあげます」

　しいらの中の人は手を挙げ、指をぴんと伸のばした。

「爪つめの間から怪光線！」

　ずびびびびびびびびびびび！

「バリアー！」

　かじかは、こちを持ち上げると光線にぶつけた。

「うぎゃああああ！」

　凄すさまじいこちの悲鳴が響き、こちはあっという間に黒くろ焦こげに。

　しかし、こちの身体はすぐさま再さい生せいをはじめ、黒い皮ひ膚ふの間を割わってピンクの肉芽がじりじりと出しゆつ現げんしてくる。

「カカカカカカカカ！　今日きようのこちは再生が気合入はいっちょるぞ！」

　かじかは哄こう笑しようする。

「爪の間から怪光線！」

「バリアー！」

「うぎゃああああ！」

　そんな三点セットが何度も繰くり返かえされたが、その間にじりじりとかじかはしいらの中の人に迫せまっている。

「年ねん貢ぐの納め時だな、しいらの中の人！　それとも健全さにうるさいから健全マンとでも呼よんでやろうか！」

「お黙りなさい！　まったく救えない人だ……」

　しいらの中の人は、ため息をついて首を左右に振った。

「その上から目線はやめんか！」

　かじかはグロい再生肉にく塊かいと化したこちを盾たてに一升瓶を構かまえる。

　と、しいらの中の人は、くわっ、とさらに目を見開いた。

「うわっ！」
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　かじかはこちごと吹ふき飛とばされた。しいらの中の人が怪光線を発したわけではない。いわゆる念動力で吹き飛ばされたというのが正せい解かいのようだ。

　教室の一番後ろまで吹き飛ばされたかじかは、一升瓶をかかえた酔っぱらいのごとく、床にぐったりと倒れる。

「ああ、部長！」

「大丈夫でしゅか、かじかしゃん！」

　駆け寄る部員二人。

　それを見たしいらの中の人は、やはり呆れたように首を振る。

「そのような時だけ友ゆう情じようを発はつ揮きされても困るのです。常に、誰に対しても友情を抱いだき、慈いつくしみ合わなければいけないのです！」

　しいらの中の人はさらに続ける。

「それが出来ぬというのなら、わたしは人類に失望せざるを得ません。わたしはこれより、『世界共感計画』を撤てつ回かいします。プログラムを変更し、『人類抹まつ殺さつ計画』を推進することといたします！」

「じ、人類抹殺計画……！　えらくストレートなネーミングですのね……」

　すずみは戦せん慄りつする。

「ま、魔ま法ほうが使えれば、あんなやつくびりころしてやるでしゅ！」

　めだかは息いき巻まくが、人前なので魔法は使えない。

　その時、かじかが目を覚ました。

「う……うう……」

「あ、部長！　大丈夫でして？」

「大丈夫じゃないが……なんなんだ、あいつは？」

「よ、よくわからないけど、人類抹殺計画なんてことを言ってるでしゅ！」

「昔の特とく撮さつの悪の組そ織しきの計画みたいだな……が、人類を抹殺なんて、どう考えても無理……」

　と、かじかが言いかけると、しいらの中の人が指を立てて、その時教室で呆ぼう然ぜんとしてことの成り行きを眺ながめていた名も無きクラスメイトの一人に向けた。

「ぎゃ」

　短い楳うめ図ずかずお風の悲鳴を残して、そのクラスメイトは机つくえに突つっ伏ぷして死んだ。

「わたしは、憎にくしみで人が殺せるのです」

　教室中に戦慄がはしった。

　パニック状じよう態たいになったクラスメイトたちは、教室を出て行こうと扉に殺さつ到とうする。

　が……。

「あ、開かない！」

「念動力で扉が閉しめられているんだ！」

　クラスメイトたちは行き場を失い、教室の後方に固まって震える。

　しいらの中の人は、ゆっくりと教室の中央を歩きはじめた。

「じっくりとなぶり殺して差し上げます！　そして、その様子を小説にし、アニメ化もし、インターネット動画配信サイトで世界に広めて、健全でない者は皆みな殺ごろしになると教えて差し上げるのです！　そうして不健全な者を殺し続ければ、いずれ古い人類は消しよう滅めつし、新しく進化した人類が誕たん生じようするのです！」

　しいらの中の人は高らかに宣せん言げんした。

「いや……せんすいかんは、アニメ化はしないと思いますわ……じゃ、なくて、どうするんですの、部長！　さすがにこれはピンチですわよ！」

　すずみも半分パニック状態になりながらかじかに聞く。

　かじかも、さすがに万ばん策さく尽つきた、というように額ひたいから汗あせを流す。

「もう、ダメかもわからんね……」

　が、かじかは、ふと、あることに気づく。

「あ！　いつの間にかさよりちゃんがいなくなってる！」

「先生が？」

「そういえば、いつの頃からか教室にいないでしゅ！」

「そ、そうか……さよりちゃんは事じ態たいの先を読んで、教室を出て行っていたんだ……。そうだ、さよりちゃんだ！　さよりちゃんなら、きっとなんとかしてくれる！」

　かじかはすがるように言った。




　果たしてかじかたちの運命は！　そして健全さの行き着く先は！　そしてご挨拶が遅おくれましたが、あけましておめでとうございます！　今年ことしもよろしくお願いいたします！　って、作者交こう代たいじゃよろしくお願いできないじゃん……などと言いつつ刮かつ目もくして次号を……待ってもいいけど、だから作者は交代なんだってば！　とにかく、どうなる次号！







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







あとがき







　えー、あとがきでございます。

　これは『せんすいかん』としては四冊目ですが、月刊ノベルジャパンに連れん載さいされた作品をまとめたもので、既き刊かん三冊とはストーリーの違う新たな作品ということになっております。初めての方も、これだけで読めて安心、ということです。

　と、ご挨あい拶さつの済んだところで、今回は恥はずかしながら自作の解かい説せつをちょいとばかりしなければなりません。連載という形式に寄りかかった表記や時事ネタが多かったためです。あとがきがまともなのは、そのためであります。

　あ、いわゆるネタバレになるので、未読の方はご注意を。




１　２年Ａ組天才先生

　さて、記念すべき第一回。特に考えもなくはじめた……わけではさすがになく、既き存そんの学園物をずらしてどうにかしようと思っていたのではないかと。自信なさげに言うのは、もう当時のことを憶おぼえていないからです。我ながらひでぇ話だ。

　とはいえ、舞ぶ台たい装そう置ちだけを取り除のぞけば、えらく普ふ通つうの話です。これで生徒のキャラクターがトラウマ持ちだったりすると、うっかり感動しちゃったりするわけですね。そんな言い方をすると、ずいぶん冷笑的だと思いますが、当時はそんな意図だったんだろうなぁ。




２　やおい秘録人間狩り

　タブーに挑ちょう戦せんということもないけれど、オタク文化を背はい景けいにした犯はん罪ざい的てきにひどいことを書いたら、みんな驚おどろいてくれるだろうと思っていたら、意外にもとても喜ばれました。基本的にこの回で行われていることは犯罪ですので、みんなはやるなよ。

　ところで、オタクネタとしてすずみのネット利用方が書いてありますが、すでに過去のものになっているので、現在ではわかりにくいかもしれませんが、あえて改かい訂ていはしていません（それをやると全部修正することに……）。今だとステ６をアプロダ代わりにして動画を交こう換かんし、通学時、ニコ動にモバイルからコメントしまくることになります……って、これもやっぱり犯罪行為です。

　あとセッタークラッシュストーリーの機体名はすべて略りゃく称しょうで読んでいただくと素す敵てきです。




３　呪怨が輪廻したらリングで回路

　破は綻たんしたストーリーとパロディを不条理ギャグ（とはいえこれもパロディ）でまとめた回。この回のイラストはとにかく大好き。あぼしまこ先生には、この回だけの脇役のデザインまであげていただき、感謝感謝でした。こちが死んでいるシーンのイラストは細かいネタがすべて入っており、夢に出てきそうなすばらしさです。

　オチのわかりにくさ等、普通なら没ぼつになる話でしょうが、自由にやってよいということで、担当Ｏ橋氏にも感謝の回です。




４　裸のジャンキー

　カットアップなんてのは古い手法ですし、たぶん英語でしか通用しないのですが、それをわざわざこういう作品でやってみたらどうなるんだろう？　という回。新しん聞ぶんや週しゅう刊かん誌しやネットでよく使われている言葉を適てき当とうにつなぎ合わせると、意味はわからないが不ふ愉ゆ快かいな文になるなぁ、と。異い常じょうなまでに読みにくいので、フィーリングで読んでやってください。

　同時期にアニメ『ネギま!?』が放送されており、あぼしまこ先生が参加しておられたため、そのネタもありますが、これは今考えるといろいろ申し訳ない感じがします。




５　ゴッドサイダーぎみ

６　ラノベは衰退しました

　連続した話ですが、重じゅう要ようなのは作者解任→本当にテキストからは解任。という流れ。クレームなどは嘘うそですが、本作が気に入らなかった人がいたのは事実のような気がします。

　文庫でも再現されていると思いますが、雑誌では大判に手書きで迫はく力りょくあるものでした。書いていただいたアルバイトの方には感謝です。文庫でも再度修正していただいているし。

　さらにイラストがよく見るとアスキーアートです。というか、これが本文です。本文を書いていただいたあぼしまこ先生には本当になんとお礼れいを言えばいいのやら。

　「ラノベは衰すい退たいしました」と言いつつも、衰退しているのは作者であるあたり、アレな自意識の持ち主だと我ながら思います。

　書いたときには何か批ひ評ひょう的てきな意図があったような気がしますが、今となってはよく憶えていません。でも、すべての小説のボトムラインはここにありそうな気がします。地球上で一番低い所に行ける乗り物は潜せん水すい艦かんですからねぇ……。




　そんなわけで、回ごとに解説を書いて参りましたが、これにて『せんすいかん』シリーズは予定通りの終了でございます。長らくのおつきあいありがとうございました！
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




水城正太郎先生／あぼしまこ先生
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